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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幕まく　間あい──永遠について










　遠くが。


　遠くがうっすら赤くなっていくのが見える。


　どうやらもうすぐ、陽ひが昇のぼるらしい。


　それを眺ながめながら。


「……まるで」


　と、ライナは小さく呟つぶやいた。


「……まるでここにあるのは、絵え空そら事ごとだ」


　彼がいまいる場所は、王おう城じようの、屋上だった。


　ここローランド帝てい国こくの一番高い場所から、夜明け間近の国を見下ろしている。


　徐じよ々じよに、暗い空に赤みがさしていく。


　それはまるで、この国全体を照らそうとするかのように。


　そして、ライナは横でやはり、この国を見下ろしている一人の男を見た。


　シオン・アスタール。


　ライナの親友……いや、悪友？　にして、この国の、若き王だ。


　彼は少し疲つかれた顔をしている。いや、疲れた顔をしているのは当たり前だった。


　毎日毎日狂くるったようにこの国に尽つくして、さらにはライナにまで無む理り矢や理り仕事を押おしつけて、現在徹てつ夜やの五日目。


　もう死にそう。


　もう限げん界かい。


　いい加か減げん頭も痛くなってきて、とりあえず外の空気でも吸すおうぜと、二人でこの屋上にきてみたのだが、


「……外の空気吸ったぐらいじゃ、頭痛、全然治なおんないんですけど？」


　ライナが言うと、シオンも苦く笑しようする。


「だなぁ」


「やっぱ、もう寝ねようぜ？」


「……いや、でもまだもうちょい仕事しないと、次のスケジュールに差し支つかえるんだよなぁ」


　なんてシオンの言葉に、ライナは顔をしかめる。


「スケジュールの心配より、命の心配をしようよ」


「……いや、まぁねぇ」


　そう言ってから、シオンはまた、目を遠くへと向ける。


　少しずつ。


　少しずつ夜が明けていく空。


　そして光が射さしていくローランドの城じよう下か街まち。その先には平原や山脈が広がっていて。


　しかしシオンはさらに、その先を見つめている。


　それにつられて、ライナもそちらを眺めた。


　そして、目を少し、細める。


　ここからただ景け色しきを眺めただけでも、もうこの国が、かつてのあの狂った時代とはまるで違ちがうことがわかったから。


　英えい雄ゆう王シオン・アスタールがこの国を治おさめるようになって数年。


　この国は、確実に変わったのだ。


　以前よりも活気のある街はどんどん広がり、道は整備され、治水が進み、より暮くらしやすくなっていく。


　一度街にでれば、誰だれもが笑っていて、楽しそうにしていて。


　そしてみんなが言う。


　アスタール様の統とう治ちの下もと、この国にいれば、幸せになれるのだと。


　この国は変わった。もう、以前の狂ったローランドじゃないのだ。この国で頑がん張ばっていれば幸せになれるのだと、誰もがそう、信じている。


　そう。


　この国は変わったのだ。


　シオンが王になることによって、この国は急速に変わり始めているのだ。


　なのにそれでも、シオンは足りないと言う。


　彼はさらに遠くを見つめ、もっと、もっとみんなが笑って暮らせるように。


　すべての者の期き待たいに応こたえられるようにと、狂ったように働き続ける。


　ライナがこの国に戻もどってきてからの数か月の間も、シオンは異常なほど働いていて。


　彼はまるでなにかに憑つかれているかのように、必死に働いていて。


　そして日々、この国は変わり続ける。


　それも、すべてがいい方へと。


　だからライナは、


「……本当に、絵空事だ」


　再び、小さくそう言った。


　するとシオンはそれに、


「……ん？　絵空事？」


　聞き返してくる。


「…………」


　だが、ライナは答えない。


　ただ、徐々に夜が明けていくローランドの姿を見つめながら──


　彼は、遠い過か去この記き憶おくを思い出していた。





　それはまだ、シオンと出会って、間もないころの話。


　この国がまだ、狂っていたころの話。





　まだ二人はなにも失ってなくて。


　キファがいて、タイルやトニーやファルや、他ほかのみんながまだ死んでなくて。


　そして明日は戦場に出ることになっていた、あの日。


　シオンは、恐きよう怖ふに怯おびえていた。


　仲間が死なないようにするにはどうしたらいいのか？


　俺おれが選んだ道は正しいのか？


　俺は仲間を守ることができるのか？


　俺にはちゃんと世界が見えているのか？


　深夜の図書館で彼は、震ふるえて、怯えて、自問を続けていた。


　いまと、同じだ。


　シオンはいつも、一人でなにもかもを背せ負おって、押おし潰つぶされそうになっている。


　死にそうなほどの孤こ独どくの中で、しかし、彼はまるで弱みを見せずに、微ほほ笑えんで見せる。


　そしてあのとき。


　あの、暗い図書館で、シオンと交かわした会話を、ライナは、いまでも鮮せん明めいに覚おぼえている。





『……俺は、仲間を一人も失わずに、上にいくつもりなんだ』


　シオンはそう言って、しかし、ライナは気のない声こわ音ねでこう答えた。


『へぇ……そりゃ、欲よく張ばりだな』


『ああ』


『疲れない？』


『…………それに答えたとして、それみんなに内ない緒しよにしてくれるか？』


『嫌やだね』


『じゃ、答えない』


『疲れんのかよ』


　ライナがあきれたように言うと、シオンは笑って、しかし真しん剣けんな表情でこちらを見つめて、こう言った。


『……だが、その価か値ちはあると思う。前に言ったろう？　俺がこの国を変えてやるって』


『変えてどうする？』


『みんなで笑うさ』


『へぇ』


『すべて変わるんだ。平等じゃない国。弱い者を虐しいたげる国。争いをやめ……』


『そりゃ前に聞いたよ。まるでパラダイスだな……だが、絵空事だ』


　そう。


　絵空事だ。


　そのときは、絵空事だとしか思えなかった。


　狂った王。


　狂った貴き族ぞく。


　狂った国。


　もう、なにもかもが狂っていて、この世界が本当に変わるだなんて、思えなかったから。


　しかしシオンは言う。


『その絵空事を……現実にする。ちょっと、価値がありそうだろう？　おまえだって、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』だというだけで忌いみ嫌きらわれることも……もうなくなる』


『…………』


『俺に協力してくれ、ライナ。一いつ緒しよにこの国を変えよう』


『………………』





　それから、シオンはこう言ったのだ。





『俺といこう。ライナ』





　そして手を、差し出してくる。


　じっとこちらを見つめてくる。


　そこにあるのは、迷まよいのない瞳ひとみ。


　真まっ直すぐに、前だけを見つめている金色の瞳。


　絶対的な自信と、強大な意志の強さを感じさせる、鋭するどい瞳。


　だが。


「…………」


　だが、ライナは知っているのだ。


　それが、偽にせ物ものだということを。


　本当のシオンは、常に迷い、怯え、震えていて。


　自分の選せん択たくは間違っているんじゃないか？


　自分の選択は、誰も救すくうことができないんじゃないか？


　そう自問し続けていて。


　それでも彼は、前に進むという。


　誰かを救うために。


　誰かを助けるために。


　少しでもこの世界がましなほうへ進めるように。


　彼は、前に進むという。


　そして真っ直ぐ、こちらへ手を差し出して、





『俺といこう。ライナ』





　そう言った。


　その手には、自信が溢あふれていた。


　でも、悲しいくらいに、恐怖に震えていた。


　だからライナは、その手を取ったのだ。


　誰かが。誰かがその手をつかんで、支えてやらなければ、いつかこいつは壊こわれてしまうんじゃないかと思ったから。


　だからライナはその手を取った。


　そしてそれは、正解だったと思う。


　いま、屋上からこの国を見つめて、それは正解だったと思う。


　だから、


「……悪かったな」


　ライナはまた、小さく言った。


　するとシオンは怪け訝げんな顔で、


「へ？　なにが？」


　聞いてくる。


　それにライナは肩かたをすくめ、


「……昔言ったことだよ。あれ、訂てい正せいする」


「うん？　なんの話だ？」


　シオンの問いかけに、ライナは彼のほうを見ないまま、言った。


「……絵空事じゃ、なかった」


　あの日シオンが語った絵空事が、いまは現実になってしまっている。


　狂った王はいなくて。


　狂った貴族たちは抑おさえ込こまれ。


　そして誰もが平等で、笑って暮らせるような国。


　そんな国に、ローランドは確実に近づいているように思える。


　だから、


「……おまえはもう、覚えてないかもしんねぇけどさ……あの日おまえが言ったことは、絵空事じゃ……」


　しかし。


　しかしシオンはそこで、


「……絵空事さ」


　吐はき捨すてるように、言った。


　それにライナは、シオンのほうを見る。


　すると彼はやはり、疲つかれた顔で微笑んでいて。いまにも泣き出しそうな顔で微笑んでいて。


　そしてまるで自分を嘲あざけるような口く調ちようで、言う。


「……絵空事だよ、ライナ。俺はあのとき、『仲間を一人も失わずに』と、言ったはずだ。なのに……なのにいま、どれだけの仲間が生き残ってるっていうんだ？　俺が描かいた絵のために、いったい、あの時の仲間がどれだけ死んだ？　いったいどれだけ……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、


「それでも……だよ。シオン。それでもおまえが言ったことは、絵空事じゃなかった。この国は変わった。おまえがいなきゃ、この国はずっと、暗いままだった」


　言ってから再び、遠く、城下街を見つめる。


　陽ひの光はもう、しっかりと街を照らし始めている。


　夜が、暗闇が、完全に明けたのだ。


　それにライナは顔を少しだけしかめる。徹てつ夜や明けの朝日は、疲れた目には少し眩まぶしすぎる。その眩しい光の下で、街が少しずつ動き始めた。


　前とは違ちがう街の景色。


　狂った王に怯えず生きることができる国。


　貴族たちに怯えず生きることができる国。


　戦争に怯えず生きることができる国。


　そりゃ、犠ぎ牲せいはたくさん出て。すべてがすべて、うまく回ったわけじゃない。


　だけど、それでも、


「……もう、十分だよ」


　そう、ライナは言った。


「おまえは、十分、頑がん張ばってる。それは俺がよく知ってる。だから、そんなに自分を責めるような働き方、すんなよ……」


　するとシオンは、


「…………」


　なにも、言わなかった。


　だが、ライナはさらに続ける。


「もう十分だ。この国は十分、変わった。いまさらおまえが少しサボったって、後あと戻もどりしたりしやしない」


「…………」


「自分はまた間違ってるんじゃないかとか、自分はもっとうまくやれたんじゃないかとか……前みたいに怖こわがる必要はないよ。いまはほら、俺や、フェリスだっているんだしさ……他ほかにもなんだっけ？　あの、赤あか髪がみの馬ば鹿かとか、年とし増ま好きの変へん態たいとか、いっぱい仲間もいるんだしさ……大だい丈じよう夫ぶ。この国はもう、大丈夫だ。もうおまえが一人で、気負うこたない。この国はちゃんと変わってる。それも、いい方にだ」


　それに、シオンはこちらを見つめ、


「……そうかな？」


　疲れ切った顔で、言う。


　ライナは、やはりこちらも疲れた顔のまま、うなずいてみせる。


「ああ」


「……この国は、変わってるか？」


「ああ」


「……そうか……」


　シオンはそう呟つぶやいて。


　それから、ふと、こちらになにかを言おうとするが……


「…………」


　しかし、首を振ふった。そして微ほほ笑えんで、


「ありがと」


　小さく、そう言う。


　それにライナはもう一度肩をすくめると、


「んじゃ、そろそろ寝ねてくれるかね？　はっきり言って、おまえの自殺スケジュールに付き合うのは、しんどいんだけど？」


　と言うと、シオンはなぜか驚おどろいたような顔で、


「あれ？　いまの話からすると、俺が寝てる間に、ライナが俺の代わりにローランドのために寝ないで働いてくれるんじゃ……」


「これ以上働いたら死ぬからっ！」


　ライナが怒ど鳴なると、シオンは笑った。


「……まあさすがに五日以上徹夜で仕事は……俺もまずいような気はしてたけどさ」


　なんて言葉にライナはげんなりと、


「いや、そういうことには、二日徹夜のあたりで気づいてほしいなぁ……」


　それにまた、シオンは笑う。それから大きく伸のびをして、


「それじゃ、少し寝るか」


「ああ……んじゃ、俺は宿に帰るよ」


　ライナが言って踵きびすを返すと、シオンもこちらに手を振って、


「うん。じゃあ、おまえが起きるころに迎むかえの馬車出すから、仕事の続きはあとでやろう」


「やだ」


　と、はっきりと断っているのに、シオンは無視して、


「それじゃ、三時間後な」


「って、はぁ!?　おまえアホか!?　いまから帰って三時間後じゃ、俺ほとんど寝れねぇじゃねぇかよ！」


「うん？　じゃあ、何時間後ならいいんだ？」


「三百時間後とか？」


「おいおい、三百って……十日以上寝るつもりかよ……ああまあ、それじゃ、間とって四時間後ということで」


「ってどこが間だぁあああああ!?　いや、わかった。じゃあこうしよう。ここは俺が折れて、四百時間で我が慢まんするってことで……」


「それ増えてるから……ま、いいか。じゃあ適当に俺の目が覚めたら馬車の手配するよ」


「っていうかおまえはとりあえず最低八時間以上は寝ろよ？」


「え？　は、八時間？　それは寝過ぎじゃ……」


「いやその感覚はおかしいから！　おまえ寝てなさすぎなんだよ！」


「そうなの？」


「そうだよ！」


「……ふむ。まあそれじゃ、八時間以上後に、また会おう」


「ああ。んじゃ、俺は帰るぞ」


「うん。おやすみ」


「おやすみ～」


　言ってから、ライナはふらふらと、歩き出す。


　そして屋上の出口のところで振り返り、まだ、城下街をじっと見下ろしているシオンを見て、


「んじゃ、また十日後な」


「っておい！」


　と、振り返ってこようとするシオンを無視して、ライナは屋上を後にする。





　その日は、雲一つない気持ちのいい日で。


　休日なのか、遠くで子供たちが妙みようにうるさく笑っていて。


「ったく、おまえらうるせぇよ。こっちは寝不足なんだよ」


　なんてライナの愚ぐ痴ちは、誰だれも聞いてくれなくて。





　これが、シオンの作った世界。





「…………」


　ライナは、その晴天の空を半はん眼がんで見上げて、


「いい、昼寝日び和よりだ」


　そう呟いた。



















　第八章　真　相










　なのに、闇やみに出会ってしまった。


　深い、闇。


　だから思った。


　ひどい──と。


　これは、あまりにもひどすぎる。


「……なんで、こんなことを……」


　ミルク・カラードは、震ふるえる声こわ音ねで、そう言った。


　少しずつ。


　少しずつ見え始めてはいた。


　この国は、おかしくなり始めている。





　この国は少しずつ、異お常かしくなり始めている。





　暴ぼう君くんだった前王を廃はいし、この国を救すくった英えい雄ゆう王シオン・アスタールによって、この土地には平和が訪おとずれたはずなのに。


　英雄王が、すべてを変えてくれたはずなのに。





　その英雄王によっていま、ローランド帝てい国こくは、少しずつ歪ゆがみ始めている。





「……この光景は、いったいなんなの？」


　ミルクは、声を震わせる。


　全身を震わせる。


　彼女の目の前に広がっているのは、ありえない光景だった。


　ローランドの、郊こう外がい。


　そこにぽつんと立つ貴き族ぞくの館やかた。


　その館を囲んでいる、数百人規き模ぼの部隊を見つめ、恐きよう怖ふに、震える。


　数百人の兵士の姿。


　しかしその数百人の兵は──人間の姿かたちをしていない。


　ある者は顔面が焼けただれ、その中央に魔ま方ほう陣じんの刺いれ青ずみを無む理り矢や理りいれられている。


　ある者は両りよう腕うでを切り取られ、ぐねぐねと曲がった奇き妙みような武器をつけられている。


　さらにある者は、ある者は、ある者は、ある者は……


　ここにいるすべての兵たちが、なんらかの改造を受けていて。もはや人間の原型すらとどめてない者までいる。


　だが、彼らは確かに人なのだ。


「……人体実験……」


　ミルクは、うめくように呟つぶやいた。


　それはかつてのローランドではあたりまえだったこと。


　より強い兵、より大きな能力、より最高の魔ま術じゆつ師しを求め、人を殺し、実験し、研究し、弄もてあそぶ。


　ミルクや、それにライナだってその中の一人だ。狂くるった孤こ児じ院いんで殺し合いをさせられ、たまたま生き残ることができたから、ここにいる。かつての狂ったローランドでは、そんなのはあたりまえのことだった。


　だが、いまは違ちがう。


　いまのこの国は、そんな国じゃないはずなのだ。


　それは英雄王が現れたから。


　救きゆう国こくの英雄王が現れたから。


　シオン・アスタールが、この国を変えてくれたから。


　彼がいるから、この国はもう、あのころには戻もどらないはずなのに。


「……なのに、どうして？」


　どうして、こんなことになってるの？


「いったい、どうしてこんな……」


　ミルクは低く、小さく呟いてから、目の前の異い形ぎようの兵たちを、見つめる。












[image: ]








　いや、この目の前の兵たちだけじゃない。


　ミルクがこのローランドに帰ってきてから、もう、こういった実験の犠ぎ牲せい者しやたちに何人も会っているのだ。


　最初に出会ったのは、半年と少し前。


　ミルクがこの国の異変に気づいて調査を始めて、すぐのこと。


『忌いみ破やぶり』ライナ・リュート捕ほ縛ばくの任にん務むから突然外され、別に与あたえられた任務で、彼に出会った。


　任務の内容は、『ローランドから逃にげ出した『忌いみ破やぶり』を追い、捕縛しろ』という、いつも通りのものだった。


　そしてミルクは、『忌いみ破やぶり』を追いかけ、捕縛した。


　しかしその『忌いみ破やぶり』はまだ、幼おさない少年で。


　それも、軍の人体実験の被ひ害がい者しやだった。


　ミルクが少年を見つけたときにはもう、彼は全結界の刺青をその体に刻きざまれ、そして、死にかけていた。


　全結界というのは、魔方陣で構成された刺青を、子こ供どもの体に無理矢理手術で組み込むことで常に結界を発生させ、通常では知覚できないほど広い範はん囲いの出来事を見み透とおすことができる能力。


　だが、ただの人間にそんな大きな力が扱あつかえるはずがない。刺青を埋うめ込こまれた子供のうち、九割は死んでしまうのだ。


　仮に生き残ったとしても、視覚、聴ちよう覚かくを失ってしまうのだ。


　そんな最悪の実験。


　シオン・アスタールがこの国の王になって以来、禁止されたはずの実験だった。


　しかし少年は、その、全結界を埋め込まれていて。


　そしてその副作用のせいで、脳のうが焼き付き、全身を痙けい攣れんさせ、嘔おう吐とを繰くり返し、痛みに泣なき叫さけびながら、それでも、ローランドを出ようとしていて。


　そして最後は、死んでしまった。


　ミルクの腕うでの中で、死んでしまった。


　少年は、ミルクにしがみついて、震えながらこう言ったのだ。


　今度は普ふ通つうに笑ってみたいんだって。


　今度生まれ変わることができたなら、友達を作りたいんだって。


　今度は、平和な世界で、笑ってみたいと言って。


　ミルクの腕の中で、死んだ。


　平和なはずのローランドで、少年は、なんの夢ゆめを見ることもできずに死んだのだ。


　でもそんなのは、悪あく夢むのほんの始まりに過ぎなかった。


　その後も、何人も何人も、ローランドから逃げ出した『忌いみ破やぶり』たちを、ミルクは追い、捕縛した。


　この一年で追った『忌いみ破やぶり』たちの数は、十八人。


　そのほとんどが、人体実験の被害者たち。


　だが本当は、彼らを捕縛する必要なんて、なかった。


　彼らは、ミルクが追いついたときにはもう……命が終わる、寸前だったから。


　自分の体が溶とけていってしまうのを見つめながら、それでも最後に、ローランドの外の空を見られたことに彼女は笑った。


　次し第だいに意い識しきが薄うすれていく中で、それでも最後に、ローランドから自由になって、ミルクと人間らしい会話ができたことを感かん謝しやするって言って、彼は笑った。


　そして。


　ミルクに言うのだ。


『最後に、私を連れ戻さないでくれてありがとう』


『最後に、俺おれのそばにいてくれてありがとう』


『最後に、喋しやべってくれてありがとう』


『最後に、僕ぼくの名前を呼んでくれて、ありがとう。生まれて初めて、自分の本当の名前を呼ばれたよ……』


　彼らは、そう言った。


　ミルクはなにもしていないのに、ありがとうと、彼らは泣きながらそう言った。


　ミルクにできることなど、なに一つなかった。


　だからこそ、ミルクは思う。


「……この国は、狂ってる」


　と。


　あきらかに、狂っている。


　そしてそのすべての指示は、あの男が下しているというのだ。


　あの、英えい雄ゆう王と呼ばれた男。





　シオン・アスタールが。





「……これが、ローランドの闇やみ……」


　ルークや、ミラーや、ラッハ、リーレ、ムーたちが、ミルクに見せないようにしてきた、暗闇。


「だけどこれが、本当のローランド……」


　ミルクは、目の前を見る。


　数百人の実験の被害者たち。


　そんな彼らが陣じんを組んで、館やかたを囲かこんでいる。


　深夜。


　ルークが『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの官かん舎しやを抜ぬけ出したのを見てその後を尾つけたら、ここにたどり着いたのだが。


「……ルークは、ここでいったいなにをしてるの？」


　ルークに気づかれないよう、かなり距きよ離りを開けて後を尾けたから、この館に到とう着ちやくしたときにはもう、彼の姿はなかったけど。


「……ルークは、もう館の中なのかな？」


　ミルクは言って、館を見た。


　貴族の館にしては、少し小ぶりなその建たて物もの。


　しかしミルクの記き憶おくには、このあたりに貴族の別べつ宅たくがあるなんて話は聞いたことがなかった。


「じゃあ、誰だれのお屋や敷しきだろ？　それにルークは、ここでいったいなにをしてるの？　それも……」


　それも、こんな異形の兵たちを引き連れて。


　まだ、秘ひ密みつがあるのだ。


　ルークたちは、いつもそう。ミルクを守るために、本当のことをなかなか教えてくれない。


　半年前。


　少年と出会う前に、ルークが言った言葉を思い出す。


『……できればもうしばらく、ミルク隊長には闇を見ないで欲ほしかったんですが……』


　彼は、そう言った。


　闇。


　そう。


　これは闇だ。


「いったいその闇の中で、ルークたちはなにをやって……」


　しかし、ミルクの言葉はそこまでだった。


　突とつ如じよ。


　ゴァアアンという轟ごう音おんとともに、貴族の館の屋根が吹ふっ飛んだから。


　そして現あらわれたのは、


「……な、なにあれ……」


　現れたのは、巨きよ大だいな白い蛇へびだった。


　いや、文字？


　白い、文字のようなものが幾いく重えにも連つらなり、蛇の姿をとっている。


　あれはいったい、なんだ？


　魔ま法ほう？


　いや、あんな魔法は、見たことがない。


　じゃあいったい、なん……


　が、そこでミルクの思考は止まる。


　その巨大な白い蛇の口のあたりに、ミルクの見知った人間がいたから。


　背の高い、白はく髪はつの若い男。


　それにミルクは大きく目を見開き、


「……る、ルークっ!?」


　叫さけんだ。


　だがルークには、こちらの声に反はん応のうする余力はないようだった。


　彼は月明かりにきらきらときらめく糸のようなもので蛇の口を結び、蛇に喰くわれないよう必死に押おさえこんでいる。


　そして、


「……この、化ばけ物ものめっ!!」


　ルークは、ミルクが聞いたこともないような強い声こわ音ねで怒ど鳴なって、手に持っていた糸を、引き絞しぼる。


　するとたちまち蛇の頭が糸に切り裂さかれて砕くだけ、ただの文字に戻もどってしまう。


「やった！」


　それを見て、ミルクは思わずそんな声を上げかけたが、白い文字たちは再び集まり、蛇の形に戻ってしまって。


「ええええ～!?」


　今度は驚おどろきの声を上げる。


　だが、そんな間にも蛇は大きく口を開き、ルークを呑のみ込もうと……


　それにミルクは、


「わ、わぁあああ!?　だめぇ！　ちょ、噓うそ……待っ……ルーク!?　い、いま！　いま助けにいくからね！」


　叫んで、駆かけ出そうとした。


　巨大な蛇と、ルークがいるところへ。


　しかし、


「だめですミルク隊長。あの程てい度どなら、ルーク先せん輩ぱいは大だい丈じよう夫ぶですから。落ち着いてください」


　突とつ然ぜん後ろからそんな声がかけられて、腕うでをつかまれてしまう。


　その声も、聞いたことがある声。


　それにミルクは振ふり返る。


　するとそこには、彼女の、部下たちがいて。


　いつも冷静なリーレに、暴あばれん坊ぼうのラッハ、天てん真しん爛らん漫まんなムー。


　それにミルクは、


「み、みんな!?　なんでここに!?」


　言ってから、しかし、


「って違ちがぁああう！　ルークが、ルークが食べられちゃうの!?」


　と、再び走り始めようとするミルクの腕を、リーレがさらに強く押さえる。


「落ち着いてくださいミルク隊長。ほら、ルーク先輩は、もう大丈夫です」


　なんて言葉に、ミルクは顔を上げた。


　そして館の上を、見る。


　するとそこでは、蛇の口の上にナイフを突つき立てたルークが、それを足場に蛇の頭へ登り、そのまま、蛇の背中を駆け下りて館の中へ戻ろうとしているところで。
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「や、やった！　食べられてないっ!?」


　するとそれにムーが、


「すごいルーク先輩！」


　続いてラッハが、


「はっ！　ルーク先輩があの程度のバケモンに食われてたまるかっての！」


　最後にリーレがいつもの冷静な声音で、


「ね？　大丈夫でしょう？　ですから隊長、少し落ち着いてください」


　なんてことを言ってきて。


　ミルクは、こくんっとうなずく。


　落ち着いてください──彼らにそう言われるだけで、ミルクは落ち着くことができる。


　それだけミルクは、彼らのことを信しん頼らいしているのだ。


　絶対に裏切らない、仲間。


　ミルクにできた、初めての家族。


「…………」


　だが、落ち着いて、冷静に考えてみると、彼らがここにいるのはあきらかにおかしかった。なぜならミルクは、こっそり官舎を抜ぬけ出して、ルークの後を尾つけてきたのだから。もう、細心の注意を払はらい、誰にも気づかれないよう、気け配はいを消して行動していた。


　全身を緊きん張ちようさせ、周囲を警けい戒かいしていた。


　だから、誰かに腕をつかまれるほどの距離まで近づかれて、気づかないはずはない。


　なのに、いま、リーレたちが背はい後ごにいる。


　それも、そのことにミルクはまるで気づかなかった。


　ミルクが気づくことができないほど完かん璧ぺきに、彼らは気配を殺し、そして、ミルクのそばにいたのだ。


　それはつまり。


「…………」


　彼らの能力が圧あつ倒とう的てきに自分よりも高いということを示している。


　いままでずっと、ミルク隊長はすごいですね、強いですね、偉えらい子ですね、隊長には敵かないませんよと彼らは言っていたのに。


　彼らは本当は、ミルクより全然強いのだ。


「………………」


　まあ、薄うす々うす感づいてはいたけれど……


　と、ミルクは眉まゆをへの字にまげて、小さく苦く笑しようする。


　でも、それでもみんながここにいるのは、おかしい。


　どんなに実力差があったって、今日、突然、ミルクが官舎を抜け出し、ルークの後を尾けることを予知することはできないはずだ。


　なのに彼らは全員、ここにいる。


　まるでミルクがここにくることが、わかっていたかのように。


　それにミルクは、部下たちの顔をじとーっと見つめ、


「……もしかしてみんな、ず～っと私を、見み張はってたの？」


　瞬しゆん間かん、ムーが慌あわてて、


「え？　あ、いや、見張ってたなんて、あの、その……ねぇラッハ？」


　するとラッハも慌てて、


「え、えー!?　俺にふるのかよ？　えーと、あー、いや、見張ってたっていうより、そのぉ……なぁリーレ？」


　それにリーレはあきれたように小さく微ほほ笑えんでから、うなずいた。


「……そうです。見張ってました。というのもルーク先輩が……『たぶん、私たちがやっていることに、ミルク隊長がそろそろ疑ぎ問もんを持つころだから、隊長から目を離はなさないでください』と言ってたので……」


　その、言葉に。


　ミルクは頭を抱かかえたくなる。


『たぶん、私たちがやっていることに、ミルク隊長がそろそろ疑問を持つころだから』


　だなんて、まるで心の中まで見み透すかされてしまっているようだったから。


　でも、ルークはいつもそうなのだ。


　いつもにこにこ笑っていて、ちょっと抜けていて、それでも部下たちには信頼されていて、ミルクには、まるで孫まごを相手にしているおじいちゃんかなにかのように甘あまくて。


　なのに最後には、なにもかもすべて見通してしまっているかのように、ミルクや、ラッハ、リーレ、ムー、部隊のことを導みちびいてくれる。


　闇やみを見せないように。


　ミルクに、世界の汚きたない部分を見せないようにしながら、彼女を守ってくれる。


　だから。


　だから嫌いやなのだ。


　汚いものは見えないように。幸せなことばかりが彼女の周りに集まるようにとみんなが頑がん張ばってくれて。


　そしてルークは言うのだ。


　隊長はずっと辛つらい目にあっていたんだから、これくらいはいいじゃないですかって。


　みんなが言うのだ。


　もっともっとあなたを幸せにしたいんです。もっともっと、笑ってほしいんです。


　でも、もう、十分。


　ずっと一人だったのに、みんながそばにきてくれて、一いつ緒しよに笑ってくれて。それだけで十分幸せなのだ。


　だから今度は、汚い部分も見せて欲しい。


　その汚い部分も含ふくめて、すべてを、私にも守らせてほしいのだ。


　守られてるばかりじゃなくて、みんなを、私も守りたいのだ。


　だから、


「…………」


　ミルクは目の前の、部下たちをじっと見つめた。


　そして、


「館やかたへ入……」


　が、それにすぐさまリーレが再びミルクの腕をぎゅっとつかんで、


「いえ、それはできません」


　そう言った。


　しかしそれは、予想どおりの言葉だった。少し考えれば、わかること。リーレたちなら、ミルクがここへたどりつく前に、止めることができたはずなのだ。なのに、ミルクはここにたどりついてしまった。


　つまりそれも、


「それも、ルークの命令？　ここまでは私に見せていいって、ルークが言ったの？」


　ミルクが聞くと、リーレはますます困ったような表情になって、言った。


「……はい。隊長が知りたがっているのなら……と。もう、この国の歯車は回り始めてしまったから……」


　歯車。


　そう、リーレは言った。


　歯車は回り始めてしまったから。


　でも、それはなんの歯車？


　と、ミルクは館を見る。


　破は壊かいされてしまった、屋根のない館。


　そこから飛び出してきた見たこともないような巨きよ大だいな蛇へび。


　それを囲むように控ひかえている、異い形ぎようの軍隊。


　それは、異常な光景だった。


　あきらかに異お常かしな光景。





　歯車。


　そうだ。確かに歯車は回り始めている。


　ぐるぐる、ぐるぐる、歯車は回り。


　そのたびに世界が軋きしむ。


　世界が歪ゆがむ。


　彼が作ったこの世界が。


　みんなが待ち望んでいた、あの王様が作ったこの世界が。


　絶対に間ま違ちがえない、英えい雄ゆう王が作ったこの世界が。


　シオン・アスタールが作ったこの国が、徐じよ々じよにその本当の姿を現わし始める。


　そこにあるのは、希望の光じゃない。


　絶望だ。


　絶望。


　絶望。


　絶望。


「…………」


　ミルクは、顔をしかめる。


　彼女がこのローランドに戻もどってきてからの一年。彼女の目に映うつる景け色しきには、絶望しかなかった。


　平和な世界なんて、ここにはなかった。


　完全無欠の王様が作った、誰もが笑って暮くらせる世界なんて、ここにはなかった。


　英雄王なんて、本当はいないのだ。


　完全無欠の王様なんて、存そん在ざいしないのだ。


　いるのは前の王と同じ──悪あく魔まのような男で。


　でも、じゃあ。


「…………」


　ミルクは、館を見つめて、


「……じゃあ、私たちはいったい、誰のために戦っているの？」


　震ふるえる声こわ音ねで、そう言った。


　そして思い出す。


　初めて、あの悪魔に出会った時のことを。


　シオン・アスタールに、初めて出会った時のことを。


　シオンは、笑っていた。


　あの、完全無欠とまで呼ばれた王は、完かん璧ぺきな微び笑しようを浮うかべ、ミルクを突とつ然ぜん中ちゆう尉いの階級に取り立てると、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊の隊長の職を与あたえてきた。


　でもそれは、なんのために？


　なんの理由もなく、ミルクを選び、気まぐれに出世させたとか？


　馬ば鹿かな。そんなはずない。シオン・アスタールという男は、そういう人間じゃないはずだ。


　暴君だった前王を廃はいし、瞬またたく間にこの国をその手中に収おさめたあの有名な英雄王様が、そんな気まぐれな行動をするはずがない。


　すべてに、意味がある。


　彼の行動には、すべてに意味があるのだ。


　シオンは、ミルクに会うなりこんなふうに言っていた。


『ああ。僕のところにいる部下は皆みな優ゆう秀しゆうなんでね。君の出生からなにから、全すべての情報を手に入れてくれている。ローランド三○七号特とく殊しゆ施し設せつのことまでね……』


　ミルクのすべては、もう、調べ尽つくされていた。


　なら……なら私は、いったいなんのためにシオン・アスタールに目をつけられたのか？


　真相はもう、見え始めている。


　キーワードは、これだ。


　ローランド三○七号特殊施設。


　それはミルクがかつて入れられていた、孤こ児じ院いんの名前。


　そしてそこには、あの天才がいたのだ。


　完璧な戦せん闘とうマシーン。


　黒くろ髪かみの、悪魔。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化ばけ物もの──ライナ・リュートが。


　そしていま、ライナはシオン・アスタールの側そばにいる。


　ライナは、シオンの部下として働いている。


　なのにミルクは、ローランドを無断で出しゆつ奔ぽんした『忌いみ破やぶり』として、ライナを追うように命令を受けた。


　それも、ルークやリーレ、ラッハ、ムーという優秀な部下まで与えられて、ライナを追うことになった。


　だが、これはあきらかにおかしい。


　シオンの部下であるはずのライナを、シオンの部下であるミルクが追う。


　それは、あまりにおかしい光景だった。


　まるで、茶番だ。


　仲間同士で無む駄だに鬼おにごっこをするような、お遊びだ。


　ミルクがライナを真しん剣けんに捕つかまえようとしないどころか、逃にがそうとまでしても、ルークたちはなにも言わず、上司のミラー少しよう佐さも、シオン・アスタールもなにも言ってこない。


　あきらかにそれは、おかしかった。


　その異常さに、なぜ、いままで気づかなかったのだろう？


　少しでも頭を使えばわかることだったのに。


　最初から、情報はすべてそろっていたのに。


「……私は……」


　ミルクは、小さく呟つぶやいた。


　私は、ライナをローランドに引き止めるための、人質なのだ。


　シオン・アスタールが、天才ライナ・リュートを利用するための、人質。


　そして、ルークたちはそのお目付役。


　とそこで、ミルクはまた、思い出す。


　シオンの顔。


　この国の王の顔。高貴な銀色の髪かみに、強い意志が感じられる、鋭するどい金の瞳ひとみ。


　そして口くち許もとには、例のあの、完璧な微び笑しようが貼はり付いている。


　みんなが待ち望んでいた王。


　絶対に間違えない英雄王。


　だが、彼のその微笑は、あまりに完璧過ぎた。


　あまりに完璧過ぎて、触ふれたら、すぐに壊こわれてしまいそうで。


　それは、かつてのライナと同じだ。


　あの孤児院にいたときの、ライナの顔に浮うかんでいたのと同じ表情。


　あまりに完璧過ぎて、誰とも心を触れ合わせることができない。


　あまりに完璧に過ぎて、すべてを一人で抱かかえ込こんでしまう。


　そして、歪んでいくのだ。


　孤独の闇に、沈んでいくのだ。


「…………」


　ミルクは、館を囲む異形の兵たちを見る。


　あれはいったい、なんなの？


　ミルクは、自分を育ててくれたカラード家が壊かい滅めつさせられていた光景を思い出す。


　あれはいったい、なんなの？


　ミルクは、自分の腕うでの中、泣きながら死んでいった子供たちの姿を思い出す。


　あれはいったい、なんなのよ？


　シオン・アスタールはもう……


「…………」


　彼は、もう、狂い始めてるんじゃないの？


　ミルクは震ふるえる。


　震えて、呟く。


「……いったい、私たちは誰に仕つかえているの？」


　すべてを見通す英雄王。


　それとも心が壊れ、狂った王。


　シオン・アスタールは、いったいどちらなのだろう？


　ミルクは、リーレのほうを見つめた。


　そして、


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　ただ、見つめただけ。


　だが、リーレはそれに、ミルクがなにを言いたいのかわかってしまったのか、少しだけ悲しげな、それでいて、困ったような顔をした。そして、


「……きっと、ミルク隊長の、考えていることは正しいです」


　そう言った。


　それにミルクは、


「……それは、陛へい下かが狂っているという考え？　それとも……この、この国で起こっているすべてが……陛下の筋すじ書がき通りだという考え？」


　その問いかけに、リーレは、


「……後者です」


　そう答えた。


　後者。


　つまり、すべてはシオンの筋書きで、この歯車は回っているということだ。


　人体実験。


　子供たちの死。


　カラード家の壊滅。


　ルークが率ひきいている異い形ぎようの兵。


　ミルクを人質に取ること。


　ライナを利用すること。


　そしてまた、歯車はぐるりと回る。


　ぐるぐる、ぐるぐる、歯車は回る。


　一つ歯車が回るたびに、この国の闇やみは、その色を増す。





　そして開くのだ。


　あまりにその、絶望が深くて。


　闇が、口を……





「……それで、私たちは、どの位置に立っているの？」


　ミルクは、リーレから顔をそらし、再び館やかたのほうへ目を向けてから聞いた。


　私たちは、どの位置に立っているのか？


　闇の中心か。


　それとも、その闇と戦うほうか？


　その、ミルクの質問にリーレは、


「……私たちは常に、陛下の立つ側に……」


　そう答えた。


　それに、


「…………」


　ミルクは一いつ瞬しゆんだけ、息いきを止める。


　リーレが言った言葉の意味。


　それは、自分たちはこの人体実験を行っているシオン・アスタールの、仲間だということだった。


　つまり、あそこにる異形の兵たちも、ミルクの胸むねの中で死んでいった子供たちも、すべて、ミルクの仲間たちがやったことなのだ。


　泣き叫さけんで死んでいった子供たちを殺したのは、自分たち。


「……これが……これがルークたちが、私に最後まで隠かくしていた、ローランドの、闇？」


　ミルクが聞くと、リーレはまた、少し悲しそうな声で、


「……幻げん滅めつ、しましたか？」


　が、ミルクはそれに。


「…………」


　それに、首を振ふって、


「幻滅なんて、しないよ」


　そう言った。


「……幻滅なんて、しない。だって、だってね、ルークや、リーレ、みんなのことは、私が一番よく知ってるんだよ？　幻滅なんて、するわけない」


　そこで、ミルクは振り向く。


　リーレや、ラッハ、ムーの姿を見つめる。


　みんながみんな、ひどく不安そうな顔をしていて。


　それに、そんな不安そうな顔しなくていいのにって、ミルクは思う。


　だって、こんなことで私のみんなへの信しん頼らいが、なくなるはずないのに。


　ずっと孤こ独どくで、ライナにもう一度会うことだけが生きがいだったはずの私を、みんなは家族だって呼んでくれて……それで、ほんとの家族より優やさしくしてくれて……ずっと、守ってくれて……


　じゃあ、私だってみんなを守りたいって思わせてくれて。


　生きる意味を、みんなからもらって。


　いまさらだよ。


　いまさらこんなことで、幻滅したりしない。


　だから、


「……大だい丈じよう夫ぶ。こんなことで、幻滅したりしないよ。だから、そんな不安そうな顔しないで。私は……私はみんなを、信頼してるから」


　ミルクは、そう言った。


　それにリーレはなぜか、泣くのをこらえるかのように、顔を歪ゆがめる。あのいつも冷静なリーレが、こんなことで涙なみだを流しそうになって。


　その後ろでは、ラッハとムーが、もう泣いてしまっていて。


　馬ば鹿かだなぁみんなはって、ミルクは言いたくなる。


　こんなことで泣く必要ない。


　こんなことで、私がみんなに持っている信頼は壊こわれたりしない。


　でも。


「…………」


　でも、だからこそ闇は深いのだ。


　この国の闇は、深いのだ。


　だって、そうじゃなければルークや、リーレ、みんなが、無意味にこんなひどいことをしたり、するはずがないから。


　私の信頼するルークたちは、狂った王に仕えたりするはずがないのだ。


　なら、あの子供たちの死は。


　目の前の異形の兵たちは。


　利用されるライナは。


　壊滅したカラード家は。


　それは、すべて必要なことだということ。


　シオンやルークたちには、汚よごしたくない手をあえて汚して、それでも進まなきゃいけない理由があるということ。


　でも、そこまでしなければならないほどのことって、いったいなんなの？


「……このローランドではいったい、なにが起こって……」


　が、ミルクはそこで、言葉を止めた。


　突とつ如じよ、周囲から月明かりがなくなったから。


　いや、違ちがう。ミルクたちを取り囲む光が、空にある光が、大地にある光が、すべて、館のほうへと吸すい込こまれてしまって。


　世界が、光を失ったのだ。


「な、なに……!?」


　と、ミルクが言ったのと、


「く……まずい雰ふん囲い気きだ。ラッハ、ムー、隊長を守れ！」


　と、リーレが言ったのが、同時だった。


　それにラッハとムーが、まったく光のない闇の中、ミルクを抱かかえ上げて、


「逃にげますよ隊長！」


「怪け我がしないでくださいね！」


「って、ええ？　ちょ、ちょっと待って……いったいなにが起きて……」


　しかしその言葉も、途と中ちゆうで止まってしまう。


　次は、光だった。


　目が眩くらむような、圧あつ倒とう的てきな光が館から発せられると──
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　耳を劈つんざかんばかりの音とともに、闇が、切り裂さかれた。


　強きよう烈れつな光が、一直線に館から放たれ、大地を──えぐった。


　それに、


「……な、なんなの？」


　ミルクは、それしか言えない。


　世界に再ふたたび光が戻もどると、目の前では信じられない光景が広がっていた。


　まず、貴族の館が跡あと形かたもなく消えていた。


　光が放たれた方角にいた異形の兵たちも、完全に消滅してしまっていた。


　そしてその先。その館の先にある田園が、森が、丘おかが、すべての風景が──


　消滅してしまっていた。


　なにもない、荒こう野や。


　光に呑のみ込まれて、すべてが消えてしまった。


「……な、なに、いまの……」


　大だい規き模ぼ破は壊かい魔ま法ほう？


　いや、これはそんなレベルじゃない。


　ミルクが知っている、術師六十人がかりで発動するローランド最大級の軍事用魔法でも、これの十分の一も破壊力はないはずだ。


　なら、ならいったいなに？


「ルークはなにと戦っ……」


　とそこで。


「……あらぁ？　こんなところで会うとは……偶ぐう然ぜんだなぁ」


　突然、ミルクのすぐ背後……それも耳元で、声がした。


　それに、


「えっ……？」


　と、ミルクが振り返るが、しかし、そこには誰もいない。


　ただ、地面にラッハとムーが倒たおれていて。


「ら、ラッ……」


　が、そう呼びかけたところで、またすぐ後ろで、


「殺してないよ。安心して。いやぁそれより、こんなところで会えるなんて、運がいいなぁ、ミルク・カラード君。後で会いにいこうと思ってたんだけど……ちょうどいい、いまここで、用事を済まさせてもらおう」


　言って、背後からにゅっと、手が伸のびてくる。それは、まるでミルクを抱だきかかえようとしているかのようで。


　その手が、光る。


　青白く、ぼわっとしたような奇き妙みような光をまとって。


　その手が、ミルクの胸に……


　が、そこで、


「……こっちです、隊長」


　リーレが、ミルクの襟えり首くびをつかんで、引っ張ってくれる。


　それでなんとかその場を抜ぬけることができて。


　ミルクは、とっさに振り向く。


　青白い手の、主がいる方。


　するとそこには、いつの間にやら四十代ぐらいの一人の男が立っていた。


　金色の髪かみに、濃こい青の瞳ひとみ。


　綺き麗れいに着こなした、古クラ典シツ的クな黒いスーツ。


　しかし。


「…………」


　しかしそんなのはどうでもいい。


　それよりもミルクが目を奪うばわれたのは、彼の、顔だ。


　どこか気け怠だるげな、穏おだやかな表情。


　その顔に、見み覚おぼえがあったから。


　いや、見たことはない。こんな奴やつは知らない。でも、この顔は……


「…………」


　こいつは、どういうわけかライナにひどく似ていた。それはまるで、家族と言ってもいいほどに。


「あ、あなたは……」


　ミルクがそう言いかけたところで、しかし、リーレがミルクを守るように彼女の前に立ち塞ふさがり、


「……彼女に、触さわるんじゃない……」


　男を、にらみつける。


　途と端たん、リーレの全身から、凄すさまじい殺気が放たれる。ミルクがいままで、一度も見たことがない姿。


　圧倒的だった。守られているミルクの体が、硬こう直ちよくして、動けなくなってしまうほどの強大な殺気。


　しかし、目の前の男はそれに、へらへらと笑って、


「おーおー、すごい殺気だねぇ。でも、どいたほうがいい。その程度で僕と対たい峙じしようだなんて、それは自殺行こう為いだよ？」


　が、それにリーレは、


「……仲間を守るために命を失うことを、私たちは自殺とは呼ばない」


「って、リーレ!?」


　ミルクが声を上げるが、リーレは答えない。ただ、真まっ直すぐスーツの男をにらみつけていて。


　男はそれにやはりへらへらと緩ゆるんだ表情のまま、言った。


「でも君の力では、仲間は守れない。守れないまま死ぬのは、無む駄だ死にって言うんだ。いいから彼女をこちらに……」


　しかしその、途中で、リーレは飛び出した。


　懐ふところに手を入れ、ナイフを抜く。男との距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめ、その心しん臓ぞうへと、ナイフをたたきこむ。


　その動きは、素す晴ばらしかった。


　ミルクでは、反応すらできないかもしれない。それほどリーレの動きは、鋭するどかった。


　絶対によけられないタイミングで繰くり出されたナイフは、あっさり男の胸に、トンっという音をたてて突つき刺ささり、戦せん闘とうは、終わった。


「…………」


　はずだった。


　しかし。


「……ね？　君じゃ僕とは戦えない」


　男は、まるで何事もなかったかのように笑う。


　心臓に、ナイフが突き刺さっているのに。


　さらにリーレが、そのナイフをえぐるようにぐるっと回しても、血すら滲にじまない。


　それどころから、そのナイフは、胸にずぶり、ずぶりと取り込まれていく。


　それも、リーレの腕うでと一いつ緒しよに。
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　それに、


「この、化物めっ……」


　リーレは、顔をしかめて言った。


　だが男はそれにまた笑って、


「そうさ。僕は化物だ。そして、ここはそういう化物が集まる場所……君のような好青年がいていいところじゃないよ。だから、立ち去りなさい。無駄に死ぬ必要はない。なぁに、君が心配するほどのことは起こらないさ。彼女に必要な呪のろいをかけたら、僕はすぐに消え……」


　が、そこで、男の言葉は止まる。


　男のさらに後ろから、ミルクのよく知っている声が響ひびいたから。


「なら、いますぐ消えてくださいよ」


　穏やかな、優やさしい声。


　その声のほうへと、ミルクは目を向ける。するとそこには、白はく髪はつの、長身の男が立っていて。


「ルークっ!?」


　ミルクは叫さけぶ。


　だが、ルークはこちらを見ないまま、


「話は、またあとです隊長。こいつを始し末まつしてしまいますから」


　そしてひょいっと手を振ふる。するとなにか、すごく細い光のようなものが動いたかと思うと、男の首にそれがからみつき、


「ぐぁ……」


　男が、苦しそうに顔をしかめる。


　そのまま男はぐるりと顔を背後へと向け、


「……まぁた君か。『白びやく理りの蛇へび』を放ったはずなのに……」


　が、ルークはそれに表情一つ変えずに、


「びゃくりのへび？　というのは、さっきの大きな蛇のことですか？　あれならさっき、壊こわしましたよ。そして次は、あなたの番です」


　という言葉に、男が肩かたをすくめる。


「ああ、まあ、あのラッヘル・ミラーに、さらには聖せい騎き士しミランの末まつ裔えいがいたんじゃ、『白理の蛇』程度じゃ荷が重……」


　しかし言葉の途中で、ルークは腕をぐいっと引っ張った。


　刹せつ那な。


　サクっという、嫌いやな音が鳴なって……男の、首が地面に落ちる。


　ルークが。


　ルークがあっさり、人を殺した。


　それにミルクは、


「……る、ルーク」


　彼に呼びかけるが、彼はこちらを手で制して、


「まだです。まだ、動かないで……」


　それから、彼は地面に転がった男の頭を見下ろし、


「どうせ、死んでないんでしょう？」


　すると。


　信じられないことが起こった。


　地面に落ちた頭が独ひとりでにごろんっと動き、


「あれ、ばれた？」


　地面の上で、ぺろっと舌したを出してしゃべり出してしまって。


　それに、


「えええええ!?　あの、え、って……」


　ミルクが、あまりのことになにも言えずにいると、ルークがため息をつく。


「もう、三度も首を落としてそのたび復活されてますからね……いい加か減げん慣なれますよ……しかし、いったいどうすればいいんでしょう？　首を落としても死なない人間……そんなものが、存在するんでしょうか？」


　その、言葉に、生首が、


「僕はもう、人間じゃないからね」


　が、ルークはそれには答えずに、腕組みをする。


「……首を落としても死なないのなら、火で焼くとか、もしくはどこぞのお伽とぎ噺ばなしに出てくる吸きゆう血けつ鬼きかなにかのように、心臓に杭くいを打ち込むとか？」


　すると生首が楽しげに、


「お、鋭いねぇ。僕が吸血鬼だということに、気づいたかい？」


　なんて言葉もやはり、ルークは無視する。


「……いや、その考え方は、あまりに突とつ飛ぴすぎるか。首を落として死なない人間なんて、いるはずがない。ましてや吸血鬼だなんて、非現実的過ぎる。ということは……」


　と、そこまでで、彼は地面の生首を見下ろし、言った。


「あなたのその姿は、幻げん術じゆつか。私たちは魔ま法ほうで創つくり出された偽にせ物もののあなたの首を落とし、切り刻きざんで……あなたに遊ばれていたと……あなたの不死身っぷりの理由は、そういったところでしょうか？」


　その、言葉に。


　生首は、


「……あらら、もうバレちゃったよ。なんでそんな簡かん単たんにわかったの？」


　という問いかけに、ルークはなんということはない、という表情で、


「そりゃ、バレますよ。あの大きな蛇を倒たおしたのに、ミラー先せん輩ぱいも、フロワード中ちゆう将じようもいまだここにこないのだって、おかしいですしね。それだけの事実を見ても、他ほかにもあなたの幻術体がいて、二人を足止めしてるんだろうという予測も立ちますし……ちょっと今回のあなたの作戦は、穴あなが多すぎます」


　その言葉に、生首は嫌そうな顔で、


「うわぁ、そういうこと言う？　だからラッヘル・ミラーのところの奴やつは、嫌きらいなんだよねぇ。妙みように優ゆう秀しゆうで、すぐに僕の魔法を見破るから」


　が、ルークは肩をすくめ、


「いえ、まだ見破れてません。あなたの本体がどこにいるのかが、まだ、わかってないんですから。いったい、どこから幻術を使ってきているのか……」


「知りたい？」


「教えてくれるのですか？」


「うん。まあ、そろそろ姿を見せてもいいころだと思ってたしね」


「そうですか。では、どうぞ」


　ルークが言うと、生首が突然、砕くだけた。


　いくつもの黒い文字のようなものに分解し、そのまま地面に溶とけるように、消えていく。


　そして。


　そしてそいつは、現れた。


「僕の本体は……ここだよ」


　という声が、ミルクのすぐ、背後から上がって。


「え……」


　と、ミルクが振り向く暇ひまも、なかった。


　男は両りよう腕うででミルクを抱かかえ込むようにして。


　リーレが、


「み、ミルク隊長!?」


　叫んで。


　そして最後にルークが、言った。


　こちらに、いや、ミルクの後ろにいる男に、ミルクが見たことのないような冷たい目を向けて、


「…………それも予想通りの動きです」


　そう言った。


　そして両腕を振るう。


　すると、いつの間に配置されていたのか、ミルクの周囲に大量に敷しき詰つめられていた細い光の糸が一気に収しゆう束そくし、男を包む。


　ルークが、言う。


「終わりだ、リュートルー公こう爵しやく」


　男は糸に絡からまり、動けなくなって。


「……うわ、うそだろ……もしかして、あれか？　僕の本体の場所がわからないって言ったあれ、フェイク？」


　それにルークは、


「…………」


　しかし、答えないまま糸を引いた。


　糸が引き締しまり、男を、あっさり切り裂さく。


　それで、終わり。


　今度こそ幻術体ではない男は細こま切ぎれになってしまって。


「…………」


　普ふ通つうなら。


　普通ならそれで、終わりのはずなのに。


　細切れになったはずの男が、バラバラにならないまま、手を掲かかげる。


「なっ!?」


　それに初めて、ルークは驚きよう愕がくの声を上げる。


　だが、男は止まらない。細切れになったはずなのに、男はにこやかに笑って、


「……君は、素す晴ばらしいなぁ……本当に……本当に僕がただの人間だったなら……人間をやめてなければ、完全に君の勝ちだったよ……」


　言いながら、男はミルクを抱きかかえるようにする。


　それにルークが、走り出す。


「や、やめろ」


　だが、男はやめない。手が、青白く輝かがやき始める。それはひどく怪あやしい色で。見ただけでそれが、危き険けんなものだとわかった。


　なのにミルクは、動けない。まるで金かな縛しばりかなにかにかかってしまったかのように。


「やめてくれ」


　ルークが、走る。


　だが、男はやめない。


　にこやかに、楽しげに。


　そして、彼ヽによく似た、気け怠だるげな声こわ音ねで、


「ヱリルフォレ、ヱリルフォレ……呪のろわれろ、円命の女め神がみよ」


　そう呟つぶやいた。


　瞬しゆん間かん。


　ミルクの視界が、男の手で覆おおわれる。


「…………あ」


　なにかが。


　なにかが頭に、ずるりと音を立てて入ってくるような、そんな感覚があった。


　なにかはわからないけど、それは、ひどく嫌なものだ。


　頭の奥おく。


　脳のうの奥底に、それは、絡まりつく。


　膝ひざが、がくっと折おれるのを感じた。力が入らない。


　と同時。


　ルークが男に殴なぐりかかる。


　ルークの拳こぶしが、男の顔面に当たり、しかし、当たった途と端たん、男の体が霧む散さんする。


　消えたのだ。


　まるで最初から、そこには誰もいなかったかのように。


　そしてミルクは、急に支ささえを失って、そのまま地面に倒れようと……


　それに、


「隊長!?」


　ルークがミルクを支え、抱だきしめる。彼は心配そうに彼女の顔をのぞきこみ、


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　聞いてきてくれて。


　それに、ミルクは答えようとする。大丈夫。私は大丈夫だから、そんな心配そうな顔しないでって、そう答えようとするのに……


「…………」


　声が、でない。


　それに、ルークは、


「……貴様……彼女に……彼女にいったい、なにをしたぁ!!」


　顔を上げ、誰もいない夜の空に向かって、叫さけぶ。


　すると、誰もいないはずの闇やみの中から、やはり彼ヽそっくりの声が響ひびく。


「……おいおい、こんな夜中に、そんな怒ど鳴なるなよ。彼女に害のあることはしてない。すぐに起きあがれるさ。だが……おまえらの思うとおりにはさせないっていうだけのことだ。狂った勇あく者まの回す歯車を一つ……外させてもらうだけだ」


　男は、そう言った。


　それにルークが、


「狂ってるのは……おまえだろうが！」


　怒鳴りつけるように、叫ぶ。


　だが、それに、


「…………」


　答えはもう、返ってこなかった。


　それを確かく認にんしてから、ルークは再びこちらを向いて、


「……隊長、大丈夫ですか？」


　そう聞いてくるが、ミルクはやはり、答えられない。


　ただ、なぜかひどく眠ねむかった。


　意い識しきが、まるでどんどん沼ぬまに沈しずんでいくかのように、薄うすれていく。


　そんな朦もう朧ろうとした意識の中、ミルクは男が言った言葉を、繰くり返していた。


　狂った悪あく魔ま。


　狂った悪魔。


　狂った悪魔の回す歯車。


　だけどその、狂った悪魔というのは、誰のことだろう？


　人体実験。


　子供たちの死。


　カラード家の壊かい滅めつ。


　ルークが率いている異い形ぎようの兵。


　ミルクを人質に取ること。


　ライナを利用すること。


　いろいろなものが複雑に絡み合って、ぐるぐる、ぐるぐる歯車は回る。


　目め眩まいがするほどぐるぐる回る。


　ああ、意識が薄れていく。


　意識が薄れていく。


　その、薄れゆく意識の中で、ミルクは思った。


　次にもし、目を覚ますことができるなら、会いにいこうと。


　今度は相手を間ま違ちがえないように、ちゃんと会いにいこうと。


　その、狂った悪魔のもとへ。


　すべての闇の、中心へ。





　シオン・アスタールの、もとへ。











　　　　◆





　そして。





　　　　◆





　そして平へい穏おんは、終わった。





　　　　◆





　平穏は、終わってしまったのだ。


　世界が狂ってしまう。


　世界が歪ゆがんでしまう。


　それはもう、止まらない。


　最初からわかっていたこと。


　最初からこうなることは、わかっていたはずだった。


　でも、でもそれでも、彼ヽはそれを止めたいと叫んだ。


　だが、止まらない。


　まるで止まらない。


　嫌いやだ。


　そんなの嫌だと、彼ヽは叫んだ。


　だが止まらない。


　まるで止まらない。


　世界は狂い、歪んでいく。


　それはどうにもならない。


　もう、どうにもならないところまで、すべては進んでしまっているのだ。


　でも、それなら……


　と、彼ヽは言った。


　泣きそうな顔で、彼ヽは言った。


　それならあと少しだけ。


　あと少しだけでいいから。


　この、幸せな夢を見続けさせてくれないだろうか？


　そう、彼ヽは願った。


　その闇は願った。


　その光は願った。


　その………………は、願った。


　それは意味のない願い。


　なんの意味もない願い。


　悲しいだけの、意味のない願い。


　だがその願いは叶かなえられる。


　もう、すでに、平穏は終わってしまっていたのに。


　初めからすべては、終わってしまっていたのに。


　その偽いつわりの平穏は、まだ消えない。


　そんなのおかしいって誰もが気づき始めているのに、なぜかその偽りの平穏は消えない。


　あと少しだけ。


　あと、もう少しだけ平和な時間を。


　たとえそれが偽りでも。


　救いようのない幻まぼろしでも。


　あと少しだけ、この幸せな夢を見続けさせてくれ……





　彼ヽは、そう言った。











　だがそれも、もう……



















 


　第九章　最後の日










　その日のローランドも、晴れていた。


　ここのところ晴れ続きで、空には雲一つない。


　毎年そうなのだ。


　この季節は、あまり雨が降ふらない。


　もうあと一月ほどすれば雨の多い季節になるのだが、いまはほとんど雨が降らない。


　気温も高くなく、といって低くもなく、過ごしやすい陽気。


　眠ねむくなる陽気だ、と、ライナは思った。


「…………」


　そこはいつもの執しつ務む室しつ。


　シオンに無む理り矢や理り押おしつけられた書類を机つくえに放ほうり出し、彼はふわーっとあくびをする。首を回す。疲つかれた目を何度かしばたかせる。


　そして椅い子すの背せもたれに背中をあずけると、


「ふぅ」


　小さく、ため息いきをついた。


　そのまま、眠ねむ気けに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみで、ぼけーっと執務室の中を眺ながめる。


　あるのは書しよ棚だなと、机だけという、質素な部屋。


　その部屋に、ライナ以外に二人の人間がいる。


　例によって例のごとく、机の上の大量の書類に殺されそうになっているシオン。


　部屋の隅すみでは、なにやらだんごパーティがどうのこうのと言って敷しき布やらお茶セットやらだんごセットやらが用意されている横で、なぜか体育座ずわりで熟じゆく睡すい中のフェリスの姿。


　それは見なれた光景。


　もう、本当にいつも通りの光景。


　毎日毎日、これと同じ光景を見ているような気がする。


　季節は巡めぐるのに、ここにある景け色しきはまるで変わらなくて。


　ライナは部屋の窓まどの外に目をやってから、


「なぁシオン」


　言った。


　するとシオンは、書類に目を落とし、仕事を続けながら、


「ん～？」


　と、気のない声こわ音ねで、答えてくる。


　それにライナは、続ける。


「あのさ、いまいきなり気づいたんだけど」


「ふむ？」


「俺おれがこの国に帰ってきたのってさ」


「うん」


「……いまと、同じ季節だ」


　その、言葉に、シオンは少し驚おどろいたような表情で顔を上げた。


　それからライナと同じ、窓の外へと目を向けてから、


「……あれ。もう、そんなにたった？」


「たったみたい」


「一年？」


「うん」


　ライナは、うなずいた。


　一年。


「…………」


　そう、一年だ。


　もうこのローランドに戻もどってきてから、すでに一年以上の月日がたっていた。


　そこでふと、ライナはこの一年のことをちょっとだけ振ふり返ってみる。


　すると思い出されるのは、例によって例のごとく、シオンに無理矢理仕事を押しつけられて十日徹てつ夜やさせられて死にかけたり。


　やはり例によって例のごとく、フェリスの遊びに付き合わされて頭を剣けんで斬きり落とされそうになったり。


　シオンの罠わなにはまって屈くつ辱じよくの女じよ装そう姿で貴き族ぞくと戦わされたり。


　フェリスの罠にはまって高級レストランで辱はずかしめられたり。


　シオンの罠にはまって禁きん呪じゆの封ふう印いんのためにかけずり回って死にかけたり。


　フェリスのお見合い騒そう動どうに巻まき込こまれてなぜかまた首落とされかけたり。


　シオンに届とどいたラブレターの対たい処しよを押しつけられて死にかけたり。


　フェリスとなぜか温おん泉せんに入って殺されかけたり。


「………………」


　っていうか。


　なんというかその、思い出せば思い出すほど、死にかけた記き憶おくしかないんですけど？


　とそこで、ライナは半はん眼がんでじとーっとシオンとフェリスのほうをにらみつけ、


「……ったく、おまえら悪あく魔またちの陰いん湿しつないじめに、ぎゃあ死ぬ勘かん弁べんしてーって泣ないてたら、あっという間に一年たってたよ……」


　なんて言葉に、シオンは笑う。


「ふふ。充じゆう実じつしてたろう？」


「ぶっ飛ばすぞおまえ」


「とかなんとか言って、ほんとは徹夜で仕事するの好き……」


「なわけねぇええええええええええええええええええええええええええええ！」


　ライナは叫さけぶが、シオンは楽しげに、


「まあまあ、そんなに照れるなって。素す直なおにシオン・アスタール様の下で働くようになってから、毎日が輝かがやいて見えるんです。ありがとう。ありがとうシオン様[image: ]　って、言っちゃっていいよ？」


「……はぁ？　おまえまじでぶっ殺すよ？」


　という言葉に、やはりシオンは楽しげに肩かたをすくめ、それから部屋の隅で寝ているフェリスに向かって、


「おいフェリス、起きろ。なんかライナがおまえをぶっ殺すとか言い出し……」


「ってちょっと待ったぁああああああああああああああああ！」


　と、ライナは叫んで立ち上がり、シオンのほうへとジャンプした。


　そしてシオンの口を無理矢理塞ふさぐ。


　それからフェリスのほうを、見る。


　頼たのむから、頼むから目を覚さまさないでくれと心の中で念ねんじながら、見る。


　しかしあの、世界迷めい惑わく選手権で二位をぶっちぎりで引き離はなしていつの間にやら宇う宙ちゆうに到とう達たつしてしまうような暴ぼう力りよく暴走悪魔が、薄うすく、目を開いてしまう！


　瞬しゆん間かん。


　終わった……と、ライナは思った。


　もうだめだ。


　もう終わりだ。


　また、いつもの展てん開かいになるのだ。


　彼女は目を覚まし、『ああ、今日はなんて空が晴れてるんだろう？　さあライナ。この爽さわやかに晴れた空に、あなたの首を舞まい上げてあげるわ[image: ]』とかなんとかわけわかんないことを言い出して、剣を振り回すのだ。


　っていうかこの一年、毎日のようにそんなことばっかりなのだ。


　だからもう、ライナは観かん念ねんして、


「……ああもう、俺ほんと死んじゃうぞ……」


　なんて言いながら目を閉じ、殴なぐられる衝しよう撃げきに備えた。


　しかし。


　フェリスはそれに、


「………………………………む～～？　はふぁ。あ～～、んん？　なんだ、ライナか……どうした？　私を呼よんだか？」


　あくびまじりにそんなことを言ってきて。


「………………っっっ」


　ライナは、目を開く。


　き、き、聞こえてない！


　こいつ寝ねぼけてて、シオンの言葉が聞こえてないのか!?


　た、た、た、た、助かった!?


　とそこでフェリスが、


「……私を呼んだのかと聞いて……」


　が、ライナはそれに首をぶんぶん振る。もう、思いっきり首を振ってから、


「よ、呼んでない！　絶対に呼んでないよ！」


「ふむぅ？　しかし、誰だれかに呼ばれたような……」


「ゆ、ゆ、夢ゆめだろ？　夢でも見たんじゃない？」


　するとフェリスは寝ぼけ眼まなこのまま、小さく首をかしげ、


「……夢？　……ああ、ふむ、夢か……そうだ。だんご神しん様がだんご幼よう稚ち園えんを作って、私をその幼稚園の先生にしようと、呼んでくれていたような……ふむ。で、その園児たちはどこだ？」


　知るかよっ！　という突つっ込こみは、とりあえずしない。


　なにやら彼女は完全に寝ぼけていて、シオンの言葉は聞こえてなかったらしい。


　それにライナは安あん堵どの息いきを漏もらす。


　もし、もし聞かれていたら、ライナの頭が宙に舞うような最悪な事態になっていたかもしれないが、どうやらそれは回かい避ひでき……


　が、そこで、口を押おさえられているはずのシオンがライナの手を押しのけ、


「それがさぁフェリス。ライナがおまえを……」


「うわぁああああうわうわうわうわ!?」


　慌あわててライナはもう一度シオンの口を押さえ、さらに腕うでの関節を極きめて無理矢理机に押し倒たおし、動けなくする。


　そんな机に乗っている二人を、フェリスは不ふ思し議ぎそうに見上げ、


「……で、おまえらはなにをしているのだ？」


「な、な、なんでもないなんでもない!?　な？　そだよな？　シオン？」


　するとシオンは、


「……ふ、ふごごごご」


　ライナに口を押さえられ、机にぐいぐい押さえつけられながら、そんな声を上げる。


　それにライナは大きくうなずき、


「な？　シオンもなんでもないって言ってるだろう？」


「むぅ？」


「いいからいいから。おまえは寝とけって。おまえも昨日は、徹てつ夜やで仕事してる俺らの邪じや魔ましまくって朝方まで遊んでたんだから、眠ねむいだろう？」


「……うむ」


「そ、それにほら、よくわかんねぇけど、だんご幼稚園だっけ？　その幼稚園の園児たちも、待ってんじゃねぇの？」


「あ、そうだった！」


「な？　だから寝とけ？」


「うむ。寝とく」


「おやすみ」


「おやす……」


　が、そこで、フェリスの声は途と切ぎれる。よっぽど眠かったのか、早くも目を閉じ、すやすやとかわいらしい寝息を立て始めて。


　その顔は、本当に綺き麗れいだった。まるで非の打ち所のない、圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼう。


　まるで、『女め神がみ』だ。


　寝てれば女神。


　だが、一度目を覚ますと、すぐさま世界を滅ほろぼしかねない悪魔。


　その、超ちよう絶ぜつ危き険けん人物にあんなことを言うだなんてっ!?


　と、ライナは机に押し潰つぶしているシオンをにらみつけ、


「お、お、おまえ、性格悪いにもほどがあるだろ!?」


　小声で言った。


　するとシオンは顔を上げ、口を塞いでいたライナの手を押しのけると悪いた戯ずらっぽく笑って、


「ふふ、性格の悪さが俺の自じ慢まんだからな」


「悪魔め」


　ライナがののしるように言うと、シオンはにんまり笑って、なぜか、妙みように高い声こわ音ねで、


「ふっふっふ。悪魔……悪魔ですか……それは私にとっては、褒ほめ言葉ですなぁ」


「って誰おまえ？」


「あれ？　よくこういうこと言う悪役いない？」


「ベタすぎんだろ？」


「そお？」


　と、シオンは肩かたをすくめようとして、しかし、


「あ、ライナ。腕、完全に極まってて、ちょっと痛い」


　顔をしかめる。


　それにライナは、


「ああ、ごめん」


　謝あやまってから、腕を──さらに絞しめた。


　瞬間。


「ってうわ、痛、ちょ、おまえ……痛たたたたた!?」


　それにライナは笑って、


「あら、ごめ～ん、間ま違ちがって絞めちゃっ……」


「ふざけんなああああああ！」


　シオンが珍めずらしく、怒ど鳴なる。それから、


「いや、ちょ、ライナ、ほんと肩外れるから、やめろって」


　と、ちょっと半泣きな声音で言ってきて。


　それにライナは、


「やだ」


　さらに絞める。


　瞬間シオンは、


「っっっ!?」


　声にならない悲ひ鳴めいを上げた。それからひどく疲つかれた声音で、


「……お、おまえなぁ……俺だって徹夜で疲れてて、ちょっとこういう激はげしい遊びには付き合え……」


　が、ライナはそれを遮さえぎり、


「という泣き事を、俺が何度も言ったのに毎日徹夜させやがって、こうしてやる、こうしてやる、こうしてやる」


　ぐい、ぐいっと、日ひ頃ごろの恨うらみを晴らすように、腕を絞める。


　それにシオンは、


「が、うわ、やめ、うあぁ、まじ、ちょっ……………………」


　しかし声は、そこまでだった。


　最後の絞め付けでクタっと机に突つっ伏ぷすと、まるで死んだように動かなくなって。


「へ？　って、おいシオン？」


「…………」


　が、返事はない。


　それにライナは、


「…………いや、あの、シオン？」


「………………」


「えええええ？　あの、えーと、そ、そこまで強く絞めてないだろ？　まさか痛みで気絶とか……？」


　しかしその言葉にも、


「………………」


　返事がなくて、


「……こ、これ、もしかして、やばいか？」


　と、ライナが力を緩ゆるめた、瞬しゆん間かん！


「馬ば鹿かめ！」


　気絶しているはずの悪魔の顔に、笑えみが戻もどる。


　シオンが突とつ如じよ跳はね起き、ライナの腕を払はらいのけ、今度はこちらの関節を取ろうと、


「ってこんにゃろ、やっぱり演技か！」


　それにライナも、反はん応のうする。


　シオンの左腕がライナの左腕を取ろうとするが、ライナはそれをはねのけ、さらにシオンの腕を取ろうとする。


　しかしシオンもそれをはねのけ、ライナの襟えり首くびを取ろうとするが、ライナはそれを弾はじき、シオンの指の関節を取ろうとする。


　狭せまい部屋の中の、さらに狭い机の上での攻こう防ぼう。


　シオンはライナの手を弾き、いったん机からバックすると、後ろの椅い子すを足場にして、


「てりゃ」


　蹴けりを、放った。


　それにライナは、


「蹴り!?」


　とっさにそれを受け止める。そしてシオンをにらみつけ、


「……あ～、これは、ちょっと反則じゃないか？　やりすぎだろ？」


　が、シオンは悪びれもせず、


「反則？　喧けん嘩かに反則もなにもないだろう？」


　なんて言葉に、ライナは驚おどろく。


「あれ、これ喧嘩なの？」


「違うの？」


「いや……あ～喧嘩か」


「だろ？」


「え、じゃあ？　なんでもありってこと？」


「うん」


「ええ～、でも、いいのか？　俺本気になったら、シオン、勝てないぞ？」


　その言葉に、シオンはまた笑う。そして鋭するどい瞳ひとみでこちらを見つめ、


「それは、やってみなけりゃわからない」


「わかるよ」


「わからないよ」


「ふむ。ま……」


　とそこで、ライナも笑みを浮うかべる。そして、


「じゃ、日頃の恨みを、ぶつけちゃおうか……なっ！」


　声と同時に、ライナは拳けん打だを放つ。


　一直線に、シオンの顔面へ向けて。


　それに対するシオンの反応は、２テンポくらい遅おそい。


　真しん剣けんになったライナの反応速度に、シオンはまるでついてこれない。


　それにライナは、ほらぁ、と思う。喧嘩なんかふっかけてこなきゃいいのにって思う。


　ライナは拳こぶしを放ちながら、半眼でシオンの顔を見て。


　こちらの動きにまるで反応できていない、シオンの顔を見て。


　シオンは、ひどく疲れた顔をしていた。


　当然だ。こいつは何日も徹夜で仕事しているライナよりも、さらに馬ば鹿かみたいに働いてるんだから。


　一人ですべてを背せ負おいこんで、この国を背負おうとしてるんだから。


　出会ったころと、変わらない。


　一年前と変わらない。


　もう、この国はだいぶ変わったはずなのに。


　そう。信じられないことに、ローランドは安定したのだ。


　貴族たちを押おさえ込み。


　エスタブールの取り込みも順調に進み。


　不ふ穏おんな動きをしていた隣りん国ごく、ネルファ皇こう国こくにも牽けん制せいすることに成功している。


　確たしかに世界は、あのガスターク帝てい国こくの躍やく進しんのせいで戦乱の時代に突入してしまっているかもしれないが、少なくともしばらくは、この国は安あん泰たいのはずだった。


　いや、そこまでシオンは、この一年でこぎ着けた。


　疲れてないはずがない。


　山やま積づみだった問題を狂くるったように処しよ理りし、不可能だと思えるようなことを、無理矢理可能にしたのだ。


　それでも彼はまだ、休まない。


　南大陸最大の大国、ローランド帝国。


　その国の王は、こんなに、体をぼろぼろにして……


　とそこで、ライナの拳が、シオンの顔に届とどく。


　しかし、


「ああもう」


　ライナは拳が顔面に当たる瞬間、その手を開き、シオンの顔面をつかんだ。そしてそのまま再び机に押し倒たおした。


　するとそれに、シオンはやはり疲れた、楽しげな顔で、


「…………あらら、あっさりやられた」


「だ～から言ったのに」


「……ああ。すごいなやっぱり……さっすが『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』……攻こう撃げきが見えなかったよ」


「おまえは疲れてんだよ」


「元気でも見えないと思うぞ」


「んなこたねぇって」


「そう？」


「どうかね。ま、そんなことはどうでもいいよ……それより、え～、なんだっけ？　なんで喧嘩してたんだっけ？」


　と、ライナが言うと、シオンは笑って、


「いや、喧嘩というより、ライナが突然、『もう我が慢まんできなあああい』とか言って俺を押し倒……」


「っておーい」


「なんて、冗じよう談だんはともかく」


「きもい冗談はやめろ」


　それにまた、シオンは笑う。疲つかれた笑えみ。


　そのシオンの顔にライナはうんざりと、


「いいからもう、おまえ、寝ねろよ。ほんとちょっと仕事しすぎ」


　するとシオンはうなずいて、言った。


「ふむ。そうだな。確かにそろそろ寝ないと、体がもたないかもな」


「だろぉ？」


「ああ。じゃ、そろそろ喧嘩の決着を、つけようか」


「はぁ？　おまえ、まだやんのかよ？　もう決着……」


　が、それを遮さえぎって、


「まださ」


　シオンの右手が、動いた。


　その右手はライナの顔を殴なぐろうとしており……


　しかし。


「当たんねぇよそんなの」


　シオンの拳は、遅おそかった。おまけにライナに上に乗られていて、力がこもってない。


　無む駄だな、あがきだ。


　ライナは半眼でシオンの拳を見つめながら、上体を、少しだけ反そらす。


　それでもう、シオンの拳は当たらないはずだった。


　本当に、無駄なあがき。


　無駄な……


　が、そこで突然。


　シオンが笑う。しかしさっきまでの疲れた笑みじゃない。楽しげな、悪いた戯ずらっ子の顔。


「おまえの負けだ、ライナ」


　言って、彼の拳が、開く。


　そしてその、彼の手の中にあったものを見た瞬間、ライナの眠ねむそうに緩んでいた目が珍めずらしく大きく開き、


「ええええええええ!?」


　思わず、そんな声を上げてしまった。


　そしてとっさにその場を飛び退のこうとするが、


「逃にがさないよ」


　シオンが、ライナの服をつかんで無理矢理引き寄よせてきてしまって、動けない!?


「って、おま、ふざけ……」


　が、言葉はそこまで。


　目の前で、信じられないことが起こっていたから。


　振ふり上げられたシオンの拳。


　その、拳の中には、蓋ふたの開いたインクの壺つぼが握にぎられていて。


　振り上げられたシオンの拳の勢いで、中に入っていた真っ黒いインクが、こちらへと飛び散ってくる。


　もう、あまりにも真っ黒で、服についたら絶対に取れなさそう。顔についたって、何度も洗あらわないと取れなさそう。


　もちろん、もしこれが戦場だったら、よける必要はないだろう。インクが当たったって、死ぬわけじゃないのだ。だから、よける必要はない。


　が、


「お、おまえ、あほかぁあああああああああああああああああ！」


　ライナはまるで、そのインクで死んでしまうかのような声で、絶ぜつ叫きようした。


　そしてその絶叫と同時に、インクを頭からかぶった。


　もう、真っ黒。


　ちょっと目に入ったせいで、左目の視界も真っ黒。


　服も真っ黒。


　顔もきっと、真っ黒だろう。


　そしてライナの下で、大だい爆ばく笑しようしているシオン。


　それにライナは、


「…………」


　最悪だ。


　こいつ最悪だ、と、思った。


　その間も、シオンは腹はらを抱かかえて楽しそうに笑う。そして、


「……はぁ、ああ、くく……ああもう、けっこう疲れてるから笑うだけで胸むね痛いよ……ええと、じゃあ、喧嘩は俺の勝ちってことで……そろそろ寝るか」


　と、もう、なにもかもが終わったかのように、言った。


　もうほんとうに、すべては終わって、なんかハッピーエンドだね、的な好青年っぽい口く調ちようでそう言った。
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　しかしライナはそれに、


「……………………」


　無言。


　机の上、シオンをまたぐように立ち尽つくしたまま、無言。


　するとシオンはそれに、


「うん？　どうしたライナ？」


「…………………………」


　が、やはりそれにもライナは無言だった。


　その、無言のまま周囲を見回す。


　ぐるぐる見回す。


　きょろきょろ見回す。


「なに探さがしてんの？」


　という質問に、


「…………………………」


　しかしまた、無言。


　とそこで、ライナは、とあるものを見つけた。


　そしてその、とあるものを、じ────っと見つめながら、


「なぁシオン」


「ん？」


「おまえいま、そろそろ寝るかとか、言ったじゃん？」


「うん」


「でもさ、寝るかとか言っといて、おまえ、俺が帰ったあとも、仕事したりしちゃうじゃん？」


　するとシオンは少しバツが悪そうに黙だまったあと、


「いや、あの、少しだけだぞ？」


「徹てつ夜や明けにさらに十時間ぶっ続けで仕事とかを、世間では少しとは言わないんだよ」


「あう」


　と、うめくシオンを無視して、ライナは続ける。


「そういう、ちゃんと休んでくれない友達を持つとさ、俺としては、すげぇええええええええええええ心配なわけだよ」


「え？　おまえ、そんなに俺のこと心配してくれてんの？」


　それにライナは大きくうなずき、


「当たり前だろう？　親友のことを心配しない奴やつが、どこにいるんだよ」


　なんてことを言った。


　そう。大切な親友が、心配なのだ。心の底から心配なのだ。心配で心配で仕方ないのだ。だからライナは、真しん剣けんな表情で、


「おまえのことが、俺は心配なんだよ」


　なんてことを、言った。


　するとシオンもそれに、感動してくれたのか、


「……っていうかライナ。さっきから俺のこと心配だって言ってくれるのはすごく嬉うれしいんだけど、妙みように声が演技っぽく乾かわいてるのが、気になるなぁ……」


　なんて、震ふるえるような声こわ音ねで言ってくるが、


「…………」


　ライナはまた、無言。


　それにシオンが、


「そ、それに……おまえがさっきからまるでこっちを見ないで、机の隅すみの、赤いインクの壺を見つめまくってるのも、すっごい気になるんだけど…………まさか、まさかそんなこと……」


　が、それに、ライナはにやりと笑う。


　そして、シオンのほうを見つめ、


「いやいや、そんなどこぞの馬ば鹿か王みたいな、子こ供どもじみたことするわけないじゃーん？」


　と、言った。


　それにシオンはやはり震えた声音で、


「そ、そうだよね？」


「もちろんさー♪　そうじゃなくてさ、俺は本気で心配してんだって。ああ、親友のシオンは、いまごろちゃんと寝てるのかな？　ちゃんと休きゆう憩けいを取ってるのかな？　って、いっつも俺は心配してさ、そういう俺の気持ち、わかるよね？」


「……ううう」


「わかるよね？」


「ううう」


「そういうわけで、俺、いいこと思いついたんだ。おまえがちゃんと睡すい眠みんを取れる、素す晴ばらしい方法を思いついちゃったんだ」


　とか言いながら、ライナは、机の隅の赤インクの壺を、手に取る。


「やっぱやるんじゃないかああああ」


　と叫さけんで、シオンが机から逃にげ出そうとするが、その胸をどんっと足で踏ふんで、逃がさない。


　ライナはそのまま、


「逃がさないよ～♪　逃げたらま～たおまえは、勝手に馬鹿みたいに仕事するからな。だからもう、ここで、俺の前でおまえを寝かすことに決めた」


　と、言いながら、インクの壺を開けていく。


　それにシオンは、


「わ、わかったライナ！　俺が悪かったから、落ち着……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、


「ここで永眠しやがれぇえええええええええ！」


　蓋ふたの開いた赤インクの壺を、シオンの顔面に押おしつけようと──


　しかし！


　シオンはシオンで、


「ってちょっと待てぇええええこの下には重要な書類が……さ、させるかぁああああああ！」


　なんと、書類を守るために、その赤インクに自分から顔を近づけ、さらにライナの体に抱だきついてくる。


　そのままライナを机から落とそうと、


「うわ、ちょっ、近づくな！　俺にもインクがつ…………って、落ちる、落ちるから！」


　ライナは叫んだ。そしてシオンを引き離はなそうともがくが、シオンも必死なのか、びくともしない。


　そして。


『うわぁあああああああああああ』


　二人は悲ひ鳴めいを上げて、机から落ちた。


　いや、落ちたというよりは、逃げようとするライナと、それに追いすがるシオンは、絡からみ合ったまま勢いきおいよく机から、飛んだ。


　空中でライナが必死に体たい勢せいを整ととのえようとするが、シオンが邪じや魔ましてそれができない。


　このままじゃ頭から床に落ちかねないのに、シオンが邪魔してまるで体勢が整えられない。


「ってこいつはもおおおおおお」


　と、ライナが叫びかけたその、瞬しゆん間かんだった。


　彼は、もっと最悪なことに気づいてしまう。


　それはもう、本当に突とつ然ぜんの出来事。


　突然、この狭せまい執しつ務む室しつの中に、地じ獄ごくの口が開いたのだ。


　ライナは、見る。


　その地獄の入り口を、見る。


　たったそれだけで、


「……あ、ああ……」


　もう、なにも言えなくなってしまう。


　それほどの恐きよう怖ふが、そこにはあった。


　そしてこのままだと、その地獄の入り口へと、着地してしまう。


　阿あ鼻び叫きよう喚かんの無む間げん地獄に、着地してしまう。


　あの。


　あのフェリス・エリスの頭の上に着地を……


　刹せつ那な。


　どん。


　と、音を立てて、ライナたちは着地した。


　と同時。


「きゃん!?」


　なんていう、いまだかつてライナが聞いたこともないようなかわいらしいうめき声が部屋に響ひびいて。


　ライナとシオンはもう、超ちよう高速で立ち上がった。それからすぐさまその場から飛び退く。そして、振ふり向く。


　すると、部屋の隅では、フェリスがべたーっと床に潰つぶされたようになっていて。


　彼女が横に置いていて、明日朝食べるのだ☆　と、嬉うれしそうに言っていただんごセットがぺしゃんこになっていて。


「………………」


「………………」


　ライナとシオンは、口をぱくぱくさせながら、お互たがいの顔を見合わせた。


　しかし言葉はでない。


　やばいのだ。


　いや、やばいなんて問題じゃないのだ、これは。


　だって開いてしまったのだ。


　あれが開いてしまったのだ。


　地獄の、扉とびらが。


　フェリスの頭が、少しずつ持ち上がっていく。


　それにシオンが、


「…………あ、あ、え～、ああもう、ライナ、そんな乱暴な起こし方したら、フェリスがかわいそうじゃないか」


「って、てめぇ卑ひ怯きよう……」


　が、シオンはそれを遮って、


「あの、フェリス、俺は止めたんだよ。だけどライナがどうしても日ひ頃ごろの恨うらみを晴らすとか言い出して……」


「てめぇええええええええええ！」


　というライナの怒ど声せいも無視して、シオンは続ける。あの、いつものむかつく好青年っぽい声音で、


「でも、ライナを怒おこらないでやってくれ。最近は本当によく仕事を手伝ってくれてるんだ。そのせいか徹てつ夜や続きで、こんなちょっと人様に迷めい惑わくがかかるようなことをしでかしちゃったけど……そこはほら、俺が責任を持って説教しておくからさ……さて、じゃあ、今日はそろそろ、お開きにしようか。俺も風ふ呂ろ入って、寝ねるよ。じゃあ、そういうことで……」


　と、彼は歩き始める。


　部屋の出口へ向けて、一歩、足を出したところで。


　しかし。


　ドコドカドドドッ!!


　なんて、なにかがなにかに何度も殴なぐりつけるような鈍にぶい音が聞こえたかと思うと。


「……ぐぼばぁ」


　なんてものすごいダサイうめき声とともに、シオンがその場にパタリと倒たおれた。


　その、彼の向こう側には、いつの間にやらフェリスの姿があって。


　彼女は、カチャリと腰こしの剣けんを収おさめたところで。


「………………あ、あ、あ……」


　もう、ライナは声にならない悲鳴を上げた。


　だって、彼女の動きがほとんど見えなかったから。


　起き上がろうとしていたフェリスの姿が、かすんだ！　と、思ったときにはもう、シオンの体がくの字に曲まがっていて。


　さらに音は響く。ほとんど見えないのに、シオンが剣で殴られている音が響いて。


　シオンは、死んだ。


　そして次は……


「んも～困ったちゃんたちは、いっつもオイタが過ぎるんだからぁん[image: ]」


　と、フェリスが言いながら、振り向いてくる。


　そこにあるのは、絶世の美女の、笑え顔がおだった。


　いつもの無表情とはまるで違ちがう、あまりにも美しい微ほほ笑えみ。


　美人が笑うと、どうしてこんなにも綺き麗れいなんだろう？


　とか、ライナは思う。


　そして、フェリスが笑うと、どうしてこんなにも怖こわいんだろう？


　とか、ライナは泣きそうになる。


　もう、笑顔恐怖症しようになりそうだ。


　とにかくフェリスは嬉しそうに、


「さあさ、今度はライナちゃんの番ねぇ？」
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　それにライナは一歩後ずさりながら、


「あ、あ、あの、あのあの、ほんと、おまえはどう思ってるかはわからないけど、今回のはまじで、俺のせいじゃないんだぞ？」


　すると彼女はやはり笑顔で、


「えー、そうなのー？」


「う、うん。今回のはほんと、そこで死んでるシオンの悪いた戯ずらで……」


「えー、そうなのー？」


「う、うん。そ、そうなん……」


「えー、そうなのー？」


「いやあの……」


「えー、そうなのー？」


「…………あううううううう」


「えー、そうなのー？」


「ううううううそうか……やっぱだめか……じゃああの、さくって、お願いします。あの、なるべく痛くないよう……」


　瞬間。


　ドコドカドドドッ!!


「……ぐぼばぁ」


　シオンと、同じようなうめき声を上げて、ライナはその場にくずおれた。


「だんご様の痛みを、思い知ったか！」


　と、部屋で言い放つフェリスの声を聞きながら、でも、まあ、シオンもこれでちゃんと寝るし、俺も寝れるし、いっか……


　なんてことを思いながら、ライナは意い識しきを失った。





　　　　◆





　翌よく日じつ。


　やはりその日のローランドも、晴れていて。


　夕方の、赤く染そまる空には、雲一つない。


　そういう季節なのだ。


　ひどく、眠ねむくなる季節。


　ライナは昨日一日目を覚まさずに、今け朝さ執務室で目を覚まし、風呂に入ってインクを落とし、そしてまた、仕事をしていた。


　仕事を始めてはや十時間。


　机の上の書類をひたすら処理し続ける。


　ふわーっとあくびをする。


　首を回す。


　疲つかれた目を何度かしばたかせる。


　そして椅い子すの背もたれに背中をあずけると、


「ふぅ」


　小さく、ため息をついた。


　もう、なんか、昨日と全く同じ行動。


　目の前にある光景も、昨日と全く同じ景色。


　一ひと晩ばん寝たぐらいじゃまるで疲れの抜ぬけない、あいかわらず疲ひ労ろう困こん憊ぱいのシオンが、それでもすごい勢いきおいで仕事をこなしていて。


　部屋の隅すみではフェリスが、だんごを片手になにやら『紅もみ葉じ色に染そまる、熟じゆく女じよたちのピクニック大会』なんていうタイトルの、わけのわからんいかがわしい小説を読みながら、「な、なんと……」だの、「ばばばば馬ば鹿かな!?」だのと言いながら顔を赤らめていて。


　まあ、いつもの光景だ。


　それにライナは、言った。


「かわり映ばえなさすぎんだろ」


　しかしシオンは、


「…………」


　今日は、顔を上げない。ペンをひたすら走らせて、仕事に没ぼつ頭とうしている。


　それにライナは肩かたをすくめ、フェリスのほうを向いて、


「なあフェリス。ちょっと喉のど渇かわいたんだけど、お茶分けてくんない？」


　と、言ってみるが、こちらも。


「…………な、な、なんてことだ……ではセーラさんとベルケルの二人は、隠かくれて小鳥を飼かっていたというのかっ!?」


「ってそれのどこが驚おどろくポイントなのよ？」


　なんて突つっ込こみは、しかし、夢中で小説を読みふけっているフェリスには届とどかない。


「……なんだよ、誰だれも俺の相手してくんねぇの？」


　しかしやはり、


「…………」


「…………」


　返事はない。


「ふむ。まあ、それはそれで、平和でいいんだけどさぁ」


　言ってから、立ち上がる。


　そしてフェリスのところまでいって、勝手にお茶をとって、飲む。


　飲みながら、部屋を見回す。


　もう、見なれた部屋。いまやどこの壁かべにどんなシミがあるかまで、知っている。


　当然だ。毎日毎日ここで仕事させられて、もう、一年以上もたっているんだから。


　一年。


「……一年、か」


　早かったな、と、ライナは思った。


　よく、退たい屈くつなことをしているときは、一分が何時間もの長さに感じられるというが、この一年は、振ふり返ってみると本当にあっという間だったような気がする。


　気が付いたら、知らぬ間に一年たっていて。


　ということはなにか？


　意外と、楽しかったってことか？


「まさかぁ」


　と、誰とはなしに、ライナは独ひとり言って、苦く笑しようした。


　毎日毎日シオンの馬鹿にこき使われて、フェリスのアホにいじめられた一年だったのに、楽しかったってことはないだろうと、ライナは独り、笑う。


　それから二人のほうを見て、


「…………なぁ？」


　と、言ってみるが、二人は忙いそがしいので、答えない。


　それに。


　それに少しだけ、寂さびしい気分になって、


「ははっ」


　彼は、小さく笑ってしまった。


　それは、あまりに不ふ思し議ぎな感覚だったから。


　前は。


　ずっと昔は。


　自分の回りには、誰もいなかったのに。いないのが当たり前で、別に、なんてことはなかった。


　なにか言っても、うるさい化ばけ物ものとののしられて。


　自分だって自分を化物だと思ってて。


　なにもかも、あきらめてて。


　なのに。


　なのにいまは、ちょっと相手をしてもらえないくらいで、少しだけ寂しい気持ちになったりして。


「……ははは」


　ライナはまた、笑った。


　それから一気にお茶を飲み干ほしてから、机に戻もどる。


　そしてペンを取り、仕事の続きを始める。


　ものすごくめんどくさいことをまた、続ける。


　昔だったら絶対やらないようなめんどくさいことを、自分から続ける。


　なんのために？


　誰のために？


　その答えも、もう、出ている。


　自分のためだ。


　居い場ば所しよを、見つけたから。


　この国が。


　このローランドが。


　この執しつ務む室しつが。


　この性格の悪い王様と、迷めい惑わく極きわまりない女の側そばが、自分の居場所なのだ。


　ここにいると、なぜか世界のためになにかしようと思わされてしまうから。


　ここにいると、なぜか誰かのためになにかしようと、思わされてしまうから。


　ここにいるとなぜか、自分のためになにかしようと、思わされてしまうから。


　ここにいると。


「…………」


　ここにいるとなぜか、知らぬ間に一年が過ぎてしまうから。


　まるでそれは、光のように過ぎ去ってしまう幸せな時間のような、そんな気がしてしまうから。


　だから。


「…………」


　と、そこで突とつ然ぜん。


「お、お、終わったあああああああああ！」


　シオンが、叫さけんだ。


　それに、


「へ？」


　ライナは、そちらを見る。


　するとシオンは書類の束たばを掲かかげ、信じられないという顔で、


「お、終わっちゃったぞ、おい」


　なんてことを言って。


　それにライナは、


「って、なんの話だよ？　どの案件？　そんなに喜ぶってことは、ペングラムの直じき訴そ状じようの問題に、うまい解かい決けつ策さくでも見つけたか？」


　聞いた。


　ちなみにペングラムという貴族が出してきた直訴状が、最近では一番難むずかしい問題だった。


　シオンの勢力が拡かく大だいし、貴族たちが少しずつ締しめ付けられ、一部不満を爆ばく発はつさせた貴族たちがこれ以上いじめると集団自殺するぞ、などというものすごく後ろ向きな、おまけに噓うそつけおまえら！　と怒ど鳴なりたくなるような脅きよう迫はく状を送りつけてきて。


　しかし、それを無視すれば、王は貴族たちをないがしろにしているとますます不満が高まるだろうし、どこかで歩み寄りする必要があるのだが、さて、どこらへんにしようか……なんて、すねた子供を相手にするような繊せん細さいな対処が求められていたのだが。


　ライナは、聞いた。


「あの問題が終わったのか？」


　しかしシオンは、首を振ふる。


「違ちがう」


「え？　じゃあ、なに？　国こつ境きよう付近の警けい備び強化の……」


　が、それにもシオンは首を振り、


「違う」


「じゃあ、なんだよ？」


　それに。


「…………ぶ」


　と、聞き取りにくい、小さな声で言った。


　それにライナは顔をしかめ、


「ああん？　もったいぶんなよ。なにが終わったって？」


　聞くと、シオンはこちらを向き、


「……全部、終わった」


「へ？」


「全部だよ。緊きん急きゆうで対処しなきゃならないようなことは、もう、ほとんど全部終わった」


「え、え、それって……」


　それに、シオンはにやりと笑って、


「もう、一週間ぐらい、仕事がない」


　なんてことを、言った。


　その言葉に、ライナは、


「……え、え、噓？」


「ほんと」


「ええええええええええ、で、でも、そんなこと言って、実は噓でしたーこれから十日徹てつ夜やでーすとか……」


「ないない。ほんとのほんとに、内政でやらなきゃいけないようなことは、ほとんど全部……」


「終わった？」


「うん」


「まじか？」


「まじだ」


　シオンが、ライナの口調を真ま似ねて、うなずく。


　だが、それでも信じられなかった。


　一年前にシオンが提示してきた、ローランドが直面している問題の量は、ハンパなかったのだ。


　少しでも対応が遅おくれれば、国が傾かたむきかねない問題が、無む限げんにあんじゃないのこれ、と思えるほどあったのだ。


　だからシオンは身を削けずるような仕事の仕方をしていて。


　ライナだって、それを手伝っていたのだ。


　なのに、


「お、終わった？」


「ああ。終わった。完全に……この国は安定した」


　シオンは、そう言った。


　それにライナは、


「じゃ、じゃあ、俺も仕事を……」


　すると、シオンは嬉うれしそうに笑う。やはりどこか疲つかれたような顔で、しかしそれでも、嬉しそうに笑う。


「一か月ぐらい、休んでいいよ」


「うそおおおお？」


「ほんと」


「うそだぁあああああああああ！」


　なんて声に、シオンは苦く笑しようしてから、


「ほんとだよ。いままでありがとな。おまえのおかげでずいぶん助かった。今後はあんな無理なスケジュールで仕事する必要もないし……おまえにはまた、他国との折せつ衝しように出てもらったりとか、そういう仕事が増ふえるかもしれない」


　なんて言ってくる。


　ライナはそれにもう、


「え、じゃあ、あの、て、徹夜は……え、好きなときに寝ねて……あ、えーと、まじかよおい」


　完全に、うろたえてしまった。


　だって、一年も頭のおかしいようなスケジュールで仕事をさせられてきたのだ。


　それが、急に終わりだなんて。


　もう大だい丈じよう夫ぶだなんて。


　そ、そんな、


「そんな幸せなことがあって、いいの？」


　その言葉に、シオンはまた笑う。


「ははは。俺も、驚おどろいてる。まさか本当に、ここまでくることができるなんてな……」


　言って、彼はまた、笑う。そして息を吸すい、吐はき、そして言った。


「ライナ」


「ん？」


「ありがと」


「何度もきもいよ」


「はは」


　小さく笑って、シオンは大きく伸のびをした。


「さてと」


　と、立ち上がる。


「俺は今後の国の展開についての指示をしに少しここを離はなれるけど、おまえどうする？」


　なんて聞かれて、ライナは、自分の机の書類を見下ろす。


「いや、でも俺はまだ、仕事が二つ……」


　が、シオンはそれに、


「それはもういいよ。こっちで処理できる。だから、休んでいいぞ？」


「うそ？」


「ほんとだって、さっきから言ってるだろう？」


　シオンは笑う。だがそれはやはり、どこか辛つらそうな、疲労の滲にじむ顔。


　それにライナは、


「……いや、あれだぞ？　最後の仕事二つくらいは、俺がやっても……」


「いいよ。もう大丈夫だ。カルネたちと相談して、これからは少し、ゆっくりやってくから心配するな」


「そう？」


「ああ」


「あの……とかなんとかいって、実は罠わなでしたーとかで、徹夜十日とか……」


「それさっきとおんなじ発言……でも、ほんとにないよ」


「まじかよ……んじゃ、うん。俺も帰ろっかな」


「そうしろ。うまい飯でも食べて、家帰ってゆっくりしろよ」


　なんていう発言に、もう、ライナは気味悪そうにシオンを見つめ、


「な、なんか、おまえが俺にゆっくりしろだなんて、なんか企たくらんでるとしか思えないなぁ」


　するとシオンは、


「あ、じゃあ、いまからすっごい嫌いやがらせを計画……」


「そういうめんどくさいことはいらないから！」


　言ってから、ライナも立ち上がった。


　本当に、仕事は終わったらしい。


　手元の書類をまとめてから、机の隅すみにぽんっと置き、


「んじゃ、帰るわ」


　するとシオンはうなずく。それから懐ふところの財さい布ふを取り出して、


「飯食う金かね、あるか？」


「どこの世せ話わ焼やきバアちゃんだよ」


「はは。で、あんの？」


「ない」


「金いる？」


「いる」


「それじゃ、ほい」


　と、シオンは財布から金きん貨かを数枚まい、こちらに放ほうり投げてきて、ライナはそれを受け取る。それを確かく認にんしてから、シオンが言った。


「それで、フェリスと二人でデートでもしろよ」


「……いや、できればフェリスなしで、今日はゆっくり飯食って昼ひる寝ねしまくりたいんですけど？」


　と、ライナは嫌そうに顔をしかめて部屋の隅を見る。


　しかし彼女はやはり、一心不乱に小説を読んでおり、こちらの言葉には反応しない。


　それにライナはうなずき、


「な？　フェリスも俺と飯なんか食いたくないってさ」


　が、シオンはいつもの悪そうな笑えみを浮うかべ、


「またまた、ほんとは仲いいくせに」


「仲いい二人は、剣けんで殴なぐったり、剣で殴られて悲鳴あげたりしないんだよ」


「ふむ。だがそういうプレイが好きな二人も……」


「ってもういいからさっさといけよ」


　ライナがうんざりしたような声こわ音ねで言うと、シオンはなぜか、傷ついた、という顔で、


「お、お金をもらったらすぐその態たい度ど……結けつ局きよくあなたも私の財ざい産さんだけが目当てだったのね!?」


　という発言に、ライナは言った。


「死ね！」


「あはは。それじゃ、二人の逢あい引びきを邪じや魔まするのもなんだから、そろそろいくよ」


「っておまえは、なんでそう、人の嫌がることばっかり言わないと気がすまないかねぇ？」


　そのライナの言葉に、シオンはまた、笑う。そしてそのまま、


「じゃ、また明日な」


　部屋を出ていく。


　それにライナも、


「ああ」


　うなずいた。


　そしてシオンは、去っていった。


　ライナはそれを確認してから、もう一度、


「…………」


　椅い子すに座すわる。


　部屋には、フェリスとライナの、二人っきり。


　でもそのフェリスは小説を一いつ生しよう懸けん命めい読んでるから、ひどく、静かだ。


「……ふむ」


　ライナは小さく言ってから、机の上の書類をもう一度、まとめる。それから机に散さん乱らんしていたペンやらなにやらをまとめて、引き出しにしまう。


　そしてもう一度、


「…………ふむ」


　と、言った。


　もう、やることはない。


　本当に、仕事は終わったのだ。


　もう、やることはない。


　だから、


「………………あ～フェリス？」


　ライナが言うと、なぜか今度はさっきと違ちがい、彼女は顔を上げた。


「なんだ」


　と、聞いてくる。


　それにライナは、


「どう思う？」


「うん？」


「……金、もらっちゃったんだよ」


「ふむ」


「仕方ないから、一いつ緒しよに飯でも食うか？」


　すると彼女は、本を横においた。そしてこちらを真まっ直すぐ見つめてくる。


　澄すんだ青い瞳ひとみで、もう、まるで、こちらを貫つらぬかんばかりに真っ直ぐ、見つめてくる。


　それにライナはもう一度、


「どう思う？」


　そう聞いた。


　するとフェリスは、


「あの世界で一番性格の悪い、いじめっ子大王が、おまえに金までくれて、昼寝をしろと言うはずがないだろう？」


　なんて言ってきて。


　それにライナは、


「だよねぇ」


　うなずいた。


　そうだ。あきらかに、おかしい。この一年を振ふり返ってみても、たいていこういう展開の後には、シオンのありえないほど用意周しゆう到とうに計画されたいじめの罠が待っているのだ。


　ライナは、渡わたされた金貨を見つめ、


「この金で、デートしてこいよってさ」


　するとフェリスは少しだけ緊きん張ちようした面おも持もちで、


「なら、デートしたら、我われ々われの命は終わり、ということだ」


「だよねぇ……あきらかにこれは、罠だよねぇ」


　が、それに、


「いや……いや待て、ライナ。もしかすると、デートしろ、というシオンの発言は、そう言えば逆に私たちが一緒に食事をしなくなるようし向ける発言の可能性もあるぞ？」


　なんて発言に、


「ああ、なるほど。そっちもあるか。なにか、俺らが一緒に食事しないほうがうまくいく罠とか？　ああ～ありそう」


「だろう？」


「うん。って、ああ、じゃあ、どうするよ？　一緒に飯食うの？　食わないの？」


「う？　う～む」


　と、フェリスは腕うで組ぐみしてしまって。


　だがそれに、ライナはシオンが去っていった部屋の出入り口のほうを見て、言った。


「……で、ほんとだと思う？」


　するとフェリスはまた、こちらを見て、


「なにがだ？」


「仕事の話だよ。ほんとに、終わったと思う？」


「五分だな」


「二分じゃない？」


「……ふむ。私はきちんと仕事にかかわっていたわけではないからわからないが、おまえはそう思うのか？」


　そうフェリスが言ってきて、ライナも腕組みする。


「う～ん、どうかな。確かに……最近はほんとうまく回ってたんだよ。この国は変わって……切せつ迫ぱくした問題もないし、めんどくさい問題はほとんど終わった可能性も、あるっちゃあるけど……でも、シオンだぜ？」


　ライナがそう言うと、


「うむ。シオンだからな」


　フェリスも、納なつ得とくしたようにうなずいた。


　そう。相手はシオンなのだ。


　あの仕事馬ば鹿か王シオン・バカターレなのだ。


　仕事が終わっても終わっても、さらに新しい仕事を見つけて狂ったようにやるような、シオン・アホターレなのだ。


　それが、


『もう仕事ないから、うまい飯でも食べて、家帰ってゆっくりしろよ』


　とか言ってたのだ。


　そんなの完全に……


「罠だな」


　ライナが言うと、フェリスもうなずいて、


「罠だ」


　二人は決めつけた。


　それからライナは聞く。


「で、どうしよう？」


「むむむ」


「ったく、あいつなんであんなに性格悪わりぃの？」


「うむ。まあ、類は友を呼ぶというからな。おまえの性格の悪さが、あいつを引きつけるのだろう」


「ってそこで急に俺のせいになんのかよ？」


「もちろんだ。この世で起きる事件や災さい害がいの、８２０％はおまえが原げん因いんなのだぞ？」


「え？　そうなの？」


「反はん省せいしたか？」


「えーと」


「君が反省するまで、今日は帰しません！」


「…………いや……あの、あ～、話がだんだんズレていきそうだから、戻もどすとだな……」


　疲つかれた声音で、ライナは言った。


　それから半眼で、


「で、どうする？　一緒に飯食う？　それともやめる？」


「うむ。私は今日は、カレーの気分だぞ」


「ええ？　俺ハンバーグだよ」


「馬鹿め。今日はカレーだ」


「…………いや、いいけどさぁ……」


　言いながら、ライナは立ち上がった。


　結局、一緒に食事をするらしい。


　金貨をポケットに突つっ込こみ、歩き出す。


　出入り口の扉とびらを開け、フェリスが先に出たのを確認すると、


「……あ、フェリス」


「ん？」


「おまえハンバーグカレーの店とか知らねぇ？」


　なんて言いながら、部屋の明かりを、消した。





　　　　◆





　ライナたちは、執しつ務む室しつを出る。


　出て、左が、城しろの階下へと降おりる階段がある方向だった。


　だが、出て、右。


　廊ろう下かを少し進んで、さらに右に曲がったところで。





「………………」





　シオンは、うずくまっていた。


　頭が、割れるように痛む。


　胸が、張り裂さけそうに痛む。


　声が出ない。


　声が出ない。


　ただ、体の中の、歯車が回るばかりで。


　呪じゆ詛そで編あまれた契けい約やくが回るばかりで。


　血肉が、人のものでない、狂った血肉が回るばかりで。


「……………………が……ああ……あっ」


　吐はき気けがする。


　体の中身が、すべて飛び出してしまいそうなほどの、吐き気。


　だが、血はもう吐かない。


　ほとんどすべてが、すべての細さい胞ぼうが、すでに蝕むしばまれてしまっているから。


　あれと、同化を始めているから。


　終わりの時間がもう、近づいているのだ。


　選せん択たくの時間がもう、近づいているのだ。


　契けい約やくしてから、三年。


　ライナが、あいつが帰ってきてから、もう一年。


　それは長い月日だ。


　ひどく、長い月日。


　苦痛とともに過ごすには、気が狂いそうなほどの長い月日。


　なのに時間は、なぜかあっという間に過ぎてしまって。


「………………」


　それにシオンは少しだけ、微ほほ笑えむ。


　もう、本当にあっという間だった。


　ライナが帰ってきて。


　フェリスが戻ってきて。


「………………」


　笑って……ばかりだった。


　痛みなんか忘わすれて。苦痛なんか忘れて、笑ってばかりだった。


　あいつらのおかげで、ずっと、笑ってばかりで。


「………………は、はは、ははは……」


　そして、夢を見るのだ。


　儚はかない夢を見るのだ。


　この夢が、まるでずっと続くんじゃないかって。


　この偽いつわりの平へい穏おんが、ずっと、続くんじゃないかって。


　毎日が同じような風景で。


　ゆったりとしているのに、とても早く過ぎてしまって。


　もう少しだけ。


　あと少しだけ、この平和な時間を。


　痛みは、すべて受け入れるから。


　気が狂いそうになるほどのこの痛みも、すべて受け入れるから。


　だからもう少しだけ、この偽りの夢を見させてくれって。


「…………馬鹿な夢を、見た……」


　シオンは、泣きそうな顔で、笑う。


　偽りの平穏なんて、続くわけがないのに。


　偽りの幻まぼろしなんて、続くわけがないのに。


「……………………もう、終わりか」


　シオンが言うと──


「ああ」


　声が、返ってくる。


　誰もいない空間から、


「……終わりだ」


　声が返ってくる。透すき通るような、声。


　それにシオンは痛みに壊こわれてしまいそうな体を押おさえ込んで、顔を上げ、


「……俺は……俺は間ま違ちがってるか？　ルシル」


　するとルシルは、


「……『勇ゆう者しや』の手は、間違えたりしないよ」


　そう言った。


　勇者の手は、間違えたりしない。


　勇者。


　勇者か……


「ははっ」


　また、彼は乾いた笑い声を、漏もらす。


　勇者。


　こんなものが、勇者か。


「……ただの、化物だ」


「…………」


　ルシルは、答えない。


　シオンは廊下の壁かべを背にし、床ゆかに、座すわり込んだ。そのまま、まるで魂たましいが抜ぬけた人形かなにかのように、虚うつろな表情でぼんやりと中空を見つめる。


　そして、思う。


「…………」


　なにもかもが変わってしまったと。


　そう、シオンは思う。


　なにもかもが変わってしまった。


　それは体が。


　心が。


　世界が。


　夢が。


　希望が。


　その、なにもかもが変わってしまった。


　そしてなに一つ、思い通りになんかならない。


　最善の道を選択してきたはずなのに。


　一番犠ぎ牲せいの少ない、一番効率のいい道を選択してきたはずなのに。


　なのに、


「……なに一つだ。欲ほしいと思ったものは、なに一つ手に入らないよ……」


　シオンはそっと、手を掲かかげる。


　自分の、手。薄うすく、金色に輝かがやく自分の手。


　その皮ひ膚ふの下では、呪のろいが這はい巡めぐっている。


　狂った勇者と呼ばれた化物の、聖呪。


　もう、あきらかにそれは、人のものではなかった。


　もう、人ではない。


　その手ではもう、ライナたちには、届かない。


「…………」


　でも後こう悔かいは……ない。


　必要だと思ったからそれを選択したのだ。


　それしか道はないと思ったから。


　それしか道はなかったから。


　世界は歪ゆがんで。


　世界は狂って。


　闇やみばかりが、膨ふくらんでしまって。


　だから。


　だからそれを食い止める必要があった。


　それを食い止める力が必要だった。


　だからシオンはそれを、選んだ。


　自分の命を捨ててもいいだけの理由が、そこにはあったのだ。


　友の魂を売ってもいいだけの理由が、そこにはあったのだ。


　だから後悔はしていない。


　なのに。


「…………」


　なのにライナは笑って、フェリスも笑って。


　心が、揺ゆらぐ。


　少しだけ、あと少しだけ夢を見ていたいと、心が揺らぐ。


　だって本当に馬ば鹿かみたいに、あいつらは笑うのだ。


　くだらないことで笑うのだ。


　めんどくさいと仕事をさぼって、だんごがどうのとフェリスが嬉うれしそうに言って。


　喧けん嘩かして。ののしりあって。でも、最後にはまた笑って。


　おまえが作ったこの世界は、絵空事じゃなかったなんて、あいつは言いやがって。


「…………」


　本当は。


　本当は絵空事なのに。


　なにもかもが噓うそで、なにもかもが絶望で満ち溢あふれてるのに。


　俺はおまえの命を売ったのに。


　俺の力じゃ誰一人。


　誰一人救えやしないのに。


　あいつは、もう十分だよって。


　おまえは十分頑がん張ばったって……


　そしたら。


　そしたら俺は、もう少しだけ夢を見ていたいって。


「…………」


　とそこで、シオンは思考を止めた。


　そのまま指を、自分の頰ほおに持っていく。


　そして彼は、そこにあった意味のない涙なみだを拭ぬぐった。


　その、涙の色すら、もう人のものではない。


　もう、いくらあがいたところで、止まらないのだ。


　平穏は終わり。


　時間がきたのだ。


　契約の時間。


　前へ進む時間。


　そしてまた、彼は選せん択たくを迫せまられる。


　それは最悪の選択。


　親友か。


　それとも、世界か？


　シオンは手を、ぐっと握にぎりしめる。


「…………」


　友か？


　世界か？


　友か？


　世界か？


　彼は、選択する。


　彼は、選択する。


　なぜなら彼は、選ぶ者だから。


　ずっと。


　ずっとそうしてきたのだから。


　彼は強く、拳こぶしを握りしめる。


　まるでそれは、自分が流した涙を握り潰つぶすかのように。


　まるでそれは、自分の心を握り潰すかのように。


　自分の悲鳴を、握り潰すかのように強く、強く、拳を握りしめて──





「……さあ、世界を救おうか」





　彼は選択する。


　彼は選択する。


　彼は泣きながら、それでも選択する。


　より正しいと思えるほうを。


　より、犠牲が少ないと思えるほうを。


　より、多くの命が救えるほうを。





　そして友の魂よりも、世界を。





　そこに痛みがないはずない。


　苦痛がないはずない。


　だがそれでも、彼は選択した。


　なのに。


　なのにそれに、


『させない』


　突とつ然ぜん、声が響ひびいた。


　しかしそれは、実際に響いた声じゃない。


　ルシルの声でもない。


　よく、知っている声だ。


　本当によく、知っている声。


　自分の声だ。


　自分の、内側の声。


　もう一人の、自分の声。


『剣けん』に精神を蝕むしばまれ、そして生まれてしまった弱い自分の声。


　その声が、言ってくる。


『おまえの好きには、させない』


「……ははっ。消えかけの偽にせ物ものに、なにができる？」


『ふざけるな。偽物はおまえだ』


「おまえさ」


『おまえだ』


　同じ声で、くだらない問もん答どうが続く。


　本当に、くだらない言い合い。


「…………」


　シオンは目を細める。


　実際は、どちらも偽物なのだ。本物が二つに分かれてしまっただけ。最後にはどうせ、一つになる。


　問題は最後に、どちらが主導権を取るかなのだが。


　しかしそれも、


「……どうせ、おまえが負ける」


　シオンはそう言った。


『俺は……俺は負けるつもりはない』


　もう一人の自分が、そう言った。


　それにシオンは、


「……ふ、ふふふ……」


『なにがおかしいっ!!』


　心が、そう叫さけんでくる。


　だがそれでも、


「……ふふ、ははは、ははははははははははははは」


　シオンは、笑う。


　シオンは、笑う。


　まるで狂ったように笑う。


　いまにも泣き出しそうな声で笑う。
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　すると心が、


『なにがおかしいと言っている！』


　また、叫んだ。


　その怒ど声せいに、シオンは、


「逃にげているだけのおまえじゃ……俺には勝てない」


　そう言った。


　だが心は、強い口調で叫ぶ。


『逃げてるのは、おまえだろうが！』


「おまえさ」


『おまえだ！　世界を救うためと言い訳して、正しい道だと言い訳して、おまえはライナを売っ……』


「黙だまれ！」


『黙るのはおまえだ！　俺はおまえとは違ちがう。俺はライナを、あきらめたりしない。俺はあいつを救……』


「黙れ黙れ黙れ！　絵空事を吐ぬかすんじゃない！　おまえにあいつは救えない！　選択から逃げ、恐きよう怖ふから逃げ、痛みから逃げたおまえには、なにもできない！　俺は選択した！　俺は前へ進む！　おまえには邪じや魔まさせないぞ！」


『絶対にさせない！　俺はライナを……』


「おまえにライナは救えない！」


『できる』


「できない！　なら、見せてみろ！　救えるというなら、見せてみろよ！　闇やみからライナを救って見せろ。どうせおまえにはできない。ライナを救うことはできない。おまえにできるんなら……おまえにできるんなら、とっくに俺がやってるっ!!」


　シオンは叫んで、自分の胸をたたいた。


　自分を壊こわしてしまいそうなほど強く、たたいた。


　また、涙なみだが溢あふれてしまう。


　もう、決心したはずなのに。


　選択したはずなのに。


　一度した選択が、まるで崩くずれてしまうかのように、涙が……


　するとそれに、


『……それでも、俺はライナを救う。消えるのは、おまえだ』


　もう一人の自分が、低い、か細い声こわ音ねで言った。


　それにシオンは、涙を流しながら、聞く。


「…………できるのか？」


『できるさ』


「……噓うそだ」


『見ててくれ』


「……噓だ。おまえにはできない。おまえには……俺たちには……あいつを殺すことなんて……」


　が、心は、


『できる。俺がライナを殺して、あいつが深い闇に落ちる前に、救ってやる。おまえは寝ねてればいいんだ。俺が……俺がすべてを終わらせてやる』


　そう言った。


　それにシオンは。


　それに心は。


「…………」


　沈ちん黙もくする。


　そしてまた、泣きたくなった。


　どうせ。


　どうせどちらを選んだところで、きっと後こう悔かいするのに……


　そんなことを思って。


　するとそこでまた、声が響ひびく。


　しかしそれは、外の声。


　ルシルの声だ。


　彼は、楽しげな声音で、


「ああ、そろそろだ」


　そう言った。


「もう、そろそろだね。あまり時間はない」


　そう言った。


「君は変わる。僕ぼくの本当の持ち主に。世界を救う者に……さて。さあ」


　そう言った。


「さぁ、いったいどちらが勝ったんだい？」


　その言葉に、シオンは顔を上げ、


「…………」


　悲しげに微ほほ笑えんだ。



















　第十章　親　友










　夕ゆう暮ぐれ。


　城じよう下か街まち。


　なぜか少しだけ寒気を感じて、


「うん？」


　と、ライナは小さく言った。


「……あれ、日が暮れたらちょっと寒いか？」


　両りよう肩かたをさするように言うと、隣となりのフェリスが、


「ふむ。雨季が近いからな」


「え～？　雨季はまだもう少し先だろぉ？」


　と、そう言いかけたところで、ライナは言葉を止める。


　ぽつんっと、顔に冷たい水すい滴てきが当たるのを感じたから。


　空を見上げる。


　いつの間にやら雲に覆おおわれた空は、真っ暗で。


「あれぇ……昼間はあんな晴れてたのに……降ふるのかね？」


　するとフェリスも空を見上げ、


「降るな」


「この雲の様よう子すだと、けっこうやばそうだよね？」


「ふむ。まあ、しかし大だい丈じよう夫ぶだろう。雨が降ってきたところで、おまえの服を脱ぬがして傘かさがわりに……」


「ってちょっと待って～ん。この寒いのに服脱いで雨に濡ぬれたら、風か邪ぜひくだろが」


「問題ない」


「あるよ」


「ない」


「……いや、そりゃおまえは問題ないだろうけどさぁ……」


　ライナはげんなり言ってから、もう一度空を見上げる。


　するともう、小こ雨さめが降り始めていて。


「……嫌いやだなぁ。俺おれ、雨季は寒いから嫌きらいなんだよねぇ」


　その、ライナの言葉に、フェリスはこちらを向いて、


「ふむ。それはあれか？　雨季は全ぜん裸らで夜道を走り回って女を襲おそうには、寒すぎるから嫌いと、つまりはそういうことか？」


　なんてことを言ってくる。


　それにライナは半はん眼がんでフェリスのほうを見ると、


「……いやあの、おまえさぁ……ほんっと出会ってからずっと、発言変わんないよなぁ」


「うむ。おまえが早くまっとうな人間になってくれれば、私もこんなことを言わないですむのだが……」


「そりゃごめんよ」


「ん。こんな心優やさしい忠ちゆう告こくをしてくれる相あい棒ぼうを持って、ありがたく思え」


「はいはい、おいらはほんと幸せものです」


　なんて、いつも通りの会話を、いつも通り適当に流してから、ライナはもう一度空を見上げる。


　雨は少しずつ、強さを増し始めていた。


「……こりゃ、馬ば鹿か話ばなししてる場合じゃねぇな。んで、おまえがおすすめの、うまいカレーの店ってのは、もう近いのか？」


　するとフェリスはうなずき、


「うむ。ここらへんのはずなのだが……」


　言ってから、回りをきょろきょろと見回す。それから首をかしげて、


「おかしいな。確たしかに地図ではここだと」


「んぁ？　地図？　っておまえ、そのカレー屋にいったことはないのか？」


「うむ。実は昨日書店で購こう入にゆうした本に載のっていた店なのだが」


「ほう？　本に紹しよう介かいされるような店なの？　そりゃちょっと、期待できそうだな」


　するとフェリスはなぜかちょっと誇ほこらしげに胸むねを張はって、


「ふふ、それもなんと、ランキング一位の店だぞ！」


「マジで!?」


「まじだ」


「じゃ、じゃあ、すげぇ美う味まいんじゃないの？」


「うむ。こってり濃のう厚こうで美味……と、書かれていた」


「うおうおうお、なんか、なんか俺も、ハンバーグよりもカレーな気分になってきたぞ？」


　本当に、カレーの気分になってきた。


　そういや、カレーなんてここ数週間食べてないような気がする。


　いや、二か月前にいきつけの弁べん当とう屋やのメニューからカレー丼どんがなくなってから、まったく食べてないような気がする。


　うわ、もう二か月か？


　二か月も食べてないのか？


　なんか、なんかすげぇえカレー食べたくなってきた。


　それも、なんか本格的な専門店カレーが食べたくなってきて……


「だぁもう、ちょ、早く店見つけろよ。俺腹はら減ってきたよ」


　ライナが言うと、フェリスはうなずいてまた、周囲をきょろきょろ見回す。


「……ううむ。もう、この辺だと思うのだが」


「迷まよったのか？」


「うむぅ？」


「ああもう、地図は？　地図の切り抜ぬきとか持ってきてないのかよ？」


　ライナが聞くと、フェリスはこちらを向き、


「いや、本ごと持っている」


「持ってんのかよ。んじゃ、ちょっとそれ見せてみ。俺も一いつ緒しよに探さがしてやるから」


　するとフェリスはうなずき、懐ふところから、なにやら小さな本を取り出して、こちらへ渡わたしてくる。


　それにライナは、


「ってあれ、ほんとに本なんだな？　俺はてっきり、雑誌かなんかと思ってたんだが……」


　言いながら、その本を受け取った。


　そしてそれを、見る。


　本当に小さな、ポケットサイズの本。


　その本の背表紙には、こんなことが書いてあって。


『これで決定！　デザートにだんごがある店ランキング』


「………………」


　ライナはそれを見て。


　それを見て、言った。


「おまえこれ、カレー関係ねぇじゃねぇかあああああああああああああああ！」


　もう、魂たましいの叫さけびだった。


　だって、カレーの気分だったのだ。


　口も胃い袋ぶくろも、すでにカレーに備そなえて準じゆん備びは万ばん端たんだったのだ。


　なのに、なのに、


「じゃ、じゃああれか？　いまからいく店は、カレーが有名な店なわけじゃなく、デザートにだんごがあるだけの、カレーの店ってことか？」


　するとそれに、フェリスはあっさり、


「カレーはおまけだ」


「だんごがおまけだぁあああああああああああああああああああああああ！」


　また、魂の叫び。


　それからライナはもう、泣なきそうな声で、


「うそぉん。俺ほんとカレーの気分だったのに……いや、あの、別にカレー食えるなら、普ふ通つうのカレーでもいいけどさぁ……」


「ハンバーグは？」


「ンなの忘わすれたよ」


「そうやって過か去こに襲った女たちのことも忘れていくのだな？」


「もうなんの話なんだよ……」


　なんて馬鹿話している間にも雨はどんどん強くなってきており、ライナは小さくため息いきをついてから、言った。


「まあいいや。んじゃ、そのカレーがおまけの意味わかんねぇ店が載ってるページ教えろ」


　するとフェリスはうなずき、


「うむ。しかしその前におまえの服で傘を……」


「ぶっ殺すぞてめ……へ？　え？　本気で脱がす気？　うそ、ちょ……」


「ふへへへ～もう抵てい抗こうしても無む駄だだぜお嬢じようちゃん」


「誰だれだよおま……」


　が、その瞬しゆん間かん。


　本当に雨が激はげしく降り出してしまう。


　空が光り、遠くで雷かみなりまで鳴りだして。


「ちょ、フェリス。こりゃふざけてる場合じゃねぇぞ……」


「う、うむ」


「ページ数は？」


「２５ページ目だ」


「おけ」


　言って、ライナは慌あわててページをめくる。右ページの隅すみにあった地図を見る。場所を確かく認にんして、周囲を見回す。


　するとどうもその店は、ライナの真後ろにある店のようで、彼は振ふり向く。


　すると店はあった。


　小さな店。


　薄うす暗ぐらい店。


　というより、灯あかりが全く点ついてない店。灯りが点いてないから、その存そん在ざいがわからなかったのだ。


　そしてその、店の扉とびらの前にかけられている看かん板ばんには、こうある。





『カリー喫きつ茶さペンテンロープ。本日休業』





「って休みかよ！」


「ふむ。そのようだな」


「じゃあどうすんの？」


「いつもの酒場にいくか？」


「結局いつもの店かよ！　いや、ま、いいけどさぁ。あそこ一応カレーあるしな……ハンバーグトッピングしてもらお」


　言いながら、ライナは走り始める。


　フェリスも走り始める。


　そして二人は、いつもの酒場へと向かったのだった。





　　　　◆





　再び場所は戻もどって、ローランド城。


　クラウ・クロムは扉とびらを開けた。


　そして部屋の中を、のぞきこむ。


「お～いシオン、いるかぁ？　きたぞ～」


　しかしそれに、


「…………」


　返事はない。


　部屋の中も、暗い。


「んぁ？　寝ねてんのか？」


　言って、部屋に入る。灯りを点ける。しかし、部屋の中に人の気け配はいはなくて。


「いねぇのかよ」


　そのままクラウはくるくると周囲を見回す。


　いつも通りの部屋だ。書類だらけで、贅ぜい沢たく品ひんなんて一つもなくて、まったく遊び心のない部屋。


　クラウはそんな部屋を眺ながめながら、


「ったく、人のこと呼よんどいて、留る守すってのはどういうことだよ？」


　と、言ったところで背はい後ごから、


「あれぇクラウさん。クラウさんも呼ばれたんですか？」


　そんな声が響ひびいて、クラウは振り返る。


　するとそこには、金きん髪ぱつの、まるで少年のような顔をした男がいる。


　カルネだ。


　その、カルネを見て、


「おまえも呼ばれたのか？」


「はい。なんか、急用があるとかで……」


「で、シオンは？」


「え？　いないんですか？」


「見りゃわかんだろうが」


　クラウが言うと、カルネも部屋の中をのぞきこんでくる。


「ほんとだ。いない」


「な？」


「え、でも、僕ぼく、九時にここにこいって言われたんですけど……」


「俺もだ」


「シオンさん、時間とかは絶対に守る人ですよね？」


「ああ」


「じゃあ、なんでいないんですか？」


　それにクラウは肩かたをすくめる。


「俺が知るかよ。トイレでもいってんじゃねぇのか？」


「あ、下げ痢りでトイレから出れなくて、遅ち刻こくしちゃった～とか？」


「そうそう」


　が、それにカルネは小さく笑い、


「なんて。クラウさんじゃあるまいに」


「[image: ][image: ]？　なんだって？」


「なんでもありませぇん」


　おどけた顔で言いながら、カルネは部屋に入ってくる。


　そのまま周囲を見回し、そして執しつ務む室しつの中にある、簡かん易い寝しん室しつへ続く扉に手をかけると、


「実はシオンさん、愛あい人じんとのアレが盛もり上がっちゃって、時間に間に合わなかった説！」


　なんて馬ば鹿かな発言とともに、勢いきおいよく扉を開けた。


　しかし。


「…………」


　そこにもやはり、シオンはいない。


　暗い部屋に、綺き麗れいに整ととのえられたベッドがあるだけ。


　まあ、隣となりの部屋にいるならその気配に気づかないはずがないのだが。


　クラウはそれに、


「いないな」


「いませんねぇ」


　カルネはうなずいて、寝室へ続く扉を閉じる。


　結局、シオンはこの部屋にいないようで。


　もう一度クラウは周囲を見回すが、もう、探すところもなくて。


　彼は、言った。


「やっぱいねぇな」


「いませんねぇ」


「……んで、いまのおまえの話なんだが……」


「え？　いまの話？」


　カルネが、こちらを向く。


　クラウはうなずいて、


「おまえの馬鹿発言だよ。俺はよく知らねぇんだけど……シオンって最近は愛人がいんのか？」


　するとカルネはああそのことですかという表情になってから、


「さぁ？」


　首をかしげる。


　それにクラウは、


「はぁ？　じゃあ、なんで愛人がどうのこうのって発言が出んだよ？」


「え、だって、男が仕事の時間に遅刻するとなったら、女性との逢おう瀬せが盛り上がっちゃったとか、そういうことしか考えられ……」


「そりゃおまえだけだろうが」


「そうかなぁ？　クラウさんもノアさんとデートするといっつも仕事に……って、あの、黙だまります黙ります、だからその、ぶ厚あつい辞じ書しよは机つくえに戻……」


　が、クラウは無視してそれを思いっきり投げる。


　それにカルネは、


「おわ!?」


　と、声を上げてよけ、さらによけざまに左手でその辞書をつかんで、


「……あ、危あぶないなぁ……おまけにこの辞書、実は結けつ構こう貴き重ちようなものなんですよ？」


　なんて発言に、クラウはうんざりした顔で、


「知るか」


　そう言った。


　しかしカルネは止まらない。辞書のタイトルを見て、それを几き帳ちよう面めんに本ほん棚だなに戻しながら、


「だいたいですね、クラウさん。なんかもう、この一年でノアさんとはかなりいい雰ふん囲い気きになってきてるのに、まああああだ手を出さないっていうのは、どういうことですか？　ちょっと問題がありますよ？」


　それにクラウは顔をしかめ、


「ああもう、おまえウザいよ」


「うざくありません！　だってノアさんがかわいそうじゃないですか。デートして、盛り上がって、そこで寸止めじゃいくらなんでも……」


「す、寸止めって、おまえなぁ……」


　が、カルネはやはり止まらない。


「もうほら、さくっと襲おそって、結けつ婚こんして、子こ供どもでも作って、落ち着いてくださいよ。じゃないと僕は心配で心配で」


「俺はおまえの頭の中が心配だよ……」


「あ、ひどい」


「ひどいのはてめぇだろが」


　言ってから、ため息をつく。


　本当に、こいつと話すと最近はこの話ばかりなのだ。


　二言目にはノアと結婚しろ、ノアと結婚しろと。


　こっちには、まるでそんな気持ちはないのに。


　クラウは顔を上げ、カルネのほうを見てそう言おうとした。


　しかしカルネはそれを遮さえぎって。まるで、いまからクラウが言おうとしたことがわかっているような顔で、


「……戦争が、起こってもです。クラウさん。今後もし、戦争が起こるとして……クラウさんはその戦場で死ぬかもしれなくても……ノアさんはクラウさんと一いつ緒しよにいたいって、思ってると思いますよ？」


　そんなことを言ってくる。


　それに、


「…………」


　クラウはまた、顔をしかめた。


　するとカルネが、


「時間だって、もうないでしょうに。世界の情勢は……」


　そこで言葉は、止まる。


　だが、それだけでクラウはカルネがなにを言いたいのか、わかった。


　もう、そんなに時間はないのだ。


　いまの平へい穏おんは、長くは続かない。


　そんなことは十分わかっている。


　いまはネルファ、ルーナといった隣りん国ごくすべてと同どう盟めい関係になっているおかげで、争いのない、平穏な時間が続いているが、中央大陸あたりではもう、かなりひどいことになっているらしい。


　そしてその火の手は、いずれ南大陸に及およぶはずだ。


　だからいまのうちに……と、カルネは言っているのだ。


　わずかな平穏の間に。


　どうせ突つきつめていけば、人がやれることなんて、二つしかないんだから。


　生と、死。


　その二つだけ。


　だが、


「なら、おまえはどうなんだよ？」


　クラウが聞くと、


「へ？」


　と、カルネは驚おどろいたような声を上げる。


　それにクラウは、


「人の心配ばっかして、自分はどうなんだって言ってんだよ？」


　するとカルネは笑い、


「え？　僕はクラウさんと違ちがって、いたって良好な女性関係を保たもってますよ？　常に三人の貴き族ぞくのご夫人方と……」


　が、クラウはそれを遮って、


「じゃあそいつらと結婚すんのか？」


　吐はき捨てるように言う。


「……え、あ、いやあの……」


「その女どもと、遊びで子供でも作んのか？」


「……それは……」


　言いよどむカルネを無視して、クラウは続ける。


「エスリナは確か十四……いや、もう十五になったよな？　この国じゃもう結婚できる年ねん齢れいだ」


　するとカルネは困こまったように笑い、


「もぉ、クラウさんは冗じよう談だんきついなぁ。エスリナと僕は、いくつ離はなれてると……」


「たかだか四つだろ。離れてるうちに入らねぇよ。俺とノアのほうが離れてる」


「……いやでも」


「フィオルもおまえならって、言ってくれるさ」


「それは関係……」


　しかしそれを遮り、


「おまえ、エスリナのこと、好きなんだろ？」


　そう言った。


　その言葉に、しかし、カルネの表情は変わらない。


　だがクラウには、カルネが内心動どう揺ようしているのが、手にとるようにわかる。


　カルネが、


「いや、あのですね、それはほんとにクラウさんの勘かん違ちが……」


　が、それも遮って、


「もう、俺がおまえと何年付き合ってると思ってんだよ」


「だから勘違……」


「勘違いじゃねぇよ。っていうかな、おまえ、エスリナへの態たい度どがおかし過ぎんだよ。不必要に遠ざけたり、わざと他の女の話題ばっかりしたり……もう、おまえの気持ち、見え見えだぞ？」


　するとそこでカルネはやっと、表情が変わる。


「あの、見え見え、ですか？」


「ああ。ものすごい見え見え……」


「……ああ、なんか……死にたくなってきましたよ」


　カルネの表情が、弱り切ったようなものになる。


　それにクラウは笑った。


「ほれみろ。おまえだって……ここ一年、なんにもできてねぇじゃねぇかよ」


「……うう」


「この負け犬が」


「……ううう」


「よし、じゃあ、さっきおまえが俺に言ったことをそのまんま復ふく唱しようしてやろう。え～、なんだ……戦争が、起こってもだよ、カルネ。今後もし、戦争が起こるとして……カルネは弱っちぃからその戦場であっさり死ぬかもしれないが……それでもエスリナは、おまえと一緒にいたいって、思ってると思うぞ？」


　その言葉に、カルネは顔をしかめ、


「……全然僕が言ったセリフより、嫌いや味みたっぷりになってるじゃないですか」


「細かいことは気にすんな」


「気にしますよ。僕はクラウさんと違って、繊せん細さいに出来てるんですから」


「どこが？」


「このあたりとか」


　と、カルネは胸むねのあたりを手で押おさえて、それにクラウはにやりと笑う。


「痛いなら力ちから一いつ杯ぱいなでてやろうか？」


「死んじゃうからいいです」


　カルネはまた、おどけたような顔で、肩かたをすくめた。


　それで話は、終わりだった。


　結局結論はでない。いつもそうなのだ。この話題は結局うやむやになって。そしてなにもかもがうやむやになって、もう、一年もたってしまった。


　一年。


「……結婚、ねぇ」


　と、クラウが小さく呟つぶやくと、


「え？」


　カルネが聞き返してくるが、クラウはそれに、


「……いや」


　首を振ふる。それから彼は懐ふところから時計を取りだし、見る。時間は九時十五分。もう、約やく束そくの時間から、十五分もたっている。


「シオンの奴やつ、ほんとに遅おせぇな」


　とそこで彼は、近くにあった机を見る。


　確かこの机は、一年ほど前にひょこっと現れて、シオンの回りをうろちょろしだした、タダ飯喰ぐらいのムカツク昼ひる寝ね男の机のはずで。


　その、机に載のっていた本やら辞書やらを全部机の上から払はらい落として、その上に、クラウは座すわった。そして言う。


「……招しよう集しゆう場ば所しよ、間違えたか？」


　するとカルネも、シオンの机の椅い子すに腰こしを下ろし、


「え、でも、僕もここに呼ばれましたよ？」


「ふむ。んじゃ、ほんとに下げ痢りかな？」


「もしくは愛人ですね」


「愛人はねぇだろ？」


「いやいや、ああ見えてシオンさんは……」


　が、カルネはそこで言葉を止め、難しい顔になる。そして、


「いや、やっぱり愛人はないです」


「だろ？」


　それにカルネは不ふ思し議ぎそうな顔でこちらを見て、


「っていうか、シオンさんはどうして全然女っ気がないんですかね？　あの……男色家ってわけでもないでしょう？」


「……ふむ」


「シオンさんこそ、早く世よ継つぎを作る必要があるし、あのフロワードさんにまで心配されてましたしねぇ」


　言って、カルネは笑う。


　それにクラウも笑う。


　そうなのだ。


　英えい雄ゆう王シオン・アスタールは一刻も早く世継ぎを残す必要があるとか言って、フロワードが必死に女をシオンに紹しよう介かいしてる時期があったのだが、それも、すべて不発に終わっていた。


　クラウはそれに、


「そういやあの根暗野や郎ろう、最近シオンに見合いしろとか言わないな」


「あ、そういやそうですね」


「なんでだ？　シオンに彼女でもできたのかね？」


「僕は聞いてませんよ？」


「俺も聞いてない。あ、でも……」


　とそこで、ふと思いつくことがあって、クラウは言葉を止めた。


　それにカルネが、


「え？　え？　もしかして心当たりがあるんですか？」


「いや、あ～、心当たりってほどのもんじゃないが……ほれ、あれだよ。万年眠ねむそうにしてる馬ば鹿か男と、いつも一いつ緒しよにいる女いるだろう？」


「フェリスさん？」


「そいつ」


「あの人美人ですよねぇ～。ちょっと無ぶ愛あい想そうだけど」


「あの女顔だけは美人だから、シオンと釣つり合い取れると思わねぇか？　あいつと付き合ってるから、全然女っ気がないとか……」


　が、カルネはそれに、笑って首を振った。


「ないない、それはないですよ。だってフェリスさん、ライナさんのことが好きですもん」


「んぁ？　そうなのか？」


「そうですよ。じゃなきゃあんな、いっつも二人一緒にいるの、おかしいでしょう？」


「ああ、まあ、そりゃそうか。好きじゃなきゃあんな眠そうで、将来性ゼロ確定みたいな男と一緒にいられるはずねぇしな」


「そうですよ。あそこには愛があるんです。愛が」


「愛、ねぇ」


　と、言って、クラウはあの二人の姿を、少しだけ思い出した。


　一年前に現あらわれて、妙みようにシオンの回りでわーわーうるさくしている二人の姿。


　クラウが見たときは、大たい抵ていあの馬鹿男は眠そうで、女のほうは剣けんであの馬鹿男を殴なぐっていて。


　それに、クラウは、


「……ああいう愛は、嫌いやだなぁ」


「すごい高度ですよね？」


「はぁ？　高度？　なんだよそれ」


「え、だってあれ、そういうプレイでしょ？」


「そうなの？」


「そりゃそうですよ。そうじゃなきゃ、あんなに殴られたら普ふ通つう、死んじゃうじゃないですか」


「……いや、それはちょっと違ちがうような気がするが……」


「違いません。あそこには愛があるんです。愛が」


「っておまえそれ、言いたいだけだろ？」


「あはは」


　カルネは笑ってから、こちらに背をむけ、シオンの机のほうを向く。


　そして、


「…………」


　沈ちん黙もくする。


　それにクラウも、黙だまった。


　そのまま部屋の窓まどの外を見る。


　外はもう、かなり強く雨が降っていた。


　何度か空が光る。


　音が遅おくれてかすかに響ひびく。


「……落ちたのは、けっこう遠くだな。山の向こうか……？」


　そんなことを言った。


　ここのところずっと雨は降ってなかったのに、今日のこの雨の様よう子すからすると、今年は雨季が早いのかもしれない。


　気温も、かなり下がっている。


　季節が変わるのか。


　それに、


「……めんどくせぇな」


　クラウは、小さく呟つぶやいた。


　雨季が早く訪おとずれる年は、いつもより雨の量が多いせいか、かならず洪こう水ずいになるのだ。


　まあ、そっちの方面はこの一年でシオンが相当頑がん張ばったので、雨が多くても持ちこたえるかもしれないが。


　しかし、


「シオンの奴やつ、ほんとに遅ぇな。俺ら呼んだこと、忘れてんじゃねぇのか？」


　クラウは、そう言った。


　が、そこでカルネが、


「クラウさん」


　なぜか低い、小さな声こわ音ねで名前を呼んできて。


　それにクラウは窓から目をカルネのほうを向け、


「ん？」


　聞いた。


　するとカルネは相変わらずこちらに背を向けたまま、


「……あの、僕らがここに呼ばれた理由が、わかっちゃいました」


　なんてことを言ってくる。


　それにクラウは怪け訝げんな表情でカルネを見つめると、


「ああ？　なんだそりゃ？　なんか見つけたのか？」


　しかしカルネは、


「…………」


　答えない。


　やはりこちらに背を向けたままで。


「おい、カルネ？」


「…………」


「なんだよおまえ、うぜぇなぁ……なに見つけたんだ？」


　すると、カルネはこちらを振ふり向く。


　彼は笑っている。いつもの、クラウにいじめられたときに浮うかべる、困ったような微ほほ笑えみ。そして手には、ぶ厚い書類の束たばがにぎられていて。


　クラウはそれに、


「なんの書類だ？」


　聞く。


　しかしカルネは、やはり悲しげに微笑んだまま、


「……その前に、ちょっと、さっきのですね、僕の発言、撤てつ回かいしてもいいですか？」


「へ？　おまえいったい、なんの話してんだ？」


「……ほら、さっきの話ですよ。ノアさんに告白しろって言ったこと……あれ、やっぱり撤回させてください」


　カルネは、そう言った。


　そしてそれだけでもう、わかってしまった。カルネがいったい、なにを見つけたのか。どうして今日、ここに呼ばれたのか。


　終わったのだ。


　砂時計の砂が、みんな落ちてしまったのだ。


「……ああ。そうか」


　クラウは、そう言った。


「そうです」


　カルネが、うなずく。そして、


「見ます？」


　手にした書類をこちらへ差し出してくる。


　しかしクラウはそれに、


「いや」


　首を振った。


「シオンが、あいつが自分で話すだろう」


「ですね。そのために呼ばれたんですしね。でも……シオンさん辛つらいだろうなぁ」


「いや、あいつは……」


　とそこでまた、空が光った。


　今度はすぐに轟ごう音おんが響く。


　それにクラウは言葉を止めて、


「…………」


　しかし、もうなにも言わなかった。
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　時間はもう、十時を回っていた。


　しかし、


「……くそ。雨、やまねぇなぁ」


　酒場から出たところで、ライナは空を見上げた。


　酒場で飲み食いして、フェリスと馬鹿話をして、いつの間にやらシオンからもらった金きん貨かがフェリスの懐ふところに収おさめられていておまえふざけんなよって怒ど鳴なったところでどうせ無む駄だだよねと泣いたりしてるうちに、三時間。


　もう、三時間もたっているのに、雨はいっこうに弱まる気配がなくて。


「これ、酒場に入る前より強くなってんじゃないの？」


　ライナはうめくように言った。


　これじゃ宿に帰るまでに、びしょ濡ぬれになってしまう。


「どうするよこれ、フェリス？」


　と、彼はやはり、酒場から出てくるフェリスのほうを、振り返った。


　すると彼女は、なぜか傘かさを持っていて。


　それも二本。


「っておまえ、それ、どうしたんだよ？」


　ライナが聞くと、彼女は一言。


「もらった」


「誰に？」


「ふむ。一時間前に、私を口く説どこうと近づいてきた、人相が悪い男たちがいただろう？」


「ああ～、おまえが半殺しにした、あの二人組ね？」


　ちなみにその日の夜、フェリスは十六人の男に声をかけられ、あっさり全部断り、最後に妙みようにしついこい二人組をぶっとばしたのだが、


「で、そいつらはどうしたのよ？」


「それが今夜は帰らないから、アネさんが使ってくださいとのことだ」


「アネさん？」


「うむ」


「……おまえ……ほんとすぐ、ああいうのになつかれるよなぁ」


　すると彼女は大きくうなずき、


「美人だからな」


　なんて言って。


　いや、美人な上に暴ぼう力りよく的なのが好まれるんじゃないの？　とか、言いそうになったが、傘を貸してもらえなくなっても困るので、


「……いや、確かにおまえは美人だしね」


　なんて無ぶ難なんなことを言っておく。


　するとどこか彼女は嬉うれしそうに、


「うむ！」


　とうなずいてから、空を見上げた。


「しかしけっこう降っているな」


「ああ。気温もずいぶん下がって、寒さみぃよ」


「今夜は早く帰ったほうがよさそうだ」


「だな。帰ろうぜ」


「うむ」


　彼女はうなずいて、一歩前へ、踏ふみ出す。傘を、開く。それもなぜか、二本同時に。


　そして彼女は、その二本の傘を一人でさして帰ろうと、


「ってちょっと待った～」


　すると彼女は振り返り、


「ふふふ[image: ]」


「いや、ふふふじゃなくてね」


「傘を貸して欲ほしいのか？」


　その発言に、ライナはあきれ顔で、


「いや、っていうより、おまえ傘二本さしてるせいで、隙すき間まから水がこぼれて濡れてるじゃん」


　それに、


「あう」


　フェリスは、小さくうめく。


　そう。


　彼女は無む理り矢や理り傘を同時に天に掲かかげているせいで、隙間から雨に降られて、けっこう濡れてしまっていた。


　おまけに気温が低いので、


「おまえ、いますげぇ寒いだろう？」


「うう」


「馬ば鹿かなことやってないで、さっさと一本こっちによこせよ」


「う、うむ」


　言って、彼女はこっちに傘を放ほうってくる。ライナはそれを受け取る。そしてそれをさすと、一歩、酒場から通りへでる。


　途と端たん、うるさいぐらいの雨音に包まれて。


「すっげぇ雨」


　というライナの言葉に、フェリスが震ふるえる声音で、


「ライナ」


「んぁ？」


「異常に寒い」


「さっさと帰れよ！」


　ライナが怒ど鳴なると、それにフェリスはうなずき、


「では、私はもう帰るぞ。おまえも夜道を裸はだかで走り回って、女を襲おそったりするなよ？」


「……いや、こんなひどい雨の夜に、人が出歩いてるとも思わないけどな……まあ、気をつけるよ」


「うむ。では私は帰る」


「気をつけてな」


「うむ」


「じゃな」


「うむ」


　うなずいて、フェリスは踵きびすを返して、歩き出す。


　その後ろ姿を、ライナはしばらく見つめる。


　すると彼女の足取りは、ライナが少しだけ酒を飲ませたせいか、少しだけふらついていた。


　だが、まあ、だからといって問題はないだろうけど。


　暴ぼう漢かんが二十人襲ってきたくらいでは、暴漢のほうが可か哀わい想そうなことになるだろうし……


　とそこで、彼は体を震わせ、


「ああ、寒い……俺も帰ろ」


　フェリスに、背を向けた。


　そしてライナは歩き出す。


　商店街を途中で曲がり、路ろ地じ裏うらに入ってからまた、少しだけ大きな通りへ出る。


　雨は相変わらず強い。


　ここしばらく降らなかった分を、今夜一気に降らしてやろうとばかりにたたきつけてくる。


　時間は十時をちょっと過ぎたぐらいだ。


　飲み屋に集まるような奴やつらにとっては宵よいの口といってもいいような時間だが、しかし、通りには人気はまったくなかった。


「ま、寒いしね」


　ライナは小さく呟つぶやく。


　この通りを抜ぬければ、もう宿につく。宿までもう、あと数分だ。だから頭の中で、帰ってからのことを少し、シミュレーションしてみる。帰って、風ふ呂ろに入って寝ねようか、それともとりあえず寝て、明日の朝に入ろうかとか。


「いやでも、雨にちょっと濡ぬれたしなぁ……やっぱ風呂入ろうかなぁ」


　なんて呟きながら、彼は歩く。


　それよりも、問題は明日だよなとか、考える。シオンの奴は仕事は終わったからしばらく休んでいいよとか言っていたが、それが噓うそなら、明日また朝起こされて仕事だぞーっとか言ってくるかもしれない。ほんとに明日は、昼ひる頃ごろまで寝てていいのかなぁ。それだったら、幸せだなぁとか、そんなことを考えながら、ライナは、歩く。


　宿までもうすぐ。


　あと、もうすぐだった。


「…………」


　しかし、そこで。


　そこでなぜか、ライナは足を止めた。


　ひどい雨音の中。


　それでも、かすかに人の気配を感じたから。


　傘かさを少しだけ傾かたむけ、視線を上げる。


　すると通りの向こう。


　闇やみの向こうに、一人の男が立っていて。


　この雨の中、傘をさしていない。


　髪かみも、服も、びしょびしょに濡れてしまっている。


　雨に濡れたまま、男は、こちらをまっすぐ見つめてきていて。


　しかし、その男の表情がわからない。


　雨にかすんで、その男の表情がわからない。


　笑っている。


　それとも泣いている。


　そんな、表情。


　ライナはその、男を見つめ、


「……シオン？」


　そう言った。


　すると男は答える。


「……ライナ……」


　彼は、答える。


　その声も、雨の音が強すぎるせいで、どんな感情が込められているのかわからなかった。


　それにライナは言った。


「おまえ、傘もささずになにやってんだよ？　風か邪ぜひくぞ？」


　するとそれにシオンは空を見上げ、降り続ける雨に、いま、気づいたかのように、


「ん？　ああ……ああ、そうだな」


「いや、そうだなっておまえ……ああまあいいや。とりあえず傘入れよ」


　言って、ライナは傘をひょいっと掲かかげて見せて、言った。まあ、いまさら傘で雨を遮さえぎったところで、あれだけ濡れていれば意味はないだろうが。


　それでも、このまま濡れ続けるよりましだろう。


「ほれ、入れよ」


　ライナは言う。


　しかしシオンは、こちらを見ない。


　ただ、彼は真っ暗なだけの空を見上げていて。


「…………」


「っておーい。いったい、なんなんだよ？」


　言って、ライナは顔をしかめる。


　そして彼は、シオンのほうへと近づこうとする。


　一歩、前へ踏ふみ出す。


　しかしそこで。


「……ん～？」


　ライナはまた、足を止めた。


　そして手に持った傘を、もう少しだけ高く掲げる。


　周囲の景け色しきが、よく見えるように。


　やはり雨はひどくて、視界は悪いし、音も聞こえない。


　それでもライナは、目だけで周囲を見回し、さらに、耳を澄すます。


　見えるのは闇。


　聞こえるのは、雨の音。


　風の音。


　そして時折響ひびく、雷らい鳴めい。


　人の気配はない。


　もう、時間も時間だし、この通りはもとからそれほど人が多いわけではないし、なによりこの雨だ。当然だろう。


　だが、その雷鳴の奥おく。闇の奥に、ライナは意い識しきを集中する。


　それは小さな違い和わ感かん。


　かすかな。ほんのかすかな……


　と、そこで、ライナはシオンを見つめ、


「んで？」


　そう言った。


「今度はいったい、俺にどんな面めん倒どうごとを押おしつけにきたんだ？」


　するとシオンは、こちらを見る。やはり表情は、いまいち見えない。


　泣いてるような。


　笑っているような。


　もしくは、いつものむかつく微び笑しようだろうか？


　そのシオンのほうへ、ライナはもう一歩踏みだし、


「仕事は終わったって、おまえさっき言ったじゃんよ？」


「終わったよ」


　さらに一歩、シオンに近づく。


「じゃ、今度はなんだよ？」


「……いや、なんか、急におまえの顔が見たくなってさ」


　シオンはおどけたように言う。だがその声こわ音ねも、風が強いせいか、妙みように震ふるえているように聞こえて。


　ライナはさらに一歩、シオンに近づく。


「はぁ？　おまえなに言っちゃってんの？」


「本気さ俺は」


「きもいって」


「はは」


　シオンは、笑う。


　そしてさらに一歩。


　さらに一歩。


　ライナは、シオンに近づいたところで、その足を止めた。


　もう、そこで、シオンの表情が見えたから。


「…………」


　ライナは、シオンを見つめる。


　雨の中。


　微ほほ笑えんでいる彼の顔。


　楽しげに、嬉うれしそうに、微笑んでいる彼の顔。


　なのに、涙なみだを流している彼の顔を見つめ、ライナは言った。


「おまえ……泣いてんのか？」


「いいや」


「でも、そう見える」


「雨のせいさ」


「そう？」


「そう」


　シオンはうなずいて、また、微笑む。


　涙は確かに、雨のようにも見えた。
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　それにライナは、


「ふぅん」


　つまらなそうにうなずく。そして、


「んで？　おまえはこれからどうしようっての？　俺を……」


　とそこで、言葉を止めた。


　それからもう一度、周囲を確かく認にんする。周囲にいる、ライナを取り囲むようにして殺気を放っている何者かのほうを。


　そしてまた、前へと目を向ける。


　シオンを見つめる。


　シオンは相変わらず、笑っている。


　悲しげな微ほほ笑えみ。


　見てるこっちのほうが辛つらくなりそうな、そんな微笑み。


　それに、ライナは。


「……いつか、こんなふうになるんじゃないかって、思ってたんだよねぇ」


　そんなふうに、半笑いで言う。シオンは答えない。だが、ライナはそれに、半笑いのような、半泣きのような顔で、


「……いつもそうなんだよ。いっつも、突とつ然ぜんそういうふうになって……」


「…………」


　しかしシオンは、答えない。


　だからライナは、彼を見つめて、


「……なぁシオン」


「…………」


「おまえ」


「…………」


「おまえ俺を……殺したいのか？」


　そう聞いた。


　するとそれにシオンは、


「…………」


　やはり答えなかった。


　ただ、こちらを見つめてくるだけ。じっとこちらを見つめてくるだけ。


　愛いとおしげに。憐あわれむように。悲しげに。楽しげに。そこにはいろいろな感情がないまぜになっていて。


　でも、微笑んでいる。


　いつもの微笑みだ。


　完全無欠の王様と呼ばれた彼の、完かん璧ぺきな微笑み。


「…………」


　だが、最後に。


　その表情が最後に突然。


　崩くずれた。


　いつも完璧なはずの微笑が、くしゃくしゃに歪ゆがむ。


　まるで子供のような、いまにも声を上げて泣きだしそうな顔になる。


　そして彼は言った。


「……ごめん、ライナ……」


　それは震える声。かすれるような、まるで悲ひ鳴めいを抑おさえ込こんでいるような声で、


「……約束を守れなくて……ごめん……」


　シオンは、そう言った。


　それにライナは、


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　いや、言う暇ひまがなかった。


　彼の周囲で、一気に殺気が膨ふくらんだから。


　闇やみの中に潜ひそんでいた影かげが、その姿を現わす。


　左右と後方。


　気配だけで、そいつらの強さがわかった。


　状じよう況きようは、かなりやばい。


　だが、ライナは動かない。


　ただ。


「…………」


　ただ、寂さびしげに笑うだけで。


　そして小さく、


「……ああ……そうか……」


　そんなふうに呟つぶやく。半眼で、あきらめたように、寂しげに呟く。


　だって、仕方ないと思ったから。


　こういうことにはもう、慣なれていたから。


　自分は『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化ばけ物もので、人を傷付けるだけの嫌きらわれ者で。


　本当なら生きてる価か値ちなんてない、怪かい物ぶつで。


　だから、大切な人に裏切られるのには、もう慣れてしまっていたから。


　いや、ずっと自分ですら、そう思っていたのだ。


　早く消えたほうがいいって。


　早くこの世界から、消えたほうがいいって。


　もうこれ以上誰かを傷付ける前に。そのことで深く傷ついてしまう前に、早く死んだほうがいいんじゃないかって。


　自分でもそう思っていたのだ。


　なのにだらだら今日まで生きながらえて……


　そしてまた、大切な人を一人、傷付けた。


　目の前のシオンを見る。


　シオンは泣いている。


　胸を押おさえて泣いている。まるでそこに空いた穴あなを押さえるかのように、胸の服を、破れそうなほど強くつかんでいる。


　深く、傷ついた表情。


　深い絶望の顔。


　とそこで、声が響ひびく。


　また、あの声。


『醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢ゆめを見ていた？』


　それにライナは泣きたくなる。


『知っているはずなのに。君の血塗ぬられた化物の手では……なにも摑つかむことができない……どこにも、届とどくことはない』


　それにライナは、泣きたくなる。


『こいつは生きているだけで世界に害なす、化物だ』


　それにライナは、泣きたくなる。


　そんなのは自分が一番わかってるよと、叫さけびたくなる。


　でもそれでも……夢を見たんだ。


　叶わぬ夢を見たんだ。


　それはフェリスが……あいつが、こんな俺でも必要だと言ってくれたから。


　それはシオンが、俺に一いつ緒しよにいこうって、おまえが必要だって言ってくれたから。


　だから夢を見てしまった。


　馬ば鹿かな夢を。


　ずっとみんなで笑って、泣いて、怒ど鳴なって、また笑って、そんな日々が、ずっと続くんじゃないかって。


　そんな馬鹿な夢を見てしまった。


　なのに。


　なのに結果は、


「これか……」


　ライナはやはり、なにもかもあきらめたような声で呟く。


　なぜ、いまになってシオンが自分を殺したいのか、それはわからなかった。


　だが、それでもいいと思ったのだ。


　一いつ瞬しゆんだけ、ここで死ぬのも悪くないと思ったのだ。


　シオンに殺されるんなら。


　一度は自分を必要だと言ってくれたあいつに殺されるんなら、それはそれで上出来なんじゃないかって。


　とそこで。


　殺気の主が、ライナに到とう達たつする。


　なにかが。


　なにかがライナの首を切り裂さこうと迫せまる。


　それにライナは目を閉じ、


「…………」


　しかしその、閉じた目の裏に突とつ然ぜん、妙みような映像が浮うかぶ。


　それはあの、迷めい惑わく暴ぼう走そうだんご娘むすめの顔で。


　いつもは無表情なのに、頭に浮かんだのはいまにも泣きそうな、寂しげな顔で。


　そして彼女は言った。


『……馬鹿が。おまえが死んだら……』


　とそこで、ライナは目を開く。


　とっさに横から放たれたなにかを、つかんでしまう。


　その動きに、


「あら？」


　自分で驚おどろく。


　死ぬつもりだったのに、なぜか体は反はん応のうしていて。


　横から襲おそいかかってきた何者かの腕うでをつかみ、関節を極きめ、折おる。そのままそいつを投げ飛ばす。それも、左から襲いかかってきた奴やつへ向かって。それだけで左の刺し客かくも始末する。


　さらに後ろからの攻こう撃げきをしゃがむだけでよけ、さらに立ち上がりざまに後ろ回し蹴げりを後方へ放つ。


　するとそれは、後ろから襲いかかってきた敵の、頭部のあたりにヒット。


　敵は吹ふっ飛ぶ。


　これで、敵はすべて始末した。


　まるで流れるような動き。相手を見もせずに、気配だけをたよりに、体が動いてしまう。


　後方へ吹っ飛んでいく敵が、地面に落ちる。そしてもう、起き上がらない。


　それを確かく認にんしてから、ライナは再びシオンのほうを向いた。


　雨の向こう。


　闇やみの向こうにいる、姿を見つめて……


「……なんか……あ～、悪ぃ、シオン。俺、おまえに殺されてやれねーわ」


　ライナはそう言った。


　それにシオンは、


「…………」


　答えない。


　だが、ライナは続ける。


「なんか……なんかさ、俺なんかが死んでも……寂さびしがる馬ば鹿かのことを、急に思い出しちゃってさ」


「……それは、フェリスのことか？」


「ああ」


「ふぅん。例のあの、『……馬鹿が。おまえが死んだら……寂しいだろうが……』っていう、あれ？」


「……いや、あの、言い直されると照れるけどさぁ……」


　と、ライナは頭をかいてから、言った。


「でも、もう俺は、逃にげるのはやめたんだ。あいつを傷付けたくないしな」


　それに、シオンは微ほほ笑えんで、


「……そっか……でも、俺だって、おまえを失うのは寂しいんだぞ？」


「そうなの？」


「ああ」


「じゃあなんで殺すのよ？」


「……必要だから」


「理由の説明は？」


「できない」


「それ、ひどくない？」


　するとシオンは肩かたをすくめ、


「いつだって……現実はひどいよ」


「ああ……まあな。でも、それなら」


　と、ライナは体たい勢せいを低くし始める。全身に力を込める。


　シオンに──親友に向かって、戦せん闘とう態たい勢せいを取る。


　そして、言った。


「なら……殺されるわけにはいかない。そうじゃなくてももう、約束してんだよ。俺を殺す奴は、決まってるんだ」


　そう。


　約束しているのだ。


　もう、二度と逃げないと。


　人を傷付けることから、もう逃げないと。


　自分の中の化物から、もう逃げないと。


　そしてもし、その化物に負けることがあったら……


　そのときは俺を殺してくれと、フェリスに言って。


　それに彼女は……うなずいてくれたのだ。


『……それで、おまえが戻もどってくるなら』


　彼女はそう言った。


　彼女にとってはなんの得もない約束なのに。気分が悪くなるだけの、最悪の約束なのに。


　彼女は、そう言ってくれた。


　だから、


「……おまえに殺されるわけにはいかない」


　ライナは、シオンに向かって言う。


　するとシオンは困ったように、


「それも、フェリスとの約束か？」


「そう」


「なんか……フェリスとばっかり約束して、嫉しつ妬としちゃうなぁ」


「まぁたキモイこと言う」


「はは……まあ、でも仕方ないか。約束を先に破ったのは、俺のほうだ」


　その、言葉に。


　ライナはシオンを見つめて、


「……俺はまだ、おまえのこと親友だと思ってるよ」


　するとシオンはまた、顔を歪ゆがめた。


　泣き笑いのような、そんな顔。


「……俺もさ」


「でも、殺すと？」


「ああ」


「もう決めたんだな？」


「ああ」


「じゃあ……」


　そう、ライナは小さく言った。


「……じゃあ……仕方ないか」


　それにシオンはうなずく。馬鹿みたいに悲しそうな顔。


「ああ。仕方ない」


　そして彼も、腰こしを落とす。


　腰からナイフを抜ぬく。


　そして、


「終わりにしよう、ライナ」


　そう、言った。


　終わり。


　もう、終わり。


　そうだ。終わりはいつだって、突然訪おとずれる。


　待ってくれと叫さけんでも、それは止まらない。


　いつだってそうだった。大切だと思ったものは、大切だと思えば思うほど、すぐに消えてしまう。


　一瞬でもあきらめたら、すぐに手からこぼれ落ちてしまう。


　あきらめて、失って。


　あきらめて、失って。


　ずっと、ずっとその繰くり返し。


　そしてそれを、いままでは仕方ないと思ってたんだ。


　自分は化物で、全まつとうに生きる資し格かくなんかないんだから。


　回りにいる奴らが泣いて。あの娘むすめが泣いて。ビオが泣いて。キファが泣いて。トニーが泣いて。タイルが泣いて。ファルが泣いて。ラフラが泣いて。プエカが泣いて。


　最後にはフェリスまで泣かして。


　それでも仕方ないって思ってたんだ。


　どれだけ欲ほしいと叫んでも、大切なものはすぐに消えてしまうから。


　すぐに終わりがきてしまうから。


　自分は化物で、生きる価値のない人間で……


　なら。


　なら、最初から欲しがるのはやめようって。


　最初からあきらめていようって。


　そしてまた、失う。


　そしてまた、終わる。


　シオンが言った。


　終わりにしようと、シオンが言った。


　そのシオンは泣いている。


　まただ。


　また、大切なものが泣き叫んで、消えていこうとしている。


　終わり。


　終わり。


　終わり。


　終わりだ。


　なにもかもが、簡かん単たんに終わっていく。


　なにもかもが、自分の手から、簡単にこぼれ落ちていく。


　あきらめて、失う。あきらめて、失うの、繰り返し。


　前の自分なら、それを仕方ないとあきらめたかもしれない。


　前の自分なら、それは仕方ないとあきらめたかもしれない。


　だが。


　だがそれに、ライナは笑った。


「……残ざん念ねんながらシオン、終わんねぇよ。おまえは俺に、勝てない」


「勝てるさ」


　が、ライナは首を振ふって、


「いいや、おまえは勝てないね。俺が全力でやったら、すごいんだぜ？　んでもっておまえをぼっこぼこに殴なぐったあと、おまえがなににそんな悩なやんでんのか、親友のライナさまが全部聞いてやる」


　それにシオンは、


「…………」


　もう、答えなかった。


　だが、ライナは続ける。


「ついでにフェリスも呼んできて、おまえの馬ば鹿かな悩みを、ダッサ～って笑い飛ばしてやるよ」


　そう。


　もう、決めたんだから。


　もう、変わったんだから。


　大切なものに出会ったら、もう二度と失わないようにしようって。


　少なくとも、少しは頑がん張ばろうって。


　フェリスに出会えて。


「…………」


　シオンに出会えて、初めて、そう思えたんだから。


　だから。


　だからライナは、シオンに言った。


「……俺はあきらめないぞ」


「…………」


　ライナは、シオンに言った。


「おまえがどれほど思い詰つめて……どうにもならなくなって……闇やみに沈しずんで、暗いところから出られなくなっても……」


「…………」


　ライナは、シオンに向かって、強く言った。


「俺はおまえを……あきらめてやらない」


「…………」


　シオンは、答えない。


　だが、ライナは気にしない。手を差し出し、言う。


　それはずっと昔に言われた言葉。


　ずっと昔に、シオンが言ってくれた言葉。


　ライナは、シオンへ向けてまっすぐに手を差し出し、言った。


　強く。


　強く、


「……俺といこう。シオン」


　ライナは、そう言った。


「…………」


　シオンの表情は、変わらない。


　いや、これ以上もう、変わりようがないほど、歪ゆがんでいる。


　まるで痛みに耐たえるような、辛つらさに耐えるような、そんな顔。


　彼は小さな、か細い声で、


「……いや……おまえはここで、死ぬ」


「死なない」


「死ぬよ」


「死なない。そんなに泣いてるおまえを救すくい出すまでは、死ねない」


「………………」


　それにまた、シオンは黙だまる。


　天を仰あおぐ。


　まるで涙なみだを洗い流すかのようにしばらく雨に打たれ、シオンは大きく息を吸う。


「…………」


　そして彼は、再びこちらを見た。


　涙は、もう流れていなかった。


　ただ、こちらを愛いとおしげに見つめ、笑うと、


「……ああ、やっぱり……やっぱり俺の決断は正しかったよ」


「だ～からその決断ってのがなんなのか、先に俺に説明し……」


　が、それを遮さえぎって、シオンはナイフを構かまえる。


　そして、


「……俺はおまえを救う。たとえ世界がどうなっても……」


「へ？　っておまえ、なんの話を……」


「終わりだライナ」


「いやだからもうちょい説明を……」


　が、シオンは動き始める。


　ナイフを低く構え、まっすぐこちらに走り始める。


　それにライナも、


「ああくそ」


　身構えた。


　出会ってもう、数年。まだ、シオンと真しん剣けんに戦ったことはないが……


「…………」


　ライナはシオンを見み据すえる。すると彼の動きは、ライナが予想したよりも速はやかった。


　だが、それでも、


「……おまえ、そんなんで俺を殺そうなんて」


「思ってないさ」


「なら……」


　が、そこでライナは言葉を止めた。


　なぜなら背後で。


　背後で、さっき倒たおしたはずの敵の気配が、再び復活したから。


　そして強大な殺気が、ライナに襲おそいかかろうと……


「おわっと!?」


　それをとっさに、ライナはよける。


　背後を振り返る。そして襲いかかってきた敵をもう一度殴り倒そうと……


　が、そこで、


「……へ？」


　ライナは、思わずそんな声を上げてしまった。


　なぜなら目の前に、誰もいなかったから。


　強大な殺気に反応して振り向いたのに、そこには、誰もいなかったから。


　本当にそこには、誰もいなかった。


　復活したと思った刺し客かくは、少し離はなれた地面に倒れている。


　黒くろ装しよう束ぞくを着込んだ、刺客。その刺客は完全に気絶して、地面に倒れていて。


　目の前には、誰もいない。誰も襲ってきていない。


　なのに殺気は、膨ふくれあがるばかりで。


「なんだぁ……？」


　ライナは、周囲に気をくばる。だが、やはり誰もいない。


　誰もいない空間から殺気が……


　しかし、


「……あ」


　そこで、ライナは気づいた。


　彼の前にある、地面。その地面に倒れている黒装束を着た刺客の姿が、徐じよ々じよに小さくなっていっていることに。


　というよりも、地面に倒れている黒装束の中身が……地面に溶とけだしている。


　人の体が、ずず、ずずずっという奇き妙みような音と共に、液体化し、雨に混まじっていく。


　それは異常な光景だった。


　そしてその光景を……


「……シオン、おまえまさか……」


　その光景を、ライナは知っていた。


「おまえ、まさか……」


　人が液体化する。


　そんな異常な光景を、ライナは知っていた。


　それはかつてのローランド。


　あの狂くるった時代のローランドで行われていた、狂った実験。


　狂った、人体実験。


　その中でもこれは、最悪の実験だった。


　理論だけ完成して、全く成功しなかった実験。


　百人この実験の対たい象しようになれば、百人が死んだ実験。


　それも、母親の腹から無理矢理胎たい児じを取り出して行われる、最悪の実験。


　当然、シオンがこの国の王になって、その実験は即そく座ざに禁止された。いや、人体実験のほとんどは、禁止されたはずだった。


　全結界も。腐ふ食しよく法ほうも。エイム忌き呪じゆも。すべてが禁止されたはずだった。


　だからこれは、完成しなかったはずの実験。


　この世に存在しないはずの実験。


　だが、なんでそれが、ここにいる？


　なんで。


「……おまえ、まさか……」


　ライナは、震ふるえる。シオンのほうを見る。


　そんなはずない。こいつが、シオンが、そんなことをするはず。


　が、シオンはナイフを構えたまま、あっさり、


「……ああ、俺が完成させた」


「噓うそだっ!?」


「本当だ」


「なんでだよっ!?」


　ライナは叫さけぶ。


　だがシオンはそれに、


「……おまえによそ見をしてる暇ひまが、あるのか？」


　そう言った。


　刹せつ那な。


　ライナのすぐ、足あし下もとで殺気が爆ばく発はつする。


　なにもない、ただ、濡ぬれているだけの地面から、突とつ然ぜん半はん透とう明めいの腕うでが飛び出してきて、彼の足をつかもうと、
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「くそっ」


　ライナはその場を飛び退のいた。


　しかし飛び退いたさきには、また、別の刺客がいる。


　別の。


　また別の、人体実験の犠ぎ牲せい者しや。


　こちらもすでに、人の姿をしていない。


　黒装束の中、腕らしきものが四本生えている化物。


　その腕が、ライナに襲いかかろうと……


　が、彼はそれをよける。受け止める。だが受け止めた手の平の部分で、ジュッという音がして。


「がぁっ」


　彼は、苦痛の声を上げた。


　刺客の腕が、まるで火のように熱い。


　そしてその腕を、また、ライナのほうへ。


「くっ」


　それにとっさに、彼はその、刺客の顔を、つかむ。


　そして首ごとへし折ろうとして……


　しかし。


「あああああ、くそがっ!?」


　しかしライナはそれを、折れない。殺すことができない。


　その間に刺客の炎ほのおのように熱い腕がライナの肩かたを焼いて、


「ぐぁああ」


　ライナは苦く悶もんの声を上げる。


　さらに、背後からシオンがナイフを、


「……敵に情なさけをかけるからだ」


　ライナの首に突つき立てようと……


　が、ライナはそれを左手で押おさえる。しかしシオンの勢いは止まらない。そのまま地面に押し倒される。上から、ぐいぐいとナイフを押しつけてきて。


　それを跳はねのけようと、ライナは両足をぐいっと高く上げ、それから地面にそれをたたきつけ、強く飛び上がろうとする。


　しかし、その足は何者かにつかまれてしまい、動かなくなる。


　あの、液体化した刺客がつかんだのだ。


「くそ」


　ライナはうめく。


　さらにその、シオンの向こう側では、もう一人いた刺し客かくが光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始めていて。


　それもそれは、ライナが初めて見る魔方陣。


　禁呪だ。


　あまりにも効こう果かが大きすぎるから。


　解呪する方法がまるでないから。


　あまりにも使用者に代だい償しようを強しいすぎるから。


　そんなありとあらゆる理由で禁じられた、魔法。


　その、禁呪を使おうと……


「やべぇっ……」


　ライナは唸うなって、目を一度、閉じる。


　再び開く。


　すると彼の黒い瞳ひとみの中央に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが輝かがやき、浮うき上がる。


　特とく殊しゆな瞳。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』と呼ばれる、特殊な瞳。


　誰もが忌いみ嫌きらう、化物の刻こく印いんだ。


　しかしその瞳は、すべての魔法を見み透とおす。


　それはたとえ、禁呪でさえも。


　ライナは、シオンの向こう側で発動しようとしている魔法を、見る。


　するとその魔法のすべてがわかる。


　効果。反応。発動方式。展てん開かい時間に、その、解呪法まで。


　そしてその禁呪は。


「…………」


　やはり、最悪の魔法だった。


　決して解くことのできない呪のろいを放つ代償として、使用者の体の組そ織しきを、腐くさらせる。


　たった一度その魔法を使っただけで、使用者の皮ひ膚ふは崩くずれ、内ない臓ぞうは溶け、全身が腐り果ててしまう。普ふ通つうの人間は、決して使うことのできない魔法だ。


　しかし、その刺客は平然とそれを使用しようとする。


　いや、使用することができる。


　なぜなら、その刺客には別の魔法がかかっているから。


　ライナは『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』で、刺客の姿を見る。するとその刺客は喉のどの中央に、複雑な形の魔方陣を刻みこまれていて。その魔方陣は……ライナの知っているものだった。


　腐食法という実験を行うための、魔方陣。


　全身を腐らせ、痛みを麻ま痺ひさせ、体を破は壊かいされても戦い続けることのできる化物を作るための、実験。


　全身を腐らせながら生き続ける化物を作る、実験。


　その、実験の犠牲者が、禁呪を使おうと……


　だが、


「させるか」


　ライナはそれを発動する前に消し去ることのできる魔方陣を、シオンのナイフを押さえているのとは反対の手で、描こうと、空間に躍おどらせ……


　が、そこで。


　その腕が、焼かれる。


「うぁああああああああ」


　例の、炎の腕を持つ刺客に腕を焼かれ、地面に押しつけられて、ライナは悲鳴を上げる。


　そんな間にも、禁呪は完成して、


「陛へい下か、離はなれてください。完成しました……」


　そう言った。


　だが、シオンはそれに、首を振ふる。


「……いや、いい。魔法は解かい除じよしろ」


「で、ですがそれでは陛下が……」


　しかしやはり、シオンは首を振って。


「心配するな。大だい丈じよう夫ぶだ。ライナは俺が殺す」


「……わかりました」


　それであっさり、禁呪は解除される。


　その刺客は、シオンの命令に従順だった。


　体が腐り続けてしまうような実験をされたのに、まるでシオンに心しん酔すいしているような、そんな声こわ音ね。


　それも、洗せん脳のうとか、そういった感じでもない。


　それにライナは、シオンを見上げ、


「……おまえ……おまえはいったい、この国でなにをしてるんだ？」


　するとシオンはまた、さっきとは違ちがう、まったくの無表情で、


「……別になにも。普通のことだ。必要なことを、必要なだけ選んでいる」


「で、必要だから、人体実験をしたと？」


「…………」


「必要だから、俺を殺すってのか？」


「……もう、おまえと話すことは……」


　だが、ライナはそれを遮さえぎり、


「いいから答えろっ！　おまえはいったい、ここでなにをやってる？　なにを背せ負おい込んでる？　俺じゃおまえを助けられないのか？」


「…………」


「おまえ、一年前に俺に言ったじゃねぇかよ。なんで思い詰つめる前に相談しないって。辛つらいなら辛いって、なんで教えてくれないって。だけどそりゃ、こっちのセリフだ。なんで話さない？　なんで一人で抱かかえ込む？　おまえの言った臭くせぇ言葉、そのまま返してやるよ。俺らは他人なのか!?　親友じゃなかったのか!?　答えてみろ、シオン・アスタール！」


　ライナは、怒ど鳴なった。


　だが、シオンの表情は変わらない。もう、なにも見ていないような、虚うつろな表情で、


「……終わりだライナ」


「終わりじゃねぇよ。いいから答え……」


　しかしそれを遮り、


「終わりだ。おまえを殺す」


　そしてぐっと、シオンは体重をかけてくる。ナイフが、首に近づく。左腕一本じゃ、それを支ささえきるのは、きつい。


　だがライナはそれでも、


「おまえに俺は殺せない！」


　怒鳴った。


　しかしその声は、シオンには届かない。


　それでもライナは、怒鳴った。


「おまえに、おまえに仲間は殺せない！」


　しかしその声は、シオンには届かない。


　まるでどこか遠くにいるかのように、なんの反応もしない。


　遠く。ひどく遠く。


　それはまるで、闇やみの中だ。


　ライナの知らない、闇の中。


　雨。


　暗闇。


　ローランド。


　人体実験。


　無表情のシオン。


　泣いているシオン。


　英えい雄ゆう王。


　完全無欠の……それでいて、孤こ独どくな王様。


　そして、豹ひよう変へんしてしまった王様。


「……おまえ……おまえはいったい、いま、どこにいるんだ？」


「…………」


　しかしやはり、シオンは答えない。


　ただ、さらに力を込めてくる。ナイフに力を込めてくる。本気なのだ。本気でこいつは、殺そうとしている。


　だが、ライナはシオンをにらみつけ、言った。


「……引き戻もどすぞ。おまえがどこにいても、引き戻す」


　そのために。


　ライナは、目を鋭するどく細めた。


「……少し、本気になる」


　言って、左ひだり腕うでに力を込める。


　そしてシオンのナイフを持っている手の、指を、二本折った。


「うぁ」


　シオンの表情が歪ゆがむ。


　しかしライナは止まらない。そのまま、炎ほのおの腕に押おさえられていた右腕の、指先だけですでに描いていた小さな魔ま方ほう陣じんを発動させ、


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲い光づち！」


　刹せつ那な。


　小さな、ほんの小さな稲いな妻ずまが発生する。それは普ふ通つうの『稲い光づち』とは比くらべものにならないぐらいに弱い、ほとんど殺傷力のない魔法。


　それも腕を押さえられているせいで、魔法が放たれる方向すら、指定できない。


　だが、ライナは指を、地面に向ける。


　雨に濡ぬれた、地面。


　瞬しゆん間かん。


　魔方陣から放たれた雷いかずちが、雨に濡れた地面に放たれ、そして、水の上を這はう。


　ライナの右腕を押さえている炎の腕を持つ刺し客かくを、足を押さえている液体状の刺客を、そしてライナ自身の体を、その雷らい撃げきは襲おそって。


　しかし、ダメージはない。


　ただ、ちょっと驚おどろく程てい度ど。


　でもそれで十分。


　右腕と、足の拘こう束そく力りよくが一瞬だけ弱る。その隙すきをついて右腕を抜ぬき、足を抜く。


　さらにすぐさまシオンの腕を折り、ナイフを奪うばうと右にいる炎の腕を持つ刺客の足をナイフでえぐる。


「ぎゃああああああああああああああ!?」


　悲ひ鳴めいを上げ、地面に倒れる刺客を無視して、さらに右手を、大きく動かす。


　今度は大きな『稲い光づち』を放つためだ。


　液体状の刺客のほうは、それでなんとかできるはずだった。まあ、死なないように手て加か減げんは必要だが。


　さらにシオンの後方の腐ふ食しよく法ほうの犠ぎ牲せい者しやも、敵の数が減れば、楽勝だろう。


　あとはシオンを殴なぐって気絶させて、それでフェリスん家ちかなんかに連れていって無理矢理事情を聞き出せば、それでなんとかなるはずだ。


　大丈夫。


　うまくやれる。


　シオンを、こいつを救うことだって……


　しかし。


「…………」


　シオンが、ライナの描えがいている光の魔方陣を見る。


　やはり虚うつろな、遠くを眺ながめているような顔。


　そして手をそっと差し出してくる。ライナの、魔方陣を描く手を邪じや魔まするかのように。


　だが、


「遅おせぇよ。もう、発動した。


　求めるは雷鳴〉〉〉・『稲い光づち』」


　ライナは呪じゆ文もんを、唱となえる。


　魔方陣に、稲妻が生まれる。


　もう、ここまできたら直接魔方陣の構造をいじらなければ、魔法は止まらない。


　なのにシオンは、手を差し出す。指が、二本折れた手。そしてその手を、まるで扇あおぐかのように、ひょいっと振った。


　瞬間。


　ライナの魔法を囲むように、奇き妙みようなものがいくつも生まれる。


　それは黒い、剣けんのようなもの。


　黒い。


　黒い。


　夜よりも黒い、漆しつ黒こくの剣。


　剣からは煙けむりのようなものが出ている。形を変え、ゆらゆらと揺ゆれている。


　黒い煙。


　形を変える煙。


　そしてその煙がなんなのかを、なぜかライナはわかってしまった。


　どこかで、見たことがあるのだ。


　どこかでそれを、見た記き憶おくがあるのだ。


　それは──


　その黒い煙は、血の色なのだ。


　どす黒い、血の色。


　あのとき見たのは、鎧よろいだった。


　血でできた鎧。


　夢の中。


　そう。夢の中だ。


　あの、赤い扉とびらの向こうにあった景色。


　泣きながら剣を振ふるう男が着ていた、鎧。


　夢の中。


　男は剣を振るう。


　泣きながら剣を振るう。


　強い意志のもと。


　強い決意のもと。


　彼は泣きながら剣を振るう。


　最初は女。


　信じられないほど美しい、女。


　まばゆいほどの神こう々ごうしさ。


　女め神がみ。


　そう、きっと彼女は女神だ。


　その、女神を、殺す。


　彼は泣きながら、女神を殺していく。


　一人。


　二人。


　三人。


　四人。


「な、なんなんだこれは……」


　ライナは、震ふるえた。


　だが、頭に浮うかぶ記憶は止まらない。


　女神を殺し、殺し、殺して。


　殺すうちに、やがて涙なみだは涸かれる。


　男は笑えみすら浮かべる。


　その男の顔に、見み覚おぼえがある。


　なぜか見覚えがある。


　五人。


　六人。


　七人。


　八人。


　血で、血で、景色が汚よごれていく。


　血で、血で、世界が汚れていく。


　女神はそれで、すべてだ。


　この世の、すべて。


　それで、すべては終わる。


　これで、世界は終わる。


　そして。


　その世界を殺した男の顔に、見覚えがあった。


　血の鎧を着た男に、ライナは見覚えがあった。


　ライナは。


　ライナはそっと、シオンを見上げる。


「……おまえ、いったい……」


　とそのとき、ライナの描いた魔方陣が消えた。


　シオンが生み出した血の剣に刺さされ、この世から完全にかき消えてしまった。


　それにライナは、


「……そんな」


　驚きよう愕がくする。


　なぜなら、いま、自分が放ったはずの魔法の構造を、魔法形式を、いや、それがなんの魔法だったのかすら、突とつ然ぜんわからなくなってしまったから。いや、まるで初めからそんなものはなかったかのように、いま、ライナがそこに展開していた魔法がなんだったのか、彼は忘れてしまったから。


　確かにいま、ライナはなにかの魔法を使ったはずだった。


　だが、それがなんだかわからない。


　ぽっかりと記憶に、心に穴を空あけられたような、そんな感じ。


　シオンが、その魔法の存在自体を、殺してしまったのだ。


　だが彼の殺さつ戮りくは止まらない。


　シオンは、こちらを見下ろす。


　だがそこにいるのは、もう、ライナが知っているシオンではない。


　いや、形はシオンなのに、それはもう、人に見えなかった。


　全身の皮ひ膚ふが、金色に輝かがやいている。


　その体の下には、絶望が這はい回っている。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』で見ても、まるで理解することのできない、複雑な紋もん様よう、呪文、魔法、絶望、この世のありとあらゆるものが、シオンの皮膚の下を這い回っている。


　その呪じゆ詛そが、世界に広がる。


　闇やみが、闇よりも深い黒が、世界を埋うめ尽つくす。


　景色が消えた。


　街が消えた。


　まるで、別の時空に飛ばされたみたいに、世界の景色が消えた。


　そしてシオンは言う。


　金色の瞳ひとみでまっすぐにライナを見つめ、シオンは言う。


　だがそれも。


　それももう、人の声ではなかった。





《……アア、アアア、ライナ、アア、アアア、ここにいたか……我わが、我が愛いとしい……悲しい……寂さびしがりの悪あく魔まよ……君のおかげで、剣を出せた……》





　シオンの口から出たものじゃない。


　世界の。


　世界のすべてから響ひびいてくるような、そんな声。


「お、おまえは……」





《時間か。時間だ。その時間。始めるのか。そう。始めるのか。君を喰くらう。そして【真しん】になろう。『すべての式を解とくもの』よ……アアアアアア、ここにいたのか、アアアアア、ここにいたのか……なら。


　なら喰おう》





「だ、だからおまえはなにを……」


　しかしシオンは……


　いや、そヽいヽつヽは、その言葉を遮さえぎる。


　手を、絶望が這い回る掌てのひらをライナの首にそえる。


　それだけで、


「………………」


　ライナは、言葉を失う。


　なにもしゃべれなくなる。


　そヽいヽつヽはただ、虚うつろな顔のまま、続ける。





《永遠。永遠の地じ獄ごくを彷さ徨まよう時間。君をそこにオクル。オクル。オクル。アアア、フフフフフ、アアアアアア……さあ喰らおう。世界が待ってる。さあ喰らおう。世界が…………………………》





　しかし、そこで。


　ライナの胸。


　彼の胸から突然、手が、飛び出す。


　細い手。


　白く、細い腕うで。


　それは女の手だった。


　そしてその手のことも、ライナは知っていた。


　あの夢の中で出てきた手だ。


　ライナを愛してると言って、泣いていた女の手。


　その手が、ライナの胸から飛び出す。いや、ライナの胸にいつの間にやら刻きざまれていた、黒い文字のような紋様の場所から、その手は飛び出している。


　そしてその手は、シオンの腕に絡からみつき、


「……まだ……まだ、その時間ではないでしょう？　止まりなさい」


　声が響いた。


　それも、ライナの中から。


　女の。


　あの、女の声。


　誰だかわからないのに、聞くだけで懐なつかしくて涙なみだが出そうになる、あの女の声。


「………………」


　しかし、ライナはなにも言えない。


　声が出ない。


　叫さけびたいのに。女の名前を、シオンの名前を叫びたいのに、なにも言えない。


　ただ、なにもできずに倒たおれていて。


　とそこで、シオンが首をかしげ、





《おまえは、ダレだ？　αアルフアか？　いや、αではないな。なら、邪じや魔まをするな。我われは【真】になるのだ。これを喰らって……『すべての式を解くもの』を喰らっ……》





　が、それに女が言う。


「もうやめなさい。いまは、時ではないでしょう？　それはあなたもわかっているはず。出てきなさい、ωオメガ。『すべての式を編あむもの』よ……」


　その、彼女の問いかけに……


　そいつは現れた。


　シオンの後ろ。


　まるで。


　まるで最初からそこにいたかのように、そいつは現れる。


　金色の髪かみに、フェリスによく似た、異常なほど整った容姿。


　ルシル・エリスだ。


　その、ルシルが微ほほ笑えんで、


「……やぁ、まさか、ここまでするとは……少し、あなたがたを侮あなどっていたなぁ、【　　　　　　　　　　】公こう爵しやく夫人」


　なぜか、途と中ちゆうが聞こえない。


　だがそんなことはどうでもよかった。


　それよりいったい、いま、ここでなにが起きている？


　なぜここで、ルシルが出てくる？


　ωオメガ？


　すべての式を編むもの？


　それが、ルシルだっていうのか？


　でもいったいそれは……


　が、そこで女が言う。


「さあ、すぐに彼を止めて、ライナを解放しなさい」


　するとルシルは肩かたをすくめ、


「……彼は喰いたがっている」


「でも時ではないはず」


「ああ。そうだ。そうだよ。でも、いまの機会を逃のがしたら、あなた方はまた、邪魔をするでしょうに。ならいまここで、すべてを終わらせても……」


「無理よ。まだ……無理。あなたの戯たわむれで、世界は変わらない……そんなに簡単なら、誰も傷ついたりしてない……私も、あなたも、それに、あなたが一番大切にしているあの娘むすめも……それはあなたが一番わかっていることでしょう？　ルシル君」


　女が言うと、ルシルの表情のない、感情のない顔が、少しだけ変化する。


　そして、


「……ああ。そうだね。あなたの……言うとおりだ」


「なら、彼を止めて」


「……わかった。止めよう」


「……よかった。少しでもあなたに正気が残っていてくれて」


　するとルシルは、こちらを向く。ライナの胸を見つめ、


「正気？　は、はは、ははは。正気……正気か。それをあなたが言いますか。私はむしろ、あなたがたにそれを求めたいけれど？」


　その、言葉に、


「…………」


　しかし女は答えなかった。


　だがルシルは続ける。


「でも、シオンは違ちがう。彼は、君らとは違う。彼は決して正気を失わない。決して、大切なものを見失ったりしない。だから私は彼を選んだんだ。どんなに辛つらくて、泣き叫んで、胸が張はり裂さけそうでも……彼は、常に正しい道を選ぶから。だから君らの思い通りには……」


　とそこで、


「黙だまりなさい」


　女が言う。


　だが、ルシルは黙らない。


　ライナの、顔をのぞきこむようにして、


「そうさ。シオンはおまえを裏切る。彼はおまえを裏切る。聞いてるか？　聞いてるのか、ライナ・リュート。醜みにくい獣けもの。悲しい悪魔よ……」


「黙りなさい！」


　女が怒ど鳴なる。


　だが、ルシルは黙らない。


「シオンは君を裏切り……そして君は裏切られて、死よりも深い、苦痛の海を永遠に……」


「黙れと言ってるっ!!」


　女が、大声で叫んだ。


　それにルシルはまた、肩をすくめる。


　笑う。馬ば鹿かにするように。憐あわれむように。


　それから手を、掲かかげる。


　そしてその手をそっと、ライナの顔に近づけてきて、


「……まあ、でも、それまではいいさ。友情ごっこを続けろ。彼の苦悩を知らず、くだらない正義を振ふりかざして。くだらない愛を振りかざして……おまえはいつものように、安あん穏のんと寝ねていればいい……」


　彼はそう言って、手で、ライナの顔を覆おおう。


　途と端たん。


　意識が遠のき始める。


　世界を埋うめ尽つくしている血の色が消え、景色が戻もどり、しかしその景色がまた、白く、消えていく。


　なにかに引っ張られるように、意識が、遠くへ、遠くへ消えていこうとして。


　とそこで、


「あ……」


　声が出た。


　消えていた声が戻った。


　だが、意識は消えそうで。


　すべてが、真っ白になっていって。


　その、消えそうな意識の中。


　それでも最後に、ライナは──





「…………シオン」





　彼は、親友の名前を呼んだ。





　　　　◆





　　　　◆





　　　　◆





　だが、そこで。





「……おい」





　そんな声が上がった。





「おい……おい起きろよ」





　そんな声が上がった。





　その声は、起きろと言う。


　でも、いったいなにから？





　とそこで。





「寝ぼけんなって。早く起きろ」


　その声に、しかし、目が開かない。すごく眠ねむくて、僕はまるで目を開けられない。


　なのに声は続く。


「いいから起きろって」


「……ん」


「ここでこのままずっと寝てたら、風か邪ぜひくから。ああもう、ほら、起きろこのあほ」


　と、そこで、無理矢理首のあたりをつかまれ、頭を持ち上げられてしまい、


「……んぁ……あ～」


　そこでやっと、僕は目を、覚ました。


　目を、開ける。いや、開けようとする。しかしその瞬しゆん間かん、強い光が射さし込んできて、顔をしかめる。頭の奥おくが、ずきずきする。とてもじゃないが、目を開くことができない気がする。


　だから、


「眠いよ」


　僕が言うと、


「俺だって眠ねみぃよ！」


　そいつに怒鳴りつけられてしまって。


「ほら、いいから起きろ」


　それに、僕は渋しぶ々しぶ目を開く。でも、頭がくらくらするんだ。


　ひどく。ひどく疲つかれていて。


　それでも僕は、必死に目を開こうとする。早く早くと急せかしてくるそいつの声に、か細い声でわかったよと答えて、目を、開けようとする。


　そして薄うすく、少しずつ目を開く。


　するとそこはまた、いつもの部屋だった。


　本ほん棚だなと、二つの机があるだけの、素そっ気けない執しつ務む室しつ。


　僕はそれに、


「……え、あれ、どうして俺はここに……」


「おまえまだ寝ぼけてんのかよ」


　また、怒鳴られる。


　その声のほうに、僕は目を向けた。


　するとそこには、よく知ってる顔があって。


　黒くろ髪かみ。


　黒目。


　僕より少しだけ背の高い、猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀く。


　友達の顔。


　親友の、顔だ。


　そいつはいつも、ひどく眠そうな、気け怠だるい顔をしていて。


　今日もその、眠そうな顔で、


「おまえさぁ、俺に仕事手伝わせといて、先に力尽きるってのは、どういうことだよ？」


　そんなことを言ってくる。


　だがそれに、僕は、


「あれ……あれ、ライナ……おまえ、なんでここにいるの？　だって、だっておまえは……」


　しかしその言葉に、ライナは顔をしかめる。僕の頭をぽんぽんっとたたき、


「もしもーし？　まだ寝ぼけてるんですか～？」


　なんて聞いてきて。


　僕は、ライナの目を見る。彼の、うんざりしたような顔をしばらくぼんやり見つめ、


「……あれ、俺、寝ぼけてんのか？」


　とそこでふいに、僕は気づいた。


　ああ、そうか。


　僕は、途と中ちゆうで寝てしまったのだ。ちょっと大きな仕事があって、数日徹てつ夜やしたくらいじゃ終わりそうもない仕事があって、じゃあ、一人じゃつまらないからとライナを巻まき込んで、今日で徹夜五日目。


　もうすぐ、仕事が終わりそうってところで、


「……俺、寝てたのか？」


「寝まくってたよ」


「どれくらい？」


「四時間」


「噓うそぉ？」


「ほんと」


「ほんとにほんと？」


「おまえ、うぜぇなぁ」


　その、ライナの言葉に、なぜかシオンはやっと、目が覚めたような気がした。


　世界に、現実感が戻る。目の前の景色が、本物のように、やっと感じられる。


　でもじゃあ。


　じゃあ、あれは。


「……あれは全部……夢か」


「んぁ？　夢？」


　ライナの言葉に、僕はうなずく。


「……いや……なんか。なんかさ」


「ふむ」


「なんか……」


　だがそこで、僕は言葉を止めた。


　いま見た夢のことを説明しようとして、でも、その夢がどんなものだったのかを覚えていないことに、気づいて、


「あれ、忘れちゃった」


「ってなんなんだよおまえは」


「いや、ほんとにいまのいままで、覚えてたんだよ……なのに……」


　するとそれに、ライナはこちらをあきれたような顔でにらみつけると、


「あのなぁシオン」


「ん？」


「男が見た夢なんか聞かされても、きもいだけなんだけど？」


　なんてことを言ってきて。


　それに僕は、思わず笑った。


「ああ……ああ、そうか。そりゃそうだな」


「そうだよ」


「ごめん」


「いや謝あやまるこっちゃねーけどさ」


　ライナはそう言ってから、一度言葉を止め、


「んで？」


　なんてことを言ってくる。


　でも僕にはその意味がわからなくて、


「え？　んでって？」


　するとライナは肩かたをすくめ、


「夢だよ。嫌いやな夢だったのか？　それとも、いい夢だったのか？」


　そんなことを聞いてきて。


　僕はもう一度、思い出す。


　しかしやはり、夢の内容は思い出せなかった。ただ、これだけはわかる。


　その夢はすごく、


「……すごく、嫌な夢だったような気がする」


「まじで？」


「うん」


「じゃ、起こしてよかったな」


　それに僕は、また笑ってしまう。


「ああ。起こしてくれて助かったよ。ありがとう」


　するとそれにライナはにやりと笑い、


「いやさ～、寝言でおまえが『うひひひ、熟じゆく女じよのブラジャーに囲まれて、俺はなんて幸せなんだ～』とか幸せそうに言ってたから、正直起こすかどうか迷まよったんだけどさ～」


「俺そんなこと言った？」


「言った」


「やば……俺の趣しゆ味みがバレたか……」


「いやあの、そんなあっさり認みとめられちゃうと、全然面おも白しろくないんだけど……」


「あはは」


　そしてまた、僕は笑った。


　それから部屋の時計を見る。


　時間はもう、朝の六時だった。ライナの言葉が本当なら、二時からずっと寝てしまっていたらしい。


　ちなみに仕事の締しめ切りは、九時までだ。あと、三時間しかない。


「……さあ、じゃあ、そろそろ仕事に戻もどるか」


　僕が言うと、それにライナはまた、うんざりしたような顔。


　そして彼は、僕の机の上の書類をどんっとたたいて、


「もう終わってるよ。だからおまえは隣となりの部屋いって、さっさと寝ろ」


　そんなことを言ってくる。


　それに僕は、


「へ？」


　と、ライナの顔を見る。


　それから、机の上の書類を、見る。


　書類はすべて処理されていて、企き画かく書しよも完かん璧ぺきに出来ていて。


　もう一度、ライナを見上げた。するとやはり彼は眠ねむそうな、いつもの顔。


　その、気怠い顔を僕は見つめ、言った。


「……え？　あの、まさかおまえが一人で、全部、やったの？」


「ああ」


「なんで？」


「締め切りまで時間がなかったんだから、しょうがねぇだろ」


「い、いやでも、なんで一人で……どうして俺を起こさな……」


　しかしその言葉を遮さえぎって、ライナが言う。


　めんどくさそうに顔を歪ゆがめ、なぜか目線を逸そらして、


「ああもううるせぇなぁ。おまえは起こしても起きなかったんだよ」


　そう言った。


　でもそれは噓だ。


　あまりにも簡単にバレる噓。


　それはすぐにわかった。


　だから僕は、また笑ってしまう。


　だから僕は、また泣きそうになってしまう。


　だから僕は、また、幸せな気分になってしまう。


　こんなくだらないことで。


　こんなほんの小さなことで、どうしてこんな気分になるんだろうって、不思議になる。


　どんなに暗い夢を見て、絶望を見て、苦しいと叫さけんだって、こんな小さな……


　小さな平へい穏おんで、すべてが取り戻せる。


　だから僕はライナを見て、言った。


「ありがとな」


　それにライナは益ます々ます顔をしかめる。


　僕はまた笑う。


「ありがとな、ライナ」


「ああもう、うるさいうるさい！　おまえはいいから早く寝ろって」


　それに僕はうなずき、


「いや、もう四時間寝たからおまえと一いつ緒しよに仕事続行」


「って俺はまだ寝てねぇええええええええええ!?」


　ライナは叫ぶ。


　いつもの光景。


　いつもの展開。


　それに僕はまた、笑う。


　それに僕はまた、笑う。


　少しでも気を抜ぬいたら涙なみだがこぼれてしまいそうになるほど、僕は必死に笑う。





「…………」





　だけど。


　だけどそこでまた、僕は気づいてしまう。


　これは違ちがうんだ。


　この景色は。


　この光景は。


　もう、すでに過ぎ去ってしまった記き憶おく。


　いつも見る、夢の景色。


　泣きそうになると、いつも見る夢。


　悲しくなると、心が折れそうになると見る、いつもの夢。


　本当は。


　本当はもう、すべてが終わってしまっているのに。


　永遠に続くと思っていたそれは、もう二度と戻ることはないのに。


　そうだ。


　永遠など、どこにもないのだから。


　どれだけ僕が叫んでも。


　どれだけ僕が、あと少しだけと泣き叫んでも。


　永遠など、手に入るはずがないのだから。


　時はめぐり、歯車は回る。


　前へ進めと背中を押おす。


　もう、時間なのだ。


　夢から覚めなきゃならない。


　世界が待ってる。


　現実が待ってる。


　だから、夢から覚めなきゃならない。


　だから、目を開けなきゃならない。


　それはわかってる。


　そんなのはわかってるんだ。


　だけど。


　だけどライナ、僕は……


　僕は……








「……心が、折れそうだよ……」


　シオン・アスタールは、そう言った。


　目を、再び開く。


　するとそこは、雨の中だった。


　空は暗い。雨はさらに激しさを増すばかりで、涙はすべて流されてしまう。


　いや、もう涙はすべて涸かれてしまっているのだろうか？


　それが涙なのか、雨なのか、シオンにはもう、わからなかった。


　それでも彼は、もう一度目を閉じる。


　涙を止めるために。


　意味のない涙を止めるために。


　意味のない雨を止めるために。


　シオンは目を、閉じた。


　しかし目を閉じた先にある闇やみにはもう、夢は戻らない。


　あの時間は、戻らない。


　前へ進む時間なのだ。


　選せん択たくして、前へ進む時間。


「……前へ、進もう」


　シオンは、目を開ける。金色の瞳ひとみを、自分の下へと向ける。


　そこにはライナがいた。


　意識を失っている。


　いつも寝ね癖ぐせのついている黒くろ髪かみは雨にびっしょり濡ぬれていて。服だってずぶ濡れ。


　このままここにいたら、


「……風か邪ぜを、ひいちゃうな……」


　シオンは小さく呟つぶやく。


　それから彼は、腰こしからもう一本ナイフを抜く。そのナイフを見る。雨の滴しずくが跳はねる刃はの部分に、自分の姿が映うつる。


　無表情な、虚うつろな表情の自分の姿。


「…………」


　人の姿だ。まだ、人の姿。まだ、完全にアレに喰くわれたわけじゃない、人の姿。


　だからいまからやることは、自分の判断で選択すること。


「…………」


　シオンはナイフを強く握にぎる。それからそのナイフを、ゆっくりと下げていく。


　ゆっくりと、ゆっくりと、ナイフをライナの首くび筋すじへ添そえる。


　あとはそれを、押し込むだけ。


　あとはそれを、ほんの少し押し込むだけ。


　それですべて終わる。


　それでこの苦く悩のうは、すべて終わる。


　それで。


　それでライナは、救われる。


「…………」


　このままじゃだめなのだ。このまま生きていたらライナは死ぬことができなくなる。化物の生いけ贄にえになって、永遠の苦しみ、苦痛、絶望が続く、無限の闇へ堕おちることになる。


　ここで殺さなければ。


　ここでライナを殺さなければ。


　ここで、


「……殺せ」


　シオンは、自分に命じる。ナイフを持つ手に、力を込める。


「……殺せ」


　世界なんてどうでもいい。


　他のことなんて、どうでもいい。


　友達を……親友を救うためなら……


「……殺すんだ」


　手が、震ふるえる。ナイフを持つ手が震える。


　あと少し。


　あと少しこれを押し込むだけなのに。


　それですべてが終わるのに。


「………………」


　ライナを見る。途と端たん、また記き憶おくがめぐる。いらない記憶がまためぐる。雨が流したはずなのに。涙は流したはずなのに。また、また、また、無む駄だな記憶が頭をめぐる。


　初めて出会ったときのこと。


　初めて笑ったときのこと。


　いらない記憶がぐるぐる回る。


　気怠い顔。眠ねむそうな顔。やる気ない顔。むかつく顔。そのむかつく顔で、こいつは言うのだ。絵え空そら事ごとじゃなかったって。おまえはもう十分よくやったよって。なにもわかってないくせに。俺がずっと、なにをしていたか。俺がおまえをどれだけ裏切っていたか。おまえはまるで知らないくせに。なにも知らないくせに。なのにこいつは、言うのだ。おまえをあきらめてやらないって。一緒にいこうって。そこから。その闇から、引き戻してやるって。


　いつもめんどくさそうな顔で。いつも眠そうな顔で。いつもむかつく顔で。それでも最後には、笑いかけてきやがって。


　だから。


　だから俺は、


「……おまえを、闇から……」


　雨が降る。


　雨が降る。


　ナイフを強く握にぎり、ライナの喉のどへ、


「闇から……俺は闇からおまえを救っ……」


　だが、そこで。


「…………」


　言葉は、止まった。


　ナイフはライナの命へ……届かない。


　ライナは相変わらず眠り続けている。その顔を、シオンは見つめる。


　友達の。あほ面づらで意識を失っている親友の顔を見つめ、シオンは悲しく微ほほ笑えむ。


　そしてナイフを、離はなした。


　ナイフはそのまま地面に落ちる。キィンという甲かん高だかい音を鳴らして、地面に落ちる。


　ライナはそれでも、目を覚まさない。いつも通りのあほ面で幸せそうに寝ねていて。なんの不安もないかのように、馬ば鹿かみたいに眠っていて。


　初めて会ったときと同じ顔。こいつは初めて会ったときから眠そうで、やる気がなかったのだ。


　それにシオンは微笑む。愛いとしげに、悲しげに、シオンは微笑む。


　そして立ち上がり、


「……ああ、くそ……おまえの勝ちだ。俺にはこいつを、殺せない……」


　そう言った。


　すると突とつ然ぜん、声が響ひびく。


　体の内側から、声が響く。


　もう一人の、自分の声。


　その声が、


『……誰も……誰も勝ってないさ。おまえは俺だ』


　それに、


「……ははっ」


　シオンは、泣きそうな声で笑う。自分を嘲あざけるような声で笑う。


　そして、


「……そうだな。おまえは俺だ」


『ああ』


「……俺は……俺たちは、ひどく弱い……」


『ああ。だが前に進む』


「友達を裏切って？」


『…………』


「友達を生いけ贄にえに捧ささげて、前に進む？」


『…………』


「……俺たちは友達を生け贄に捧げて、地じ獄ごくに堕おとして前へ進む？」


『……そうだ』


「耐たえられない」


『ああ』


「俺には耐えられない」


『ああ』


「なのに。なのに俺は、ライナを殺すことも……救うこともできない弱虫だ」


『おまえはよくやったよ』


「……ふざけるな」


『もう自分を責めるな』


「……ふざけるな」


『おまえの選せん択たくは間ま違ちがってな……』


「ふざけるな！　おまえになにがわかる!?　おまえにいったい、なにがわかるんだ!?」


　シオンは叫さけぶ。


　雨の中、シオンは叫ぶ。


　そして思った。心が、折れてしまう。このままでは心が折れてしまう。絶望が心を埋うめ尽つくして、闇に、暗い闇に食い尽くされてしまう。


　もうだめだ。


　もうだめだ。


　もう、


「……もう、消えたいんだ」


　するともう一人の声は悲しげに、


『……そうか』


　そう言った。


　それにシオンは言う。


「……俺を食え。俺を消してくれ。俺の心は……おまえにやる」


『……ああ。わかった。安心しろ。おまえはもう、なにも思い悩なやむ必要はない。あとは……あとは俺がやってやる』


「……すまない」


『ああ。じゃあ、もう消えろ』


　シオンは、うなずく。


　目を閉じる。


　そして。


「…………」


『…………』


「…………」


『…………』


　そしてシオンは再び目を開いた。


　心の奥おくから、悲しみを喰くって、外へ出る。


　外は、相変わらず雨の音。


　外は、相変わらずの暗くら闇やみ。


　彼は自分の足あし下もとを見る。


　そこにいるのは仲間。


　友達。


　親友。


　生け贄。


　絶望。


　その、絶望を見て、シオンは胸を押おさえる。やはり心が折れそうで。闇が心を埋め尽くしてしまいそうで。


　泣きたくなる。


　吐はきそうになる。


　叫びたくなる。


　助けてくれ、助けてくれ、助けてくれ、助けてくれ。


　この苦痛から、この悲しみから、誰か解放してくれ。


　そう、叫びたくなる。


　だが。


　だがそれでも、


「……俺は、前に進むよ」


　シオンはそう言った。


　胸の奥に消えた、もう一人の自分に。


　甘あまい夢を見た、悲しい夢を見たもう一人の自分に。


「……大だい丈じよう夫ぶだ。俺は大丈夫。前に、進むよ……」


　そして、彼は歩き出す。


　雨の中。


　激しい雨の中。


　闇の向こうへ歩きだす。


　それからふと、彼は足を止める。


　一度だけ足を止める。


　後ろを振ふり返り、


「……もう……もう会うことはないけれど……最後におまえの顔が見れてよかったよ、ライナ」


　そう呟つぶやいた。


　だが、ライナは目を覚まさない。


　こんなに雨が強く降っているのに、気持ちよさそうな寝ね顔がおで。


　それにシオンは微ほほ笑えむ。


　嬉うれしそうに微笑む。


　そして。


　そして彼は、


「……じゃあな」


　また、彼は歩き出した。


　もう二度と振り返らない。


　振り返ればまた、心が揺ゆらいでしまうから。


　だから彼はもう二度と。


「…………」


　二度と振り返ることは、なかった。





　　　　◆





　　　　◆





　　　　◆





　そして世界は、一気にその景色を塗ぬり変える。





　　　　◆





　　　　◆





　　　　◆
















　ＥＰＩＬＯＧＵＥ　王の目め覚ざめ










「…………」


　どれくらい長い時間、眠ねむっていたのだろう。


　まるでわからない。


　時間の感覚がない。


　ただ、ただかなりの間、眠っていたことだけはわかる。


　腕うでの感かん触しよく。体の感触。ぎしぎしと痛むばかりで、いまいち反はん応のうの悪い筋きん肉にくの感触からすると、もう二日？


　いや、三日ぐらいは寝ねていたかもしれない。


　目が、重い。開けるのが辛つらい。


　だが、ライナは、


「……ん」


　目を、開いた。


　そして空を、見上げる。


　しかし雨はもう、降ふっていなかった。


　シオンもいない。


　刺し客かくもいない。


　いや、それどころかそこは、屋おく外がいですらなくて。


「……ふむ」


　ライナは、周囲を見回す。


　するとそこは、見たことがある場所で。


　窓まどのない部屋。


　冷たい石と、鉄てつ格ごう子しだけでできた部屋。


　そこは、牢ろう屋やだった。


　それも、ライナがかつて、キファの替かわりに入って、二年を過ごした牢屋の中。


「って……どういう展てん開かいよ、これ」


　言いながら、ライナは上半身を起こす。すると肩かたと腕がずきりと痛んで、


「あ痛いて」


　彼は顔をしかめる。


　それにライナが自分の腕と肩を見ると、そこには包ほう帯たいが巻まかれていて。


「……あ～、そうか。あの、火みたいに熱いやつで焼かれた火や傷けどか……でも、手当されてる」


　そう。シオンの部下につけられた傷は、すべて手当されていた。


　それに、


「あいつ、俺おれを殺すって言ったのに……全然殺せてねぇじゃねぇか」


　ライナはつまらなそうに、呟つぶやいた。


　それから、いま自分が置かれた状じよう況きようを確かく認にんする。


　しかし、それは考えるまでもなく、


「……監かん禁きん、されてんだよな？」


　でも、なぜ？


　その理由を、彼は地べたにあぐらをかいて座すわったまま、腕組みして考える。


　たぶん、理由はあの夜の出来事にあるはずだった。


　あの、雨の夜の出来事。いや、それが何日前のことなのかはわからないけれど。


　あの、夜の出来事。


　あれはいったい、なんだったんだ？


「…………」


　っていうかあれ、現実だったのか？


　シオンがおかしくなって、妙みような黒い剣けんを出したり、胸むねから女の腕が飛び出してきたり、周囲の景け色しきが消えたりと、もう、非現実的な光景の連発で……


「って、あら？　もしかしてあれ、夢ゆめか？」


　なんてライナは言ってみるが、それは、自分の腕と肩に巻かれている包帯に、否ひ定ていされる。


　やはりあれは、現実だったのだ。


　シオンはライナを殺そうとして……


　あれは、現実だったのだ。


「…………」


　それにライナは、沈ちん黙もくする。


　もう、あまりにたくさんのことが一度に起きすぎて、いまいちうまく頭が回らないが、それでもあれは、現実だったのだ。


「…………ったく、夢ならいいのに」


　ライナは疲つかれた声で言う。


　だがあれは夢じゃなかった。


　現実に起きたことで。シオンはその、なにかとんでもないことに巻き込まれているようで。


　でも、いったいそれはなんだ？　あいつはいったい……


「…………」


　が、そこでライナは首を振ふる。


「いやいや違ちがうぞ俺。それはいまはどうでもいい」


　そんなことよりも、もっと大事なことがあるのだ。


　シオンがいま、なにに巻き込まれていて、あの胸から腕を出してきた女が誰だれで、ルシルが何者で、もうαアルフアだのωオメガだのわけのわかんないことが死ぬほどいっぱいあるけれど、でも、それは一番大事なことじゃないのだ。


　いま、一番大事なのは。


「…………」


　大事なのは、あいつが。


　シオンが、馬ば鹿かみたいに泣ないていたことだ。


　あいつがあほみたいに苦しそうに顔を歪ゆがめて、泣いていたことだ。


　助けて欲ほしいのに、逃にげ出したいのに、まぁたあの馬鹿は独ひとりでなにもかも背せ負おい込もうとしていることだ。


　普ふ段だんはいじめっ子で、いらんことまでぺらぺら喋しやべるくせに、肝かん心じんのことはなんにも言いやがらない。


　本当にあいつは、


「あんの馬鹿はいったい、なにやってんだ」


　ライナは顔をしかめて、そう言った。


　それから、立ち上がる。するとまた、炎ほのおで焼かれた肩と腕が痛んで。それに腕の包帯を少しだけめくってみる。すると包帯の下は、けっこうな火傷になっていて。


「……うっわ、こりゃ、痛いわけだ……痕あとになるかね？」


　治ち療りようのための魔ま方ほう陣じんでの回復にも、限げん界かいがあるはずだった。


　うまく治なおらなかったら、あ～、まあ、


「あとでシオンに文もん句く言ってやろ」


　そう呟つぶやいてから、ぐいっと、腕を伸のばす。ぐるりと肩を回す。当然、激げき痛つうが走るが、無視して動かす。


　すると、普通に腕を動かす分には、少し皮ひ膚ふが引きつるが問題なさそうで。


　それにライナは、


「よし……動くか。よかった」


　安あん堵どの息いきをついて、うなずく。


　動かないと、ちょっと困こまるのだ。


　これから少し、めんどくさいことになりそうだから。


　いまの状況は、わからない。


　だが、少なくとも監禁されているのだ。だったら、とりあえずはここから出ないことにはどうにもならないし。


「もう、シオンは普通に会ってくれないだろうしなぁ」


　なんせ殺そうとして、監禁したのだ。


　もし脱だつ獄ごくでもすれば、会ってくれるどころか、すぐに追手がかかって、またここに連つれ戻もどされるかもしれない。


「……いや、それは意味ないし……ああ、じゃあシオンに会いにいくわけにもいかないのか……なら、ここから出て、どうする？　というかだいたい……」


　なんで監禁されてるんだ？


　それが、問題だった。


　あの夜。なんか妙なもんに変へん貌ぼうしたシオンは、


「……俺を喰くいたいとか、わけわかんないことを言ってたが……」


　正確には、『すべての式を解とくもの』を喰らって、シンとかいうものになりたいとか言ってたと思う。


　で、そのシンってなんだ？


　神？


　真？


　いや、まあ、そこらへんはわからないけれど、シオンはそんな、わけわかんないものに巻き込まれているわけだ。


　ありゃ、


「……勇ゆう者しやの遺い物ぶつかなんかだよな？」


　じゃなきゃ、説明がつかない。少なくともあんなの、いまの魔ま導どう技術でどうにかなるような代しろ物ものじゃないのだ。


　シオンの皮膚の下を這はい回っていた力も、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』でその構こう造ぞうを見ることができなかったし。


「……勇者の遺物……いや、ありゃ、お伽とぎ噺ばなしに出てくる、魔王だの魔神だのってやつに、近い存在だな……たぶん。んで、そのすげぇえええええめんどくさいもんにシオンは巻き込まれてると……でもなら、それをどう救う？」


　ライナはまた、腕組みをして考え込む。


　お伽噺や伝説の中の化ばけ物もの。


　それを相手に、どう立ち回ればいい？　おまけにローランド国内では、追手がかかって自由に動けそうにないし、それならいっそ、


「……国を一度、出るか……」


　手がかりは、いくらでもあるのだ。


　キーワードは、いくらでもあるのだ。


　すべての式を編あむもの。


　すべての式を解くもの。


　αアルフアに、ωオメガ。


　扉とびら。


　鍵かぎ。


　夢の中のあの赤い化物。


　真だか神だか、よくわからないが、そんな言葉。


　そしてこの、


「…………」


　ライナは一度目を閉じ、再び開く。


　すると彼の黒い瞳ひとみの中央に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮うかんで。


「これが、手がかり……」


　これだけ情報があれば、他の国からでも、なにかわかるかもしれない。


　いや、むしろ外でしかわからないかもしれない。もう、何年もこの瞳についてはライナはこの国で調べてきたのだ。


　各地のお伽噺やら伝説を調べて、書物や古こ文もん書じよを山のように調べて。


　だが、なにもわからなかった。どれだけ調べても、まるでわからなかった。


　しかし他の国なら。


　たとえば、


「たとえばガスタークなら……」


　それにライナはまた、難むずかしい顔になる。


「ガスタークかよ」


　うめくように言う。


　ガスタークには、いい印いん象しようがまるでないのだ。ラフラを殺されて、プエカを殺されて。それどころか、ライナを含ふくめた、魔ま眼がん保持者を敵てき視ししているのだ。そんな中、情報をくれっていっても、殺されるんじゃないか？


　それにライナは顔をしかめ、


「……あいつらは、だめか……いやでも、あいつら、『すべての式を解くもの』とかいう言葉も、知ってたんだよなぁ……やっぱいくしかねぇか？」


　また、困ったようにうめく。


　まあ、でも、やれることはまだいくらでもあった。


　そうだ。


　まだ、やれることは、ある。


　ライナはそれににやりと笑って、それから、自分の首をなでた。


　傷一つない首。


　ナイフで切り裂さかれていない首。


　それに、


「……あんの馬ば鹿かシオンめ……俺を殺さなかったことを、後こう悔かいさせてやっからな」


　ライナは言うと、そっと鉄てつ格ごう子しに触ふれる。ぐっと力を込めて、曲げようとしてみる。


　もちろんそんなんじゃ、びくともしないが。


「……といってもまあ、なにをするにしても、こっから出れなきゃ意味ないんだけどね……さて、どうしたもんかな」


　鉄格子のほうは、もう、なにをしたところでどうにもならないことを、ライナは知っていた。


　ここはただの牢ろう屋やじゃないのだ。凶きよう悪あくな犯はん罪ざい者しやばかりを集めた牢ろう獄ごく。一級戦せん犯ぱんやら連続殺さつ人じん鬼きといった、質たちの悪い奴やつらばかりを入れる、異常なまでに警けい備びが厳げん重じゆうな、牢屋だった。


　この鉄格子や周囲の壁かべにも、何重にも抗アンチ魔マジ術ツクの魔方陣が組み込まれていて、ほとんどの魔法を無効化してしまう。


　じゃあ物理衝しよう撃げきに弱いかといえば、そちらの対応も万全で、はっきり言ってライナが内側からできることはまるでない。


　なら、どうする？


　とそこで、ライナは笑えみを浮かべたまま、


「……お～い、看かん守しゆのおっちゃ～ん。いないのか～？」


　なんて声を上げた。


　以前にここでライナが捕とらえられていたとき、仲良くなった看守がいるのだ。いまもここに務つとめているかはわからないが、もし、いるなら、隙すきを突ついて逃にげ出すこともできるかも……


　しかしそこで、


「うるさいぞ囚しゆう人じんが！　静かにしろ！」


　ライナが聞いたことのない男の声が返ってきて。


「……あら。あの看守のおっちゃん、ここ、やめたのか……」


　それじゃ、またもう少し難しくなるかな？


　新しい看守を適てき当とうに口車に乗せて、近づいてきたところを首をつかんで関節を極きめ、殺されたくなければ鍵を開けろとか、そういう感じでいかないとだめか。いや、さらにこの鉄格子を開けたところで、そこから先も、警備兵は死ぬほどいるし、めんどくさい限りなのだが。


　その、先の先の先まで頭の中でシミュレートすると、


「うわ、なんかここでずっと昼ひる寝ねしたくなってきたぞ……」


　ライナは思わずため息をつく。


　そうじゃなくても、本当はやる気のやの字がこの世に生まれる前から、やの字が生まれるの反対でーすと声を上げていたくらいやる気がないのだ。


　それがこんなにやる気を見せなきゃいけなくなるなんてちょっとその、世の中間ま違ちがってるんじゃないの？


　なんて独ひとりで心の中で愚ぐ痴ちる。


　もう一度ため息を深くつく。


　そしてそれから息を大きく吸すう。


　もう一度息を吐はく。


　それから彼は、顔を上げ、


「……でも、一つずつやっていかないと、どうにもならないからなぁ……んじゃ、やっちゃおうかな」


　と、鉄格子に顔をつける。そして、


「あ、あ、お腹なか痛い、誰か、誰か助けてぇええええええええええええええ！」


　叫さけんだ。


　するとライナからは見えない、少し離はなれた場所から、


「うるさいぞおまえ！」


　看守の声。それにライナは、


「いやいやいやほんと！　ほんとにお腹痛いんです！　医者、医者を……」


「噓うそをつけ噓を！　おまえらの手口はお見通しなんだよ！」


「うわ、これ、あれだ！　伝でん染せん病びようだ……」


「はいはい吐ぬかしてろ」


「ほんとだって。やばいよこれ……発はつ症しようから四時間、なんの処置もしなかったらこれ、空気感染するやつだぞ？」


「……え？　あ、いや……ば、馬ば鹿か、騙だまされないぞ！」


「まじなんだよ！　やば、も、もうすぐ四時間たつ……」


「……えええ？」


「早く！　早く医者を！　俺のためじゃない！　あんたのために言ってんだ！」


「…………う、噓じゃないだろうな？」


「違うって言ってんだろ！」


「……ちっ。し、仕方ない。ちょっと待ってろ」


　と、看守が走り出す音。


　それにライナは、


（ば～か）


　と、口で言ったが、声は出さない。


　これで、第一関門はなんとか突とつ破ぱできそうだった。医者がきて、その医者の首をつかんで殺すぞって脅おど……


　が、しかしそこで。


「ぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　悲ひ鳴めいが、響ひびいた。


　それもいま医者を呼びにいこうとしたはずの、看守の悲鳴だ。


「んぁ？　なんだ？」


　と、ライナは鉄てつ格ごう子しから、外をのぞこうとする。だが、見えない。


「って、おい？　看守のおっちゃん？」


「…………」


　しかし、返事はない。


「おいどうした？　なにが……」


　が、ライナのその声を遮さえぎり、


　ドゴォアアアアアアアアン!!


　という、なにかが爆ばく発はつするような音と、


「お、おまえはいったい……ぎゃああああああああああああああああああああ!!」


　また、悲鳴。


「ちょ、はぁ？　いったいなにが起きて……」


　しかしそれも、


　ドガァアアアアアアアアン!!


「ぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」


　その音と悲鳴は、最初の悲鳴よりも、だいぶ近い。


　もうすぐそば。


　隣となりの牢獄からだった。


　それにライナは、


「……っておいおいおい、なんか、すげぇやばいことが起きてんじゃ……」


　だがその言葉も遮り、それは、きた。


　ライナが入れられている牢獄の、右の壁かべ。ものすごくぶ厚あつい、どんな魔法も通さない、鉄よりも固い石でできた壁の、真ん中に、スパンとかいう奇き妙みような音が響いて、なにか尖とがった刃は物もののようなものが、ひょこっと飛び出してくる。


「へ？」


　と、それにライナが間ま抜ぬけな声を上げた途と端たん、それは異常な速はやさで縦じゆう横おう無む尽じんに、壁を右へいったり左へいったり上にいったり下にいったりし始めて。


　最後に、ドガァアアアアンという音が鳴って、壁があっさり崩くずれる。


「…………」


　だが、それにライナはもう、驚おどろかなかった。


　だってこんなことをできる奴やつは、一人しかいないから。


　あっさり崩れる壁。


　その先を見る。


　するとそこには、思った通りの奴がいて。


　長い金きん髪ぱつに、切れ長の澄すんだ青い瞳ひとみ。


　そして異常に整ととのった容よう姿し。


　ライナはそれに、


「……よおフェリス、助けにきて……」


　が、またも彼の言葉は止まる。


　フェリスの剣けんが凄すさまじい速さで放たれ、ライナがよける間もなく、顔面を殴なぐりつけてきて、


「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」


　結けつ局きよく、他の奴らと同じような悲鳴を上げる。吹ふっ飛ばされて鉄格子にぶつかる。そのままずるずると床ゆかに倒たおれて、


「……あの……え～と……なんで？」


　ライナは倒れたまま、フェリスを見上げて言った。


　すると彼女は真剣な表情で、


「なんではこっちのセリフだ！」


「へ？」


「おまえはいったい、いったいここで、なにをしている!?」


　いつになく、強い口く調ちようで言ってくる。


　それにライナは、


「……いや……あの、見ての通り、監かん禁きんされてるんだけど」


「なぜ私に無断で勝手に監禁されてる!?」


「いや、勝手にって言われ……」


　が、そこで。


　彼女が突然、涙なみだをこぼす。


　それにライナは思わず、


「へぇ？」


　そんな声を上げてしまう。


　だって、だって彼女の涙なんかを見たのは、初めてだったから。


　彼女はいつも無表情で、涙なんか、流さないはずで。


「ずっと……ずっと探さがしたんだ！　シオンがおまえは死んだと言って……シオンが、おまえを殺したと笑って……でも、私は信じないで、ずっとおまえを探したんだ！」


　彼女はそう怒ど鳴なって、剣を振ふり上げる。


　それにライナは慌あわてて立ち上がり、


「いや、あの、だから剣で殴るのはちょっと待っ……」


　が、彼女は剣を落とす。そしてそのまま抱だきついてきて、


「うお」


　また、間ま抜ぬけな声。


　しかし彼女は、ライナの胸むねの中で震ふるえて、


「……死んだと思った……本当に死んだと思った……」


　彼女は、震えていた。


　ライナの胸の中で、小さくなって、震えていた。


　ライナはそれを、どうしていいかわからずに両手を宙ちゆうでしばらくふらふらさせてから、


「…………」


　しかし、ぽんっと彼女の頭を優やさしくなで、それから背せ中なかを抱だいた。
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　彼女の背中は、まだ震えていて。


「……あ～、そりゃ、悪かったな……ごめんよ。一人で、心細かったろ？」


「…………」


　彼女は、震えている。ただ、震えている。


　彼女をこれほど震えさせるもの。


　それは──


　ライナは、言った。


「……シオンに……会ったんだな？」


　すると彼女は、無言でこくりとうなずく。


「それで？」


「……あいつは……あいつはおかしい……おまえを、おまえを殺したと言って笑うんだ。狂くるったように、泣きそうな顔で笑って……」


「…………」


「私は噓うそだと言ったのに、おまえにライナを殺せるはずないと言ったのに、あいつは、あいつは笑ってばかりで……」


「…………」


「もう関かかわるなと……二度と城しろにくるなと……」


「…………」


「おまけにあいつは、ネルファ皇こう国こくへ進軍を始めた。同どう盟めい国のネルファに軍を進めて。敵てきを、民たみを、皆みな殺ごろしにしている。女も、子こ供どもも、すべてだ」


「…………」


「そして国中がそれに、熱ねつ狂きようしている。英えい雄ゆう王だと。世界をその手に収おさめる、英雄王だと。世界は、世界のすべてはローランドのものだと……邪じや魔まするものはすべて、殺せ、殺せ、殺せと……」


「…………」


「……狂ってる……誰もがみな、狂ってる……シオンも、みんなも……国中が狂ってる……」


「…………」


「なのに、なのにおまえまでいなくなって……一番大事なときに、いつも、いつもおまえは……」


　そこで、ライナはまたフェリスの頭をなでてやる。震える彼女をなだめるように、彼女の頭をなでてやる。


「……大だい丈じよう夫ぶだよ、フェリス。俺はまだ、死んでない」


　しかし彼女の震えは止まらない。


「……でも、でもシオンが、シオンが壊こわれて……」


　だがそれも、


「大丈夫……それも大丈夫」


　彼女の頭を、もう一度なでてやる。


　なでながら、ライナはしかし、別の場所を見ている。


「…………」


　牢ろう獄ごくの、白い壁かべの隅すみにあった、染しみ。


　汚きたならしい、浅黒い染みを、にらむように見つめている。


　すると頭の中が、ぐるぐると回り始める。


　痛いほど回り始める。


　いままで見てきたこと。いままで見ないようにしてきたこと。シオンの顔。フェリスの顔。みんなで笑って、しかしそれはもう、終わってしまったこと。


　なら、どうする？　これからどうする？


　思考がめぐる。


　ぐるぐるめぐる。


　これからやるべきこと。やらなきゃいけないこと。しなきゃいけないこと。


　小さなことから、大きなことまで。


　ぐるぐる、ぐるぐる回り出す。


　ネルファへの侵しん略りやく戦争。大だい虐ぎやく殺さつ。


「…………」


　そうか。


　そうなるかよ、シオン。


　なら、俺はどうする？


　シオンを止めるために、あいつを止めるために、俺はどうする？


　片方は一国の王で。南大陸最大の国の王で。


　もう片方は、牢獄にいるムシケラだ。


　そのムシケラに、あいつが止められるのか？


　とそこで、


「……おい、ライナ」


　彼女が言う。


　だがそれに、


「大丈夫だから。おまえはなにも心配しなくていい」


　ライナは、言った。そしてまた、彼女の頭を優しくなでる。


　そうだ。


　心配する必要はない。


　いいよ。わかった。やろう。


　もう、逃にげるのはやめると決めたんだから。


　なら、やろう。


　誰も泣かないなんて無理なら。


　誰も傷つかないなんて無理なら。


　そんなのが、本当は絵え空そら事ごとなら。


　それなら、やろう。


　シオンを止める。


　あいつを救すくう。


　それだけの力を、手に入れようじゃないか。


「……国を出るぞ、フェリス」


　ライナは、言った。


　それに彼女は顔を上げる。


「国を？」


　それにライナはうなずき、フェリスを放して、


「ああ。シオンを救う。おまえは俺についてこい」


「う、うむ。だが本当にシオンを……」


「救う。だからおまえは心配するなって。もう、泣くなよ」


「な、泣いていない」


「あはは」


「き、貴き様さま」


「え？　い、いや、あの、これはあれだぞ？　馬ば鹿かにしたとかじゃ……って剣けんを拾おうとしない！」


　ライナは怒ど鳴なってから、げんなりとため息をつく。


　フェリスを放し、また、頭を巡めぐらせ始める。


　本当に、やらなきゃいけないことは、いくらでもあった。


　あいつが遠くにいってしまったのなら、まずは追いつかなければならない。


　そのためにはなにが必要だ？


　なにをしなければならない？


「…………」


　ライナは、鋭するどく目を細める。


　壁の染みを、鋭くにらみつける。


　遠いなら。


　まだ遠いなら、少しずつ近づけばいい。


　おまえを救うために、ムシケラで足りないなら人になればいい。


　人で足りないなら、王になればいい。


　それでもおまえの重荷を背せ負おえないというのなら。


　俺は、おまえにだってなってやる。


　約やく束そくしたのだ。


　一いつ緒しよにいこうって。


　約束したのだ。


　もう、おまえをあきらめてやらないって。


　約束したのだ。


　どんなに深い闇やみに沈しずんでいようと、引き上げてやるって。


　だから。


「だから俺も……」


　ライナは、言った。


　小さく、だが、はるか遠くまで聞こえるように。


「……だから俺も、前に進むよ、シオン」


　彼に語りかけるようにライナは言った。











　　　　◆





　そしてそれが、すべての始まり。


　南の英雄王の。


　北の勇ゆう者しや王の。








　そして最後の一人、三人目の王の、伝でん説せつの始まりだった。





















　あとがき







　さて。なにを書こう。


　えーとですね、まずは、みなさんいつも応おう援えん、ありがとうございます、ということを言いたいです。


　そしてこれにて。


　これにて、「伝説の勇者の伝説」は、一部完とあいなりました～。


　もちろんすでに読んでくれた方はすぐにわかることなので先に言いますが、一部完といってもまるで物語は終わってなくて、むしろこれからやっと本編が始まる！　みたいな感じなのですが、まあ、あれです。この作品で本当に描かきたいと思っていた場面がやっと書けました。


　いや───長かったです。これが描きたくてずっとやってきたので、ここまでこれて、本当によかった。えっと、もう本編を読んでくれてるものとしてあとがきを書くけれど（あ、でもネタバレはしないので安心してね）。


　本当に、みんなの応援がなければ、こんなにじっくり、たった一つのコンセプトだけを追求して十一冊さつも書くことはできなかったかもしれないです。


　だからまず、感かん謝しやです。


　もう十一冊。


　それも、壮そう大だいなプロローグを、自分で言うのもなんだけど、人気を保ったままやってこられたのは、本当に読んでくれるみなさんのおかげです。


　そして原げん稿こうが最近遅おくれがちな僕ぼくを支ささえてくれる、担たん当とうさん、イラストのとよたさん、編集部のみなさん、校正さんや、印いん刷さつ所じよの方たちや、ポップ作ってくれたり、ポスターを貼はってくれる書店のみなさん。家族や友達。その他もう、数え切れない人たちに支えられて、伝勇伝はここまでこれました。


　だからまず言いたいのは、ありがとうの一言。


　本当にありがとうございます。


　そして、これで第一部が終わったので、この続きは新シリーズ『大伝説の勇者の伝説１』に続きます。二部とかいって５分後のストーリーからはじまるんだけどね！


　と、お礼はここまでにして。


　少しだけ作品解説。


　まあ、この巻を読んだ方はわかると思いますが、そうです。実はこの作品は、彼らについての物語なのです。


　彼ら三人についての物語。


　三人が誰だれなのかは、ラストの数行で明かされているので、本編を読む前にうっかりそこを見ないようによろしくお願ねがいします。


　でもやはり、この最初の十一冊は、その三人のうちの、二人の物語ですね。


　物語が始まって、一度終わる。


　そして次から、新しい、本当の物語が始まります。ここから先は展てん開かいがすごく早くなる予定です。ここまでをじっくり、じっくり、特に人間関係の部分を本当にわざとゆっくりやって土台を築きずいたので、ここからは物もの凄すごく早くなります。


　物語がどんどん核かく心しんに近づいていきます。


　終わりまで、僕の予定ではあと十冊（長いと思うか、短いと思うかはみなさんにおまかせしますが）、一ページたりとも飽あきさせないように死ぬ気で頑がん張ばりたいと思いますので、どうか、よろしくお願いします！


　というか、全二十一冊の作品なんて、みんながついてきてくれないと続けらんないので、あの、ほんと、応援よろしくお願いしまーす！（必死）


　でも、ほんと大変だと思うんだよねぇ。ついてくるの。長編二十一冊になるころ、短編の連れん載さいもずっと続いていたら、いったい全部で何巻になるのよ？


　えーと、一応適当に計算してみると。


　あ、短編二十五冊分になんじゃん。


　じゃあ、長短あわせて全部で四十六冊？


　あほか！（笑）


　いや、数えてみると、恐おそろしい数ですね～。書店の棚たな、占せん領りようしまくりです。


　グ○ンか!?　グイ○なのか!?（笑）


　まあ、そんなに続くかどうかは僕の体力と、そしてなにより、読んでくれるみなさんの応援次し第だいなのですが。


　というかでも、ほんとびっくりしてます。


　ここまで続けさせてもらえたことと、そして、これからも続けさせてもらえることに。


　いやだってさー、僕自身、十冊以上続いているシリーズを読み切れたことがないからさー。


　なのに伝勇伝はすでに十一巻。


　さらに短編もあわせたら、十九冊もあるのに、みんながちゃんとついてきてくれてることが不ふ思し議ぎなんです。


　だって、僕は十冊以上読めないのに、みんなは十九冊読んでくれてんだもん。で、早く新刊出してくださいって言ってくれるんだもん。


　なんか、なんかそれって、すごいです。


　だって十九冊だよ？　みんな本当にすごすぎるよ！


　感動で泣いちゃうぞもう！（笑）


　いやでもほんと、感謝の言葉もありません。こんなにも伝勇伝を愛あいしてくれて、本当にありがとう。


　でもって、みんなからの愛に負けないよう、僕も必死こいて作品を作って。


　みなさんの本棚が僕の作品で埋うまっても、みんなが後こう悔かいしないようなものを作れるよう勉強して。


　ずっとずっと、できるだけ長い間みんなと一緒にいられるよう、楽しい時間を過ごせるよう頑張るので、これからも応援、よろしくお願いします！





　よし。


　一部完についての話題は、ここまで。


　あ、ちなみにもう少し作品について解説すると、十巻と、そしてこの十一巻の中に出てくる、描かれていないローランドでの一年。


　ライナ、シオン、フェリスたちがわーわーうるさく楽しく過ごす最後の一年間については、現在、短編のほうで描かれているので、そちらもよろしくお願いします。


　短編集でいえば、現在発売されている『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]　権力のワンダーランド』からが、ローランド編です。


　今後はしばらくその、失われた一年についての物語が短編では展開して、現在このあとがきを書いてる時点で実は、すでに十三巻分まで短編は書かれています。これから続々発売されていくので、そちらもよろしくお願いします。


　待てない人は、ドラマガを読むとライナやシオンがわいわい馬ば鹿かなことをやってます（笑）


　次に発売される短編集『とり伝９』では、この巻のミルクが見た光景、出会った少年についてのエピソードや、長編に大きく関わる三部作と呼よばれる作品。


　さらにはあの、ドラゴンマガジン増刊号に載のった幻まぼろしの短編、フェリスが初めてだんごに出会う『しょっぱいだんご』という作品も、やっと収おさめられるらしいという噂うわさを聞いたので、楽しみにしていてください！


　あとは～、なんかグッズについてとかいろんな情報とかは、ドラゴンマガジンや、僕のホームページ、『鏡かがみ貴たか也やの健康生活』とかを定期的に見てもらえれば書かれていると思うので、そちらをよろしくです。





　と、宣せん伝でんを終えたところで、今回は、実はあとがきスペースが、三ページしかなったのです。


　しかし、前回の短編集のあとがきで言った通り、キャラクター人気投票の中間発表や、一部完のお礼とかをしなきゃいけなかったので、


「ちょっとあとがきのページ数、増ふやしてもらえないっすか？」


　と交こう渉しようしたところ、増やしてもらうことに成功しました！


　やったー！


　ってなわけで、『とり伝８』で第七位まで発表した人気投票の、続きをやりまーす。


　上位六人が、ついに発表されるのです。


　もし、七位以下の投票結果が知りたい方は『とり伝８』のあとがきをよろしくお願いします。ほぼ全員のコメント付きで発表されています。





　ではでは、伝勇伝三大ヒロインの一人、七位のミルクの得票数を上回った人は誰なのか！


　発表します！





　６位　ミラン・フロワード


「……ほう。私ですか。これは身に余る光栄、ありがとうございます。しかし６位……６位とは。これは少し、目立ち過ぎてしまいましたね。自じ重ちようしなくては。でも、まあ、ここは素す直なおに喜んでおきましょう」


　と、薄うすい笑えみを浮かべて答えてくれたのは、ローランド帝てい国こくの暗部を担になうミラン・フロワード中ちゆう将じようでした。


　彼はものすごい人気で、それも彼が好きな人は根強いファンなんですよねー。


　イラストのとよたさんも、『とり伝８』のあとがきを見たあと電話をかけてきて、


「フロワードは!?　フロワードは何位!?」


「え？　フロワード？　えーと、たぶんすごい上位だったよ」


「やったー！」


　なんて会話かわされるほど彼のファンのようで、彼の人気は止まりません。


　最終結果で、さらに上位を狙ねらえるのか？


　見た目通りのダークホースですね。





　では次いきます。





　５位　クラウ・クロム


「おお、おお、まじかよ？　俺おれ？　まいったねこりゃ。モテモテじゃねぇか。んで、カルネは何位だったっけ？」


「…………」


「あら？　あらら？　どうした？」


「……ううう～、いや、ほんと、あの、こ～んな性格の悪いクラウさんに投票するみんなは、間ま違ちがってると思うなぁ」


「ひがまないひがまない」


「ううう～あれじゃないですか？　ノアさんが何百枚もハガキ送ったんじゃないですか？」


「え、私はあの、送ってないですけど」


「だぁから実力だって。ま、それはともかく、みんなありが……」


「なんていい気になってるクラウさんの言葉はともかく、みんな、僕にも投票してね？　ね？　ハガキにカルネって……」


「っておまえなに邪じや魔まして……」


「いいじゃないですかクラウさんはもう５位なんですから！　ちょ、邪魔しな……」


「いいからどけって、じゃあ、みんなありが……って痛いてぇ！　おま、なに蹴けって、ぶっ飛ばす！」


「助けてノアさぁん」


「え、え、え」


「あ、卑ひ怯きようだぞてめ……」


「へっへ～ん」


　とかなんとか、もう、こちらのことをまるで無視して楽しそうなので、話を進めます。


　シオンの右みぎ腕うで、紅こう指しのクラウ・クロム元げん帥すい。その他彼の周辺の仲間たち、カルネ、ノアもランクインしているので、このへんは人気が高いのかなぁ。


　とにかくクラウはフロワードと僅きん差さで５位を獲かく得とくしているので、この二人はシオンの部下の中では二大人気キャラのようですね。


　クラウは男性からの人気も高いです。





　では次。





　４位　シオン・アスタール


「お、やった。けっこういい成績だ。ありがとうみなさん。でも、４位……俺が４位というのは、ちょっと、おもしろいなぁ。上には誰がいるんだろう？　ふむ」


　と、好青年の笑え顔がおで答えてくれたのは、若きローランド帝国王シオン・アスタールでした。もう、伝勇伝の看かん板ばんキャラの一人といってもいいくらいの大人気。


　さらに今巻の内容のせいで、もしかしたらもっと得票数を伸のばして、ラストにはすごいことになるかもしれないけれど、いまはこれくらいの順位です。





　では次。





　３位　フェリス・エリス


「な、なんと!?　わ、わ、わ、私が、14位のだんご神しん様を差しおいて３位とは、おまえらハガキの書き方を間違っているぞ！　いかん。これではいかん。このままではだんご神様のご機き嫌げんが……ら、ライナ、急いでハガキを買い込んでこい！　すぐにだんご神様の順位を上げるのだ」


「っておまえなぁ……その前にお礼を言えって」


「う？　あ、ああそうか……ああ、ええと、う、嬉うれしいです」


「ああ？　結局嬉しいのかよ」


「うむ」


「じゃあよかったな」


「よかった」


　と、いつもの無表情のまま、少し嬉しそうにしているのは、伝勇伝三大ヒロインの一人、フェリス・エリ……


「馬鹿作者め！　そんな場合ではないのだ！　本当に、早くハガキを買ってこなくてはだんご神様が……よ、よしシオン、税金だ！　税金を十倍にして、ハガキを買い込むぞ！」


「ええええ～？　そりゃまずいよフェリス」


「いいから早くしろ！」


「う～ん」


　と、シオンの襟えりをつかんで彼女は去っていったので、ここまでにします。


　こんなに傍ぼう若じやく無ぶ人じんなのに、彼女は男女両方に人気があります。なぜでしょう。





　次。





　ついに、２位の発表です。





　２位　ライナ・リュート


「お～、まじで？　やっぱりなぁ。やっぱ俺のすごさがこう、なんていうの？　この作品を支えてると前々から思ってたんだよねぇ。なんつーか、俺が寝ねてる間にふわーっとでる魅み力りよくが世界をほわーっと癒いやすっていうか、つまりあれだろ？　えー、うん。眠ねむい。寝るわ」


　と、いつもどおりのやる気ない発言をしてくれたのは、この作品の主人公の、ライナ・リュートでした。


　やはり主人公強し！　３位に倍近い差を付けての圧あつ倒とう的てきな票数でした！





　しかし！


　しかしここで問題発生です！


　そう。ライナが、１位ではないのです。じゃあ誰だと。他にライナやシオンやフェリスより人気ありそうな奴やつはいたのかと、みんなも思ったろうし、シオンもさっき、不思議がっていましたね？


　いるんです。


　というか、たった一人から送られまくった多数のハガキによって、とんでもない無名キャラが１位を獲得しているのです。


　っていうか、担当のＭさんもそのキャラが名前だけでは誰だかわからず、僕も探さがさないとわからないという凄すさまじい無名っぷり！


　みなさんは、名前を見ただけで、彼が誰だかわかるでしょうか？





　では、発表します。





　キャラクター人気投票中間結果の堂々の第１位！


　その、名前は。


　クローウェル・サイラさんです!!


「えええええ、ぼ、僕ですか？　いや、そ、それはまずいですよね？　まずいですよね？　あの、す、す、すみません」


　と、震ふるえながら答えてくれても、わからない人だらけだと思います。で、じゃあ、彼が誰なのかを説明すると、まずは『とり伝７　努力のタイムリミット』を出してください。そこに、バブリン先生という名前で登場する小説家が、彼です。


　はい、ここまで説明しても、わからない人はたくさんいると思いますが、そんなこっそりしている彼がなんと、ダントツ一位なのです。


　なんてこった！（笑）


　でもでも、まだ中間発表なので、これからハガキを送ってくれても間に合います。この結果は『とり伝８』のあとがきを書くときに集計したものなので、もう、順位はすでに変わっているかもしれません！


　現にメールで、『いまからキファに３００枚まいハガキを出しますが、順位変わりますか!?』という質問がきたのですが、めちゃくちゃ変わります。そんなに送らなくったって、めちゃくちゃ変わります。


　とくに今回の人気投票は、ハガキ一枚で三人に投票する以外に、一人に三票入れることもできてしまうので、もう、一気に状況は変わります。


　だから今回の結果に納なつ得とくがいかない方は、ぜひ、投票してくださーい！





　一応ここで、投票のルールと、締しめ切りも発表しますね！


　ルールは簡かん単たん。


１・投票は、官製ハガキで（普通の郵便局やコンビニで売ってるやつね）。


２・ハガキ一枚あたり３ポイント分投票できる。


３・ハガキは何枚でも出してオッケー！


４・年ねん賀がハガキもオッケーですが、絵はがきはだめです。





　あて先は、こちら。







　　〒１０２―８１４４


　　東京都千代田区富士見１の12の14


　　富士見書房ファンタジア文庫編集部気付


　　伝勇伝キャラクター人気投票係







　締め切りは、クリスマス！　２００６年12月25日までです！


　まだまだ順位はひっくり返りまくるので、ぜひ、どしどし投票してください！


　ちなみに結果の発表は、次に出る『とり伝』でやりますのでよろしくお願いしまーす！


　と、このへんで、スペースがやばくなってきたので、そろそろ終わります。


　というわけで最後になりましたが、もう一度だけ。


　みんな、ここまでついてきてくれて、ありがとね。


　でもって、これからもよろしくお願いします。


　では、次に会うのは、『大伝説の勇者の伝説！』で！


　ではではまた。







鏡　貴也　　




















伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ11


君子豹変の王様





鏡かがみ　貴たか也や
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